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授業科目名 分子組織細胞生物学演習

担当教員名 菱川善隆

単位数 2単位 |配当年次 Il~2年次
@授業のねらい

形態科学を基盤とした、免疫組織化学、 insitu hybridization法等の分子組織細胞化学の基本原理の理

解の基に、細胞分化・増殖・細胞死に関与する様々な遺伝子、転写因子、蛋白質の細胞内発現動態の解析

とミトコンドリア動態との関連性について理解する。

-授業計画

(全 15回)

概要

特定の蛋白質或いは核酸の細胞内での発現動態を解析する分子組織細胞化学の理解のもとに、生命現象

の基本となる細胞の分化・増殖並びに細胞死の制御機構に関して、特にミトコンドリアを介する生殖細胞

死を中心に理解を深める。尚、適宜、講義に関連する原著論文等を用いて知識の理解を深める。

授業内容

l回目 形態観察の基礎となる光学顕微鏡の基本操作について履修するp

2回目 各種J組織固定法の利点と欠点について履修する。

3回目 酵素標識抗体による酵素組織化学の原理について履修する。

4回目 蛍光標識抗体による免疫組織化学の原理について履修する。

5回目 蛍光顕微鏡並びに共焦点レーザー顕微鏡の基本操作について履修する。

6回目 超微形態レベルでの特定の物質の検出法である免疫電顕の基礎について履修する。

7回目 特定の核酸の組織上での検出法である insitu hybridizaiton法の基礎について履修する。

8回目 非放射性 insitu hybridization法による様々な遺伝子検出の応用例について履修する。

9回目 転写調節因子の検出法であるサウスウエスタン組織化学の原理と応用について履修する。

10回目 アポトーシス細胞の検出法の基礎について履修する。

11回目 アポトーシス関連遺伝子群によるアポトーシス制御機構の概要について履修する。

12回目 雌性生殖細胞での細胞分化・土首殖並びに細胞死について履修する。

13回目 雄性生殖細胞での細胞分化・土普殖並びに細胞死について履修する。

14回目 様々な内分泌撹乱化学物質の生殖細胞死誘導への関与について履修する。

15回目 ミトコンドリアを介する細胞分化・場殖とアポトーシス制御への関与について履修する。

.~J 遠目標

生命科学研究に必須の分子組織細胞化学的手技と知識を学ぶ。

+教科書及び参考図書

参考図書(教科書は適宜配付する)

Molecular Biology of THE CELL， Fifth edition by Bruce Alberts~也 (Garland Science) 

Molecular Histochemical Techniques by T Koji (Springer-Verlag Tokyo) 

+成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

与えられた質問について適切な語句を用い説明でき、また積極的に討議に参加できているかを判断基準

とする。
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授業科目名 超微形態学演習

担当教員名 漂口朗

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
φ授業のねらい

形態学的研究の基本となる光学顕微鏡から超微形態レベルの電子顕微鏡に至る試料作製と観察手技を

習熟させる。次いで、細胞や組織のタンパク質発現や、その局在を形態学的に検索する組織化学的解析法

を修得させ、さらには細胞や組織の形態保持に優れた凍結技法を応用した超微形態解析法を修得させる。

一連の実験技術を個々の学生が取り組む研究課題に応用し、超微形態観察とその結果に基づいた生物学的

意義の解釈について演習する。

@授業計画

(全15回)
概要

形態学研究法の基本となる、通常の光学顕微鏡標本の作製法、ならびに透過型電子顕微鏡、走査型電子
顕微鏡試料作製法について概説し、得られた観察結果の解析について演習を行う。また組織化学的解析手
法についても共焦点レーザー顕微鏡法も含めて修得させる。 (10回)

細胞や組織の形態や物質の保持に優れた凍結技法を応用した超微形態解析法を修得させ、得られた観察
結果の解析について演習を行う。 (5回)

授業内容

l回目 光学顕微鏡と電子顕微鏡の基本原理につい:て学習する。

2回目 組織や細胞の基本的な固定法について学習する。

3回目 走査型電子顕微鏡の基本的な試料作製法について学習する。

4回目 走査型電子顕微鏡の基本操作について演習を行う。

5回目 走査型電子顕微鏡を用いた写真撮影と読影について演習を行う。

6回目 透過型電子顕微鏡の基本的な試料作製法について学習する。

7回目 透過型電子顕微鏡の基本操作について演習を行う。

8回目 透過型電子顕微鏡を用いた写真撮影と読影について演習を行う。

9回目 透過型電子顕微鏡を用いた免疫電顕解析法について学習する。

10回目 電子顕微鏡開発の歴史と未来像について学習する

11回目 組織や細胞の新たな固定法として注目される凍結技法について学習する。

12回目 電子顕微鏡レベルの解析に応用される高圧凍結技法の基本について学習する。

13回目 研究目的に応じた凍結技法の様々な応用について学習する。

14回目 凍結技法による試料作製法について演習を行う。

15回目 凍結技法による写真撮影と読影について演習を行う。

-到達目標

顕微鏡観察試料作製法と観察手技を修得し、得られた形態像を読み取る観察眼を獲得することを

目標とする。

φ教科書及び参考図書

教科書

電顕入門ガイドブック改訂版 国際文献印刷社

参考図書

よくわかる電子顕微鏡技術朝倉書庖

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

L一一
受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 ~痛学入門

担当教員名 池田哲也

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
-授業のねらい

痛覚を研究する上で基本となる急性及び慢性疹痛の機序を理解するために、重要な基本的事項を講義

し、最新の原著論文等を抄読する。さらに、解剖学的および神経行動学的な実験の原理を理解し、その手

法を修得する。

φ授業計画

(全 15回)

概要

痛覚研究を行う上で必要な知識、理論、実験法等を以下の 3項目に分け段階的に理解を深める。
各項目毎に適宜、講義に関連する原著論文等を抄読し、学習・討論のポイントを提示する。

1 神経細胞問、神経細胞内の情報伝達系の基本と痛みの伝達経路。および痛みの認識

2.急性疹痛、慢性疹痛の動物モデノレを用いた神経行動学的研究法及び組織科学解的研究法の紹介。

また、その原理と最新の知見。

3.慢性痛、特に神経因性疹痛の発生機序や持続のメカニズムに対する様々な仮説、上位中枢から脊

髄への痛覚伝達の修飾作用の基本と最新の知見。

授業内容

l回目 神経系の構成要素と神経細胞について学習する。

2回目 神経細胞問の情報伝達、神経細胞内の情報伝達の仕組みについて学習する。

3回目 痛覚伝達の神経団路について学習する。

4回目 痛みの認識(疹痛)とその抑制機構について学習する。

5回目 痛みの研究法、特に行動学的実験、組織科学的実験についてその原理を学習する。

6回目 実験動物を用いた行動学的実験のデモンストレーションを行う。

7回目 急性疹痛と慢性疹痛の定義、および共通点、相違点について学習する。

8回目 慢性疹痛の動物モデルの作成とア yセイ法について学習する。

9回目 慢性~痛モデル動物作成のデモンストレーションを行う。

10回目 炎症の発生機序とその持続のメカニズムについて学習する。

11回目 神経因性疹痛の発生機序とその持続のメカニズムに対する種々の仮説について学習する。

12回目 下降性疹痛抑制系の神経回路と伝達物質について学習する。

13回目 鎮痛薬の効果、作用機序について学習する。

14回目 疹痛研究および治療薬の最新の知見について学習する。

15回目 講義全体をまとめ、疹痛の仕組み、その研究のための実験法、原理について討論を行う。

+!OJ達目標

急性及び慢性疹痛の機序に関する基本的な知識を習得すると共に、動物実験の方法論を理解する。

争教科書及び参考図書

教科書

Textbook of Pain 5th Edition Ed by S.B.Stephen and M.Koltzenburg (ELSEVIER) 

参考図書

ニューロンの生物学 Fデノレコミン著/小倉明彦・富永恵子訳 南江堂

痛みーそのメカニズムとマネジメント R.カイリエット著/荻島秀男訳歯科薬出版株式会社

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 |分子神経科学演習

担当教員名|高官考書

単位数 12単位 |配当年次 11~2年次
+授業のねらい

高次脳神経機能、特に学習・記憶の基本となるシナプス可塑性の分子メカニズムに関して、現在までの

研究を代表的な論文を通して理解するとともに、現在どのようなことが最先端の分野で行われているか、

またこれからなにが明らかとされなければならないかを理解する。技術的には、生化学・分子生物学・細

胞生物学を中心とした研究テーマを遂行するために必要な、一般的実験手技の修得に加え、プロジェクト

に応じて電気生理学を含めた特殊な技術を学ぶことで、研究者としてあらゆる分野に対応できるようなフ

レキシピィティを身につける。

-授業計画

(全15回)
概要

学習・記憶の基本となるシナプス可塑性の分子メカニズムに関して学習するとともに、一般的実験手技
の修得に加え、プロジェクトに応じて電気生理学を含めた特殊な技術を学ぶ。

授業内容
1回目 当教室の教員や大学院生をローテーションすることで、教室内で行われている基本的な細胞生

物学・生化学・分子生物学・電気生理学的技術を理解し、実際に経験する①。
2回目 当教室の教員や大学院生をローテーションすることで、教室内で行われている基本的な細胞生

物学・生化学・分子生物学・電気生理学的技術を理解し、実際に経験する②。
3回目 当教室の教員や大学院生をローテーションすることで、教室内で行われている基本的な細胞生

物学・生化学・分子生物学・電気生理学的技術を理解し、実際に経験する③。
4回目 当教室の教員や大学院生をローテーションすることで、教室内で行われている基本的な細胞生

物学・生化学・分子生物学・電気生理学的技術を理解し、実際に経験する④。
5回目 当教室の教員や大学院生をローテーションすることで、教室内で行われている基本的な細胞生

物学・生化学・分子生物学・電気生理学的技術を理解し、実際に経験する⑤。
6回目 大まかなプロジェクトを決め、それに関する論文を収集し、まとめることで、その分野の世界

的動向を学ぶ。また、主に使用する手技を集中的に訓練することにより、より専門的な技術習得
を行い、データの収集を行う①。

7回目 大まかなプロジェクトを決め、それに関する論文を収集し、まとめることで、その分野の世界
的動向を学ぶ。また、主に使用する手技を集中的に訓練することにより、より専門的な技術習得
を行い、データの収集を行う②。

8回目 大まかなプロジェクトを決め、それに関する論文を収集し、まとめることで、その分野の世界
的動向を学ぶ。また、主に使用する手技を集中的に訓練することにより、より専門的な技術習得
を行い、データの収集を行う③。

9回目 大まかなプロジェクトを決め、それに関する論文を収集し、まとめることで、その分野の世界
的動向を学ぶ。また、主に使用する手技を集中的に訓練することにより、より専門的な技術習得
を行い、データの収集を行う④。

10回目 大まかなプロジェクトを決め、それに関する論文を収集し、まとめることで、その分野の世界
的動向を学ぶ。また、主に使用する手技を集中的に訓練することにより、より専門的な技術習得
を行い、データの収集を行う⑤。

11回目 プロジェクトの詳細を決定し、必要なデータを収集する。さらに論文作成のために必要なその
他複数の実験方法のための技術の習得とデータ作成を行う。
集められた結果をポスターとしてプレゼンテーションすると共に英語論文としてまとめる①。

12回目 プロジェクトの詳細を決定し、必要なデータを収集する。さらに論文作成のために必要なその
他複数の実験方法のための技術の習得とデータ作成を行う。
集められた結果をポスターとしてプレゼンテーションすると共に英語論文としてまとめる②。

13回目 プロジェクトの詳細を決定し、必要なデータを収集する。さらに論文作成のために必要なその
他複数の実験方法のための技術の習得とデータ作成を行う。
集められた結果をポスターとしてプレゼンテーションすると共に英語論文としてまとめる③。

14回目 プロジェクトの詳細を決定し、必要なデータを収集する。さらに論文作成のために必要なその
他複数の実験方法のための技術の習得とデータ作成を行う。
集められた結果をポスターとしてプレゼンテーションすると共に英語論文としてまとめる④。
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15回目 プ口、ジェクトの詳細を決定し、必要なデ タを収集する。さらに論文作成のために必要なその
他複数の実験方法のための技術の習得とデータ作成を行う。
集められた結果をポスターとしてプレゼンテーションすると共に英語論文としてまとめる⑤。

すべての段階を通じ抄読会等の時間を設けることにより、新たに報告された英語原著論文や総説を読
む。これにより神経科学に限定せず新しいサイエンスの知識を吸収すると共に、科学的考え方を習得する。
さらに、定期的に英語で書かれた神経科科学の教科書を読み進めて行きスタンダードな知識を養う。以上
のことを人前で発表することにより、プレゼンテーションのトレーニングを行う。

+到達目標

研究においては、各プロジェクトにおいて各自が一人で基本的な実験計画をたて遂行できるような実力

を身につける。また同時に、最先端分野における神経科学に関する議論を行うことができ、外国の学会に

おいてもプレゼンテーションできる能力を身につける。

+教科書及び参考図書

演習の中で適宜提示する。

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 生体制御解析学演習

担当教員名 丸山民杉、中島融一

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
-授業のねらい

生体制御系に関する備隊的知識を基礎として、血液・体液中蛋白質、特に凝固線溶系酵素の生理学的意
義、疾病との関連について理解してもらい、これらの系に影響を与える生理活性物質の探索を題材とし、
演習を通じて関連分野の生化学的、分子生物学的実験手法、解析方法の習得および実験計画立案能力を養
フ。

+授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要

病態生理における細胞活動の調節物質としての血液・体液中蛋白質の機能を最新の知見を基に解説する
。特に、線溶系酵素は、血液の凝固・線溶のみならず、癌、炎症、細胞増殖や組織修復などにも関与して
いる。これら病態における細胞線溶や細胞聞の相互作用について、細胞や動物を用いた機能解析法や分子
生物学的手法を学び、実験結果の解析方法について演習を行う。

授業内容

1回目 生体制御系の概要について学ぶ。(丸山)

2回目 血液凝固線溶系のシステムについて学ぶ。(丸山)

3回目 血液凝固線溶系の疾病との関わりについて学ぶ。(中島)

4回目 血液凝固線溶系の疾病との関わりについて最新の知見を中心に学ぶ。(丸山)

5回目 蛋自分解酵素の抽出、精製法について演習を行う。(丸山)

6回目 蛋自分解酵素の活性および質量測定方法について演習を行う。(丸山)

7回目 細胞内シグナル伝達系の概略について学ぶ。(丸山)

8回目 分子生物学に関する基礎知識について学ぶ。(中島)

9回目 細胞培養の手法に関しての演習を行う。(中島)

10回目 分子生物学的手法を用いた実験手法の実際について演習を行う①。(丸山)

11回目 分子生物学的手法を用いた実験手法の実際について演習を行う②。(中島)

12回目 正常繊維芽細胞を用いた線溶酵素の活性測定および蛋白定量演習を行う。(丸山)

13回目 線溶関連酵素および阻害物質の mRNAおよび蛋白発現の定量法について演習を行う。(丸山)

14回目 細胞遊走の定量化法の演習を行う。(中島)

15回目 未知の凝固線溶関連生理活性物質探索のための実験計画の立案演習を行う。(丸山)

-到達目標

酵素の取扱法、検出法、分子生物学的手法などの蛋白質研究法の基礎を理解し、最新の情報を基に自身

で実験計画を作成し遂行する能力を獲得する。

+教科書及び参考図書

参考図書(教科書は使用しない)

1) Molecular Biology of the cell (5th edition) 

by Alberts， Johnson， Lewis， Raff， Roberts and Walter (Garland Publishing， 2007) 

2) Culture of Ani皿 alcells: A manual of basic technique and specialized applications (6th edition) 

by Freshney (Wiley Blackwell publication， 2010) 

争成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の問で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 ゲノム科学演習

担当教員名 剣持直哉

単位数 2単位 |配当年次 Il~2年次
@授業のねらい

生命の設計図「ゲノムjの情報がどのように発現し生体機能を制御しているのかについて、論文などの

知見をもとに理解させる。次いで、ゲノム機能を解析するために必要な DNA配列の決定、遺伝子の発現解

析、データベースの検察など基本的な手技を修得させ、一連の実験を通して、データの取得、解析、評価

についての演習を行う。

-授業計画

(全 15回)

概要
ゲノムに関する基本的な事項を学習する。次いで、ゲノム解析に関する基本的な手技を修得する。さら

に、ゲノムの異常と疾患およびゲノムの多様性について学び、人類社会との関わりについて議論する。

授業内容

l回目 ゲノムの基本概念について学習する。

2回目 ゲノムを構成する DNAおよび遺伝子について学び、ゲノムとの関係を理解する。

3回目 ゲノムの遺伝情報がどのように発現するのかを学び、生体機能との関係を理解する。

4回目 ゲノム研究の歴史および現状について学び、今後の課題と発展性について議論する。

5回目 ゲノムを解析するための PCR法について学び、基本的な手技を修得する。

6回目 ゲノムを解析するための DNA配列決定法について学び、基本的な手技を修得する。

7回目 ゲノムを解析するための遺伝子の発現解析法について学び、基本的な手技を修得する。

B回目 ゲノムを解析するためのデータベース検索法について学び、基本的な手技を修得する。

9回目 ゲノム解析で取得したデータの分析・評価法について学び、実際のデータを解析する。

10回目 ゲノム解析に関する最新の論文を読み、ゲノム解析法の動向について議論する。

11回目 ゲノムの異常と疾愚について学び、生体内でのゲノムの役割について理解を深める。

12回眉 ゲノムの異常と疾息を解析する手法について学び、基本的な手技を修得する。

13回目 ゲノムの異常と疾息に関する最新の論文を読み、ゲノム医学の動向について議論する。

14回目 ゲノムの多様性について学び、生物進化におけるゲノムの役割を理解する。

15回目 ゲノムの多様性について学び、人類社会とゲノムの未来について議論する。

+illJJ達目標

ゲノムの基本概念を理解し、ゲノムによる生命システムの制御機構を解析するための基本的な知識およ

び技術を修得する。

+教科書及び参考図書

参考図書(教科書は使用しない)

-グノム第3版(メディカ/レサイエンスインターナショナノレ)

-ヒトの分子遺伝学第4版(メディカノレサイエンスインターナショナJレ)

+成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の問で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 腫蕩グノム発生演習

担当教員名 森下和広、西片一朗、中畑新吾

単位数 2単位 |配当年次 Il~2年次
+授業のねらい

細胞内で起こる生体反応の分子生物学的手法を用いた解析法について学ぶ。さらにゲノム異常に依存し

たがんの発症機構と、これら生体反応との関連性を、細胞膜、細胞質、核内での情報伝達異常に分けて学

習する。

+授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要

生命現象の基本となる細胞の分化・増殖並びに細胞死の制御機構に関して、幹細胞とがん、診断法の進

歩、情報伝達系異常との関連、転写と疾患との関連等を中心に理解を深める。また近年発達して来た分子

生物学的手法を用いた解析法についての概説を含め、適宜、講義に関連する原著論文等を用いて知識の理

解を深める。

授業内容

l回目 幹細胞についてその概要を学ぶ。(森下)

2回目 がん幹細胞の維持、調節/正常幹細胞との違いについて学ぶ。(森下)

3回目 細胞の増殖に関する情報伝達系について学ぶ。(森下)

4回目 細胞の分化、アポトーシスに関する情報伝達系について学ぶ。(森下)

5回目 がん発生とウイノレス感染について学ぶ。(森下)

6回目 がん発生とゲノム異常について学ぶ。(森下)

7回目 抗原抗体反応を基礎とする(酵素)免疫測定法の基礎について学ぶ。(西片)

8回目 PCRを基礎とする遺伝子発現解析等、解析手法の現状とその課題について学ぶ。(西片)

9回目 従来の測定法と分子生物学的手法の融合による新規の診断システムについて学ぶ。(西片)

10回目 新規統合的ゲノム解析法について学ぶ。(

11回目 新規たんぱく質解析法について講義する。(

12回目 各種情報伝達機構の異常と Bioinformatics解析法について学ぶ。(

13回目 遺伝子転写、問Aスプライシング、 mRNAの翻訳機構とその調節機構について学ぶ。(中畑)

14回目 発がんに関連する転写機構について学ぶ。(中畑)

15回目 転写機構と個体の発生やがん化との関連性ついての研究法について学ぶ。(中畑)

+到達目標

疾患の成り立ちを理解する上で、腫蕩の発症機構をモデノレにして、その解析方法のーっとしてゲノム解

析の内容その方法を学ぶ。さらに臆蕩の成り立ちに必須の異常である情報伝達系についてその内容、解析

方法を理解し、将来的に各種疾患の解析につなげる為の基礎を作る。

+教科書及び参考図書

参考図書

Molecular Biology of the ce1l， by Bruce Alberts， Alexander Johnson， Julian Lewis， Martin Raff， 

Keith Roberts， Peter Walter( Garland Science; 2002.) 

Molecular Ce1l Biology， by Harvey F. Lodish， Arnold Berk， Chris A. Kaiser， Monty Krieger， 

Matthew P. Scott ( New York: W. H. Freeman; 2000) 

+成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

争成績評価方法

受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。与えられた質問について適切な詩句

を用い説明でき、また積極的に討議に参加できているかを判断基準とする。
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授業科目名 生体シスァム制御学演習

担当教員名 西頭英起、両見恭成、菊池秀彦

単 位数 2単位 |配当年次 11~2年次
φ授業のねらい

遺伝子発現制御の分子機構を解説し、原核細胞と真核細胞における類似点と相違点を理解させる。また、

遺伝子組換え実験法やジーン・ノックアウト法などを含む細胞生物学・分子生物学・生化学的実験法を学

ぶ。高等真核細胞におけるクロマチン構造の構築・維持の分子機構、クロマチン構造変化の分子機構、ク

ロマチン構造変換を介した細胞核機能および生体システム制御の分子機構に関連した演習を行う。

-授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要

遺伝子組換え実験法・分子生物学的実験法に関する基本的知識を修得する。高等真核細胞におけるクロ

マチン構造の構築・維持・変化の分子機構およびクロマチン構造変換を介した核機能制御の分子機構とそ

の解析法に関する演習を行う。細胞周期やアポトーシスなどの細胞機能のエヒ。ジェネティックな制御機構

の破綻と疾息との関連性、その解析法について理解する。

授業内容

l回目 遺伝子組換え実験法・分子生物学的実験法について学ぶ。(西頭)

2回目 核の構造と機能について学ぶ。(西頭)

3回目 染色体の複製制御機構について学ぶ。(西頭)

4回目 真核生物の遺伝子発現機構(基本転写装置と転写因子)について学ぶ。(西頭)

5回目 真核生物の遺伝子発現機構(クロマチン構造を介した転写制御)について学ぶ。(西頭)

6回目 DNAのメチル化とクロマチン構造について学ぶ。(高見)

7回目 クロマチン構造の構築・維持の分子機構について学ぶ。(高見)

8回目 DNA損傷応答とクロマチン構造変換について学ぶ。(高見)

9回目 クロマチン構造と疾愚について学ぶ。(高見)

10回目 クロマチン動態解析法について学ぶ。(高見)

11回目 細胞周期制御機構について学ぶ。(菊池)

12回目 細胞周期とクロマチン動態変化について学ぶ。(菊池)

13回目 アポトーシスの分子機構について学ぶ。(菊池)

14回目 アポトーシスとクロマチン構造について学ぶ。(菊池)

15回目 エヒ。ジェネティック制御機構の破綻と疾患について学ぶ。(菊池)

φ到達目標

クロマチンの構造動態に基づくゲノムの制御機構について理解し、これらの研究領域における研究手法

を習得することを目標とする。

@教科書及び参考図書

参考図書(教科書は指定しない)

Essential細胞生物学 Bruce Alberts ， Alexander Johnson， Martin Raff， Peter Walter， Dennis 

Bray，Julian Lewis， Keith Roberts著/中村桂子・松原謙一・藤山秋左夫訳南江堂

細胞の分子生物学 Bruce Alberts著/中村桂子・松原謙一訳 NewtonPress 

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 細胞情報機能学演習

担当教員名 武谷立

単位数 2単位 | 配当年次 11 ~2年次

+授業のねらい

細胞開・細胞内情報伝達機構への理解を深めるため、(1 )生理活性物質の合成・分泌調節機構、(2 ) 

イオンチャネルや受容体の機能・発現調節機構、 (3)細胞内シグナル伝達のカスケードとそれに関わる

シグ、ナノレ伝達分子群の機能・発現調節機構について学習する。さらに、細胞情報伝達機構の異常により生

じる病態の解明と治療へのアプローチについて、最新の知見をもとに学習する。培養細胞や動物を用いた

薬理学的機能解析法や分子生物学的実験法を習得し、個々の研究テ}マに沿って実験を行う。実験結果の

解析と生理学的・病態生理学的意義の解釈、研究の展開についての演習を行う。

-授業計画

(全15回)
概要

イオンチャネル・受容体の機能・発現調節、生理活性物質の作用の解明を通して、絢胞機能の調節機構

や薬物の作用機序を学習する。それらの解析に必要な薬理学的機能解析法や分子生物学的実験法を習得

し、細胞情報伝達機構の質的・量的変動が細胞応答にどのような影響を及ぼすのか、さらに、それらの異

常により生じる病態の解明と治療へのアプローチについて、種々の実験系を用いて演習を行う。

授業内容
1回目 生理活性物質の合成・分泌調節機構について学習する。
2回目 受容体の種類、構造、機能について学習する。
3回目 イオンチャネルの種類、構造、機能について学習する。
4回目 細胞内の主要な情報伝達カスケード(日ン酸化/脱リン酸化による調節、蛋白同士の会合/解離

など)について学習する。
5回目 受容体・イオンチャネノレの機能調節機構(リン酸化や構造変化など)について学習する。
6回目 受容体・イオンチャネノレの細胞膜発現の調節機構(遺伝子転写~蛋白合成~

エクスターナリゼーション~インターナリゼーション~分解など)について学習する。
7回目 シグナル伝達の異常と疾患、その異常を是正するための薬物治療について学習する。
B回目 ウエスタンブロットによる蛋白量・リン酸化量解析の手技習得
9回目 リン酸化カスケードの変動をウエスタンブロットにより解析する (1)

10回目 日ン酸化カスケードの変動をウエスタンプロットにより解析する (2)

11回目 シグナル伝達分子の発現量をウエスタンプロット・ノーザンプロット・ PCRにより解析する (1) 

12回目 シグナノレ伝達分子の発現量をウエスタンプロット・ノーザンブロット・ PCRにより解析する (2)

13回目 シグナノレ伝達分子の局在の変動を、発現系細胞を用いて蛍光顕微鏡により解析する (1)

14回目 シグナノレ伝達分子の局在の変動を、発現系細胞を用いて蛍光顕微鏡により解析する (2)

15回目 細胞応答の変化を種々の薬理学的手法(筋収縮・カテコールアミン分泌など)で解析する。

- 到 達 目 標

1.シグナル伝達機構の重要性と分子基盤を理解する。

2.シグナル伝達機構の破綻による病態を理解し、それに対する治療戦略を理解する。

3.シグナル伝達機構研究に必要な薬理学的機能解析法や分子生物学的実験法を習得する。

4.実践的な知識と柔軟な思考力、研究の展開能力を養う。

φ教科書及び参考図書

参考図書(教科書は指定しない)

細胞の分子生物学第 5版 Bruce Alberts著/中村桂子・松原謙一訳 NewtonPress 

シグナル伝達同生命システムの情報ネットワークー第 2版 Bastien D， Gomperts Ijsbrand M， 

Kra皿erPeter E.R. Tatham著/上代淑人・佐藤孝哉訳 MEDSi 

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の間で質疑討論を行い、受講生の理解度を評価する。
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授業科目:名 分子生命化学演習

担当教員名 徐岩

単位数 2単位 |配当年次 Il~2年次
-授業のねらい

生体関連化学や構造生物化学など手法を用いて新たな視点から生命分子の認識、反応性、構造を司る基

本原理を明らかにする。化学に基づいたアプローチで化学と医学・化学・生物学が融合した研究(診断薬・

治療薬の開発などを含む)を展開する。特に、化学的アプローチによるヒトテロメアの分子構造と機能の

解明およびテロメアをターゲットとするがん標的治療手法の開発を中心とした研究テーマを遂行する。そ

のためにバイオ技術だけでなく、有機化学や合成化学なども学ぶ。世界の第一線で活践することができる

人材を養成する。

争授業計画

(全15回)

概要

本演習では、生命活動を担う基本的な有機化合物について、種類とその化学構造、生体内での反応とそ

の機能について学習する。特に、化学的アプローチによるヒトテロメアの分子構造と機能の解明を深める。

研究の遂行にあたり、化学、分子生物学など様々な分野から考え方及び技術を取り入れ、自分自身のアイ

デアを実証する最善の方法を考えるカを身につける。研究者としての姿勢を養うとともに、実験記録の作

成や論文発表する力を溜養する。また最新の知識・技術を取り入れるため、定期的に英文抄読会を行う。

最終的には、研究者として歩むうえでの基礎を築く最も重要な時期である大学院の修士課程を通じて、世

界の第一線で活躍することができる人材を目指す。

授業内容

l回目 核酸塩基の構造について学習する。

2回目 機能性人工核酸について学習する。

3回目 DNA高次構造の多型性と機能について学習する。

4回目 RNA高次構造と機能について学習する。

5回目 人工核酸の合成について学習する。

6回目 アミノ酸およびベプチドの化学構造と機能について学習する。

7回目 タンパク質の高次構造と機能について学習する。

8回目 核酸とタンパク質の相互作用について学習する。

9回目 ヒトテロメア DNAの構造と機能について学習する。

10回目 ヒトテロメア RNAの構造と機能について学習する。

11回目 テロメアと老化メカニズムについて学習する。

12回目 アンチエイジング創薬について学習する。

13回目 テロメアをターゲットとするがん標的治療手法の開発について学習する。

14回目 生体分子と医薬の相互作用について学習する。

15回目 化学による先端医療診断技術の開発について学習する。

+3lJJ達目標

演習の内容について，良く理解でき，考察できること。またそれらの知識や経験を利用し、より新しく

(Nove1)、より深く (Deep)、より広く (Broad) を求める姿勢で研究展開が出来るようになること。

@教科書及び参考図書

参考図書(教科書は適宜資料を配付)

マクマリー有機化学概説 ]. ""クマリー著/伊東他訳東京化学同人。

がんとテロメア・テロメラーゼ井出利憲他著南山堂。

DNA Structure and Function R. R. Sinden Academic Press， New York 

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

争成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 病態医化学演習

担当教員名 伊達紫

単位数 2単位 | 配当年次 11~2年次

+授業のねらい

肥満・エネルギー代謝調節機構への理解を深めるため、代謝関連ホノレモンに着目し、そのシグナル伝達機
構を学習する。代謝調節機構の解明がヒトの疾患予防や治療だけでなく、伴侶動物の健康管理さらには畜
産の生産性向上にもつながる重要課題であることを理解する。

争授業計爾

(全15回)

概要

生体のエネルギー代謝調節機構(糖代謝、脂質代謝など)の基礎的理解からエネノレギー代謝異常の病因
解明に向けた実験的ストラテジーおよび予防・治療法の開発を目指した展開を学習する。

授業内容

l回目 生体のエネルギー代謝調節機構(糖代謝、脂質代謝)の検査法を学習する。
2回目 エネルギー恒常性維持機構、つまりエネノレギー摂取や消費の測定について学習する。
3回目 エネルギーを摂取する唯一の手段である摂食行動について、脳内神経回路網を形成する分子基

盤を理解する。また、それらを評価・確認するための組織学的および分子生物学的手法を学ぶ。
4回目 脂肪組織の構造や脂肪肝の形態について顕微鏡を使って理解する。
5回目 脂肪細胞の培養条件を学習し、培地交換などを実施する。
6回目 脂肪組織を成熟脂肪細胞とstroma1-vascu1arce11 fraction(SVF)に分離する方法を学ぶ。
7回目 SVFから脂肪細胞への分化誘導について学習し、実施する。
8回目 脂肪細胞の分化・成熟過程のマーカ一分子を理解し、 PCRで確認する。
9回目 マクロファージの機能特性および生化学的特性について学習し、肥満をはじめとする病態との

関連を学習する。
10回目 マクロファージの食食能や走化性の評価法を学習する。
11回目 脂肪細胞とマクロファージとの共培養系について理解する。
12回目 脂肪滴の蓄積を形態的に評価するとともに、関連分子について学習する。
13回目 勝臓の形態と糖代謝におけるグJレカゴンやインスリンの役割を理解する。
14回目 肝臓や筋肉でのインスリンシグナル分子を学習し、 Westernb10ttingで評価する。
15回目 肝臓や腹腔内からのマクロファージ単離法を学習し、炎症マーカ一発現を検討する。

-到達目標

① 生命維持のためのエネルギ一代謝調節機構の重要性を理解する。

② エネノレギー代謝調節機構に関与する分子基盤を理解するとともにその実験手法について理解する。

@教科書及び参考図書

演習の中で資料を配付する。

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 生体情報制御学演習

担当教員名 加藤丈司、桑迫健一

単 位数 2単位 |配当年次 Il~2年次
-授業のねらい

基礎的細胞培養技術、培養細胞への遺伝子導入方法等の応用技術、基礎的動物実験手技、実験動物への

薬剤や生理活性物質投与手段と生体反応のモニター技術を修得し、細胞、組織および器官のシグナル伝達

における生理活性物質の役割解明のための実験を実施する。得られた実験結果により、生理活性物質によ

る生体制御機構を考察し、生理活性物質の探索医療のための演習を行う。

-授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要
生理活性物質による生体制御機構の破綻により生じる疾患の病態を理解し、破綻機序解明の研究方法に

ついて理解させる。細胞、組織、器官および個体レベルでの機能調節における生理活性物質の役割、作用
の分子機構、情報伝達のネットワークの分子機構を理解させる。

授業内容

1回目 生理活性物質・ペプチドの生化学的特徴と取り扱い方法について学習する。(加藤)

2回目 生理活性物質・ペプチドの機能評価方法の種類と選択方法について学習する。(加藤)

3回目 生理活性物質・ベプチドの精製および単離同定の方法論と実例を学習する。(加藤)

4回目 細胞培養方法について細胞の単離から経代培養も含めて学習する。(加藤)

5回目 動物実験手技および疾患モデル動物の概略と取り扱いについて学習する。(加藤)

6回目 生理活性物質・ベプチドの生合成代謝機構の概要について学習する。(桑迫)

7回目 生理活性物質・ペプチドの細胞内情報伝達と生体機能について学習する。(桑迫)

8回目 生理活性物質・ペプチドの受容体の基本構造と活性化機構について学習する。(桑追)

9回目 生理活性物質・ペプチドの受容体の細胞内輸送機構について学習する。(桑迫)

10回目 生理活性物質・ベプチドの受容体の様々な病態での役割について学習する。(桑迫)

11回目 蕗歯類の血圧と脈の評価手段および非観血的循環動態評価方法について学習する。(加藤)

12回目 醤歯類のカテーテノレ挿入等の観血的循環動態評価方法について学習する。(加藤)

13回目 無麻酔無拘束下における循環動態のモニタリング手段について学習する。(加藤)

14回目 経口、経静脈、腹腔内、脳質内への生理活性物質や薬剤の投与手段ついて学習する。(加藤)

15回目 実験により得られたデータの解析手段と統計解析方法について学習する。(加藤)

+到達目標

生理活性物質の機能と役害IJを解析する幅広い研究手段を習得して、自らの研究結果を探索医療へ展開で

きる能力を獲得することを目的とする。

+教科書及び参考図書

参考図書(教科書は指定しない)

Molecular Cloning， Green， M.R， Sa皿 brook，J著 Cold Spring Harbor Laboratory Press 

Molecular Biology of THE CELL， Bruce Alberts他著 Garland Science 

分子細胞生物学基礎実験法南江堂

NEW薬理学南江堂

+成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

受講生と教員の問で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目:名 循環病理学演習

担当教員名 浅田祐士郎

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
-授業のねらい

心血管系の構造機能と異常、血液凝固・線溶の生理機能と異常を学習し、主な心血管疾患の発生機序を

理解する。形態学的研究手法(組織採取・標本作製、免疫組織化学、顕微鏡観察)、心血管病の各種動物

モデルの作成法および細胞組織培養と分子生物学の基本的な研究手法を習熟し、心血管病の病因病態解明

を行うための実験技術を修得させる。

@授業計画

(全15回)
概要

以下の演習を通じ、個々の学生の研究課題に沿った実験計画を立案し遂行させ、実験データの取得と解
析、その意義の解釈について学ぶ。

授業内容
1回目 心血管系の構造について学ぶ。
2回目 心血管系の生理的機能について学ぶ。
3回目 血小板の機能と検査法について学ぶ。
4回目 血液凝固系の機能と検査法について学ぶ。
5四回 線溶系の機能と検査法について学ぶ。
6回目 血小板・血液凝固系・線溶系と血管墜細胞との相互作用について学ぶ。
7回目 脂質代謝とその具常について学ぶ。
B回目 糖代謝とその異常について学ぶ。
9回目 動脈硬化症の発生機序について学ぶ。
10回目 血栓性疾患の発生機構について学ぶ。
11回目 血栓・動脈硬化モデノレの作成法について学ぶ。
12回目 心血管標本の形態学的研究手法について学ぶ。
13回目 心血管標本の機能解析手法について学ぶ。
14回目 心血管細胞組織の培養法について学ぶ。
15回目 心血管標本の分子生物学的研究手法について学ぶ。

@到達目標

心血管の構造機能と代謝および血小板・血液凝固・線溶反応を理解し、心血管病の病態解明に向けての

研究プランを構築する。

@教科書及び参考図書

参考図書(教科書は指定しない)

Practical Cardiovascular Patho1ogy， Lippincott Williarns & Wilkins， 2011 

Hemostasis and Thrombosis， 6出 Edition，Lippincott Williams & Wilkins， 2013 

血栓形成と凝固・線溶，メデイカノレ・サイエンス・インターナショナノレ社， 2013

争成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 腫軍事細胞生物学演習・実習

担当教員名 片岡寛章

単位数 2単位 | 配当年次 11~2年次

争授業のねらい

がん細胞の生物像、特にがん細胞が獲得する種々の悪性形質について、その概念とその結果生じる変化

を、実際の病変組織標本を用いて光学顕微鏡で観察することによって理解する。更に、それらの分子機構

について文献を通して学習する。特に、がん細胞の悪性形質の最たるものである浸潤・転移機構について、

その形態的特徴と分子機構、かん細胞周囲微小環境の意義についてよりくわしい学習を行うとともに、最

新の論文を教材に抄読会を行い、現在どのような研究がなされ、また今後の治療戦略において何が必要と

されているか、理解する。

争授業計画

(全15回)

概要

がん総論、臆蕩病理形態学、研究倫理、研究手技について学び、腫蕩細胞生物学研究に必要な文献調査

を行う。

授業内容

l回目 腫疹と悪性腫蕩(がん)の概念について学ぶ。

2回目 目重蕩発生機構と疫学について学ぶ。

3回目 がん細胞が獲得する悪性形質とがん細胞周囲微小環境について学ぶ。

4回目 がん細胞の浸潤・転移に関する分子機構:その基礎的理解と研究動向について学ぶ。

5回目 分子標的治療の概念と現状について学ぶ。

6回目 がん細胞の形態学的特徴について学ぶ。

7回目 代表的ながんの臨床病理について学ぶ①。

B回目 代表的ながんの臨床病理について学ぶ②。

9回目 代表的ながんの臨床病理について学ぶ③。

10回目 文献調査の実際について学ぶ。

11回目 研究に必要な試料の収集と人体材料を用いる場合の倫理的側面の理解・疫学研究、

臨床研究、遺伝子解析研究における倫理指針について学ぶ。

12回目 遺伝子組み換え実験および動物実験にかかわる法規制を深く理解する。

13回目 腫湯細胞生物学研究における基礎的実験手技の理解腫蕩細胞培養法、浸潤・転移能解析、

核酸抽出と変異遺伝子の解析について学ぶ①。

14回目 腫湯細胞生物学研究における基礎的実験手技の理解・腫蕩細胞培養法、浸潤・転移能解析、

核酸抽出と変異遺伝子の解析について学ぶ②。

15回目 腫揚細胞生物学研究における基礎的実験手技の理解:腫蕩細胞培養法、浸潤・転移能解析、

核酸抽出と変異遺伝子の解析について学ぶ③。

争到達目標

腫蕩細胞生物学領域の研究に必要な基本的姿勢と知識を身につける。

争教科書及び参考図書

ワインパーグ著(訳・武藤誠、青木正博)

がんの生物学[南江堂〕

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 病原・常在微生物学演習

担当教員名 大岡唯祐、ノj、椋義俊

単位数 2単位 I配当年次 Il~2年次
争授業のねらい

微生物の生物学的特性、病原体としての特性、微生物と宿主の相互作用についての理解を深める。さ

らに、一般的な微生物研究法に加え、近年急速に進展している微生物のゲノム解析の手法、ゲノム解析

から得られる最新の微生物像、全ゲノム情報に基づいた微生物研究法についての理解を深め、その基礎

的な手法やゲノム情報利用のための基本的知識を修得する。また、ヒトの腸内等に常在する細菌叢と

その構成菌穏や細菌集団の研究法についての理解を深め、その基礎的手法を修得する。

+授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要

微生物の一般的な生物学的特性、病原体としての特性、微生物と宿主の相互作用、ヒトの腸内等に常在
する細菌叢とその構成菌種の特性についての理解を深め、ゲノムからみた最新の病原微生物像を理解す
る。また、病原微生物の取り扱い、形態学的・生化学的解析・遺伝学的解析等の一般的な微生物研究法お
よび細菌病原性の解析法、微生物ゲノム解析の基礎的手法を修得する。さらに、ゲノム情報利用のための
基礎知識、全ゲノム情報に基づく微生物研究やメタゲノム解析等の細菌集団解析についての理解を深め、
その基礎的手法を修得する。

授業内容

1回目 微生物の一般的な生物学的特性について理解を深める。(

2回目 病原体としての特性について理解を深める。(

3回目 微生物と宿主の相互作用について理解を深める。(

4回目 病原微生物の取り扱いの基礎について理解を深める。(大岡)

5回目 病原微生物の基礎的な取り扱い手技を修得する。(大岡)

6回目 一般的な微生物研究法について理解を深める。(大岡)

7回目 一般的な微生物研究のための基礎的な手法を修得する。(大岡)

B回目 細菌病原性の解析法について理解を深める。(小椋)

9回目 細菌病原性の解析のための基礎的な手法を修得する。(小椋)

10回目 微生物ゲノム解析及びゲノムからみた最新の病原微生物像について理解を深める。(

11回目 微生物ゲノム解析の基礎的な手法を修得する。(小椋)

12回目 ゲノム情報利用のための基礎的な知識を修得する。(小椋)

13回目 全ゲノム情報に基づく微生物研究法について理解を深める。(

14回目 メタゲノム解析等の細菌集団解析法について理解を深め、基礎的手法を修得する。(

15回目 ヒトの腸内等に常在する細菌叢とその構成菌穏について理解を深める。(

+到達目標

微生物の生物学的特性、病原体としての特性、微生物と宿主の相互作用を十分に理解する。また、

一般的な微生物研究法を習熟する。そのうえで、ゲノム解析から得られる最新の微生物像を理解し、微

生物のゲノム解析の手法、全ゲノム情報に基づいた微生物研究法、ゲノム情報利用のための基本的知識

を修得する。さらに、ヒトの腸内等に常在する細菌叢とその構成菌種の特性に関する基本的な知識と

細菌集団を対象とするメタゲノム解析等の研究手法を修得する。

@教科書及び参考図書

参考図書

Bacterial Pathogenesis (ASM press)，医科細菌学(南工堂)

(ゲノム解析に関しては、最新の英語論文・総説を演習資料として使用する)

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 寄生生物学演習

担当教員名 丸山治彦、菊地泰生、吉田彩子、長安英治

単位数 2単位 | 配当年次 Il~2年次

-授業のねらい

現代世界で重要な寄生虫病、とくに人獣共通寄生虫病の実像を理解し、醤歯類に寄生するマラリア原虫
と糞線虫について実験室内での継代方法、感染の定量的評価法などを修得する。また、寄生虫疾息の診断
法、免疫応答の具体的な評価方法である抗体の測定法を修得し、寄生虫学研究のために欠かせない寄生虫
ゲノムの研究法を修得する。データ取得と解析、研究展開法についての演習、寄生虫のゲノム情報を活用
した研究の展開についての演習を行う。

-授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要

寄生虫疾患とくに人獣共通寄生虫病のわが国と途上国における問題点を理解した上で、臨床検査手技お

よび実験室内で継代されている寄生虫を用いた最先端研究の理論と実際を学ぶ。組換え抗原を用いた抗体

検査と次世代型シーケンサによる塩基配列解析が中心になる。

授業内容

l回目 現在、わが国で問題になっている寄生虫病とくに人獣共通寄生虫疾患の問題点を学ぶ。(丸山)

2回目 現在、熱帯の途上国で問題になっている寄生虫病の問題点を学ぶ。(丸山)

3回目 寄生虫疾患検査法のうち、便検査法、抗原検出、遺伝子診断について学ぶ。(丸山)

4回目 酵素抗体法による特異抗体の検出による寄生虫疾忠の診断法の原理について学ぶ。(吉田)

5回目 大腸菌を用いた組換え抗原の調製法を学び実技を修得する。(吉田)

6回目 臨床サンプルを用いて抗寄生虫抗体の検出実技を修得する。(吉田)

7回目 実験室内での寄生虫の継代法・感染動物からの虫体の回収法を学ぶ。(吉田)

B回目 醤歯類のマラリア原虫と糞線虫類の実験室内継代実技を修得する。(長安)

9回目 モデノレ線虫と寄生虫を用いて定量的R下PCR法を修得する。(長安)

10回目 寄生線虫のゲノム解析法とその問題点について学ぶ。(長安)

11回目 次世代型DNAシーケンサの原理とアセンブルおよび7 ツピングについて学ぶ。(長安)

12回目 モデル線虫と糞線虫を用いて線虫ゲノムの PCR増幅法を修得する。(菊池)

13回目 モデル線虫と糞線虫を用いて線虫の全ゲノム増幅法を修得する。(菊池)

14回目 実データを用いてゲノム DNAの解析法を演習する。(菊池)

15回目 実データを用いて発現遺伝子の解析法を演習する。(菊池)

+$11達目標

寄生生物学研究に必要な、寄生虫と宿主の確実な取り扱いを習得する。

+教科書及び参考図書

参考図書(教科書は適宜提示する)

Foundations ofParasito1ogy， 9出ed.McGraw Hill， 2013 

図説人体寄生虫学改訂 8版、南山堂 2011年

+成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

+成績評価方法

受講生と教員の聞で得られた結果について議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 免疫生物学演習

担当教員名 佐藤克明

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
@授業のねらい

免疫系の構成要素とその機能、生体防御の仕組みを習熟させる。さらに、自然免疫系と適応免疫系、

感染免疫、免疫関連疾患の基礎知識を理解し、これらを制御する機構に関する幅広い知識を修得する。

また、免疫応答を解析するにあたり必要な分子生物学的手法を含めた研究方法論についての演習を行

フ。

@授業計画

(全 15回)

概要

免疫系の構成要素、免疫系の生体防御における役割を中心に免疫学概論を行う。その上で自然免疫系と

適応免疫系、感染免疫、免疫疾患の各論を系統的に順次紹介し討論を行う。

授業内容

l回目 免疫系の構成要素について基本的知識を学習する。

2回目 免疫系の生体防御について基本的知識を学習する。

3回目 抗体の構造と B細胞の多様性について基本的知識を学習する。

4回目 B細胞と抗体による免疫応答について基本的知識を学習する。

5回目 T細胞による抗原の認識について基本的知識を学習する。

6回目 T細胞の分化について基本的知識を学習する。

7回目 T細胞を介する免疫系について基本的知識を学習する。

日回目 感染に対する生体防御について基本的知識を学習する。

9回目 生体防御機構の破綻について基本的知識を学習する。

10回目 免疫系における過剰反応(アレルギー疾息)について基本的知識を学習する。

11回目 免疫応答における正常組織の破壊(自己免疫疾息)について基本的知識を学習する。

12回目 免疫応答を利用した疾忠の予防(ワクチン)について基本的知識を学習する。

13回目 免疫応答を利用した疾息の治療(移植拒絶反応)について基本的知識を学習する。

14回目 免疫学研究方法論の基本と原理についての演習を行う。

15回目 免疫学の最新の知見について論文の抄読と討論を行う。

+到達目標

免疫生物学研究に必要な、生体防御、免疫学の基本的知識、考え方を修得する。さらに、免疫に関連す

る種々の疾底の病態を理解する。

-教科書及び参考図書

教科書

『エッセンシヤノレ免疫学第 2版』 (笹月健彦 監訳、メディカノレ・サイエンス・インターナショナノレ)

参考図書

『免疫学はやっぱりおもしろい』 (小安重夫著、羊土社)

+成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 公衆衛生学演習

担当教員名 黒田嘉紀

単位数 2単位 |配当年次 Il~2年次
+授業のねらい

公衆衛生学演習を通し、疫学について基本的な知識を身につけ、実際に調査が行える能力を身につ

ける。

@授業計画

(全 15回)

概要

公衆衛生学のなかで重要な分野の lつが疫学である。疫学は臨床医学と異なり個を対象とせず集団を対

象にする学問である。この演習では集団を対象にする疫学の基本を習得し、実際のフィーノレドで計画を立

て、実際に調査し、解析できる能力を身につける事を目的としている。実際の演習では公衆衛生学一般を

学ぶと共に、特に重要な疫学について重点的に学習する。具体的には以下の計画で行う。

授業内容

l回目 公衆衛生学総論 1(公衆衛生学全般)について学ぶ。

2回目 公衆衛生学総論 2(公衆衛生学全般)について学ぶ。

3回目 疫学総論(公衆衛生学で使用する疫学とは)について学ぶ。

4回目 研究テーマの設定法について学ぶ。

5回目 研究対象の選定法について学ぶ。

6回目 サンプルサイズのもとめ方について学ぶ。

7回目 研究デザインの決定方法(症例対照研究)について学ぶ。

日回目 研究デザインの決定方法(コホート研究)について学ぶ。

9回目 因果関係と相関関係について学ぶ。

10回目 偶然誤差と系統誤差について学ぶ。

11回目 多変量解析法 (2項ロジスティッ夕、多項ジスティック)について学ぶ。

12回目 系統的レヒ事ュー法(メタアナ日シス)について学ぶ。

13回目 統計ソフトの使用法(SPSS、統計ソフト R)について学ぶ。

14回目 既存データによる演習(実際のデータを使用して演習する)を行う。

15回目 まとめ

+$IJ達目標

疫学について学び、疫学調査を計画し、実施し、評価できる能力を身につける。

-教科書及び参考図書

参考図書

医学的研究のデザイン(メディカノレサイエンスインターナショナル)

臨床疫学(インターメディカ)

医学・薬学データの統計解析(東京大学出版会)

-成績評価基準

医学獣医学総合研究科修士課程規程に依る。

-成績評価方法

出席、態度および受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 法医解剖診断学演習

担当教員名 湯川修弘

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
争授業のねらい

法医解剖を充分に理解するためには本来基礎医学などをひととおり勉強した上で実際の解剖を見学する

ことが必要である。しかしそのような要件を満たすことは修士課程の学生には困難である。そこで解剖の

実際を解剖の報告書を用いて詳しく説明した上で、適当なー症例について解剖の報告書の作成を分担して

もらう。

@授業計画

(全 15回)

概要

この科目は社会・医学倫理での法医学の講義 (.2コマ)が受講されていることを前提とし、まずそれを

拡充する授業を行った後、解剖資料を用いて、法医解剖の実際、すなわち解剖が行われた理由、解剖方法、

および解剖結果に基づき死因等についてどう判断したのかなどについて説明する。最後に適当な症例を選

んで、教員(執刀医)の指導のもと解剖の報告書(鑑定書ないし解剖結果報告書)の作成の一部に加わる。

この演習は解剖の実際例を学ぶものであり、厳重な守秘義務が課せられている。具体的には演習の内容は

教員とこの演習を受講している学生問でだけで質疑や議論が許されるものであり、他言は厳禁である。

授業内容

l回目 法医解剖lについてわが国の制度(司法解剖、行政解剖、承諾解剖、新法解剖)を学ぶ。

2回目 死の定義と診断、早期死体現象および晩期死体現象を学ぶ。この回から B回固まで主に

CD-ROM教材 (Atlasof Forensic Medicine. Pollak and Sauko， Elsevier 2003) 

を用いる。

3回目 損傷について皮膚の連続性が保たれた損傷と破れた損傷に分けて学ぶ。

4回目 歩行者事故の損傷のパターンについて学ぶ。

5回目 急死・窒息の一般所見および頚部圧迫による蜜息、を学ぶ①。

6回目 急死・窒息の一般所見および頚部圧迫による窒息を学ぶ②。

7回目 生活反応を説明し、生活反応の有無が問題となる溺死と焼死を学ぶ。

B回目 いくつかの中毒死について学ぶ。

9回目 名前や日時などを削除した解剖の報告書のコピーを用いて、実際の法医解剖4、5例に

ついて説明する。コピーは演習の初めに各学生に配り、講義の終わりに回収する①。

10回目 名前や日時などを削除した解剖の報告書のコピーを用いて、実際の法医解剖4、5例に

ついて説明する。コピーは演習の初めに各学生に配り、講義の終わりに回収する②。

11回目 報告書の作成を分担してもらうー症例について学ぶ。

12回目 学生は報告書の作成の分担(パソコン入力、写真貼り付けなど)をする①。

13回目 学生は報告書の作成の分担(パソコン入力、写真貼り付けなど)をする②。

14回目 学生は報告書の作成の分担(パソコン入力、写真貼り付けなど)をする③。

15回目 分担症例や本演習全体を通してのディスカッションをする。

争 到 達 目 標

法医解剖lについて解剖の実際を把握し、解剖の報告書の内容を理解できる。

争教科書及び参考図書

参考図書

死体検案ノ、ンドブック 的場梁次、近藤稔和編著、金芳堂 (2009年、 2版)、現在改訂中

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の問で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 医療情報学演習

担当教員名 荒木賢一

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
-授業のねらい

今日、注目される医療サービスサイエンスは学際的な研究・教育・実践分野であり、関連分野として医

療情報学は重要な位置を占める。また、近年の医療機関における IT化の進展に伴い、医療サーピスサイ

エンスの具体的方法論も大きな広がりを見せている。以上を踏まえ、医療情報の最新の動向を学ぶことに

より、医療サービスサイエンスとの関連性や応用性を学ぶ。

@授業計画

(全 15回)

概要

具体的な内容は、医療サービスサイエンスにおける医療 IT化の意義、医療サービスサイエンスに関連

する電子カルテの機能(クリニカノレパス、地域連携、経営分析、情報倫理、テキストマイニング)などを

予定している。さらに、実際の電子カルテを用いた演習で理解を深める。

授業内容

l回目 医療サービス情報学総論 医療のIT化の定義、意義、歴史、現状と課題について学ぶ。
2回目 グループディスカッションlを行う。
3回目 医療サービス情報学各論[1]・実例から学ぶ医療情報システムの全体像とシステム関連携に

ついて学ぶ。
4回目 医療サーピス情報学各論[2]・医療情報システムの求められる要件について学ぶ。
5回目 医療サーピス情報学各論[3]:医療情報システムと地域連携について学ぶ。
6回目 グループディスカッション2を行う。
7回目 医療サーピス情報学各論[4]:医療情報システムと経営分析について学ぶ。
日回目 医療サーピス情報学各論[5]・医療情報システムとクリニカJレパスについて学ぶ。
9回目 グループデイスカッション3を行う。
10回目 医療サービス情報学各論[6] 医療情報システムと情報倫理・セキュリティについて学ぶ。
11回目 医療サービス情報学各論[7]:医療情報システムとテキストマイニングについて学ぶ。
12回目 グループディスカッション4を行う。
13回目 サービスモデリング論:医療情報システムを活用した研究のテーマ選定と具体的方法解説に

ついて学ぶ。
14回目 演習[1]:テーマに応じた演習を行う。
15回目 演習[2]・テーマに応じた演習を行う。

+iJjIJ達目標

医療情報を正しく、有効に活用できる。

φ教科書及び参考図書

参考図書(教科書は指定しない)

サービスサイエンス一新時代を拓くイノベーション経営を目指して北陸先端科学技術大学院大学

MOTコース編集委員会

サーピスサイエンス・イノベーション LLP、 亀岡秋男

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の問で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 循環器・腎臓・消化器病学演習・実習

担当教員名 北村和雄、北俊弘

単位数 2単位 | 配当年次 11 ~2年次

@授業のねらい

循環器・腎臓・消化器疾患の病態生理を理解し、これらの疾患が発症・進行するメカニズムに関する幅

広い知識と研究方法論を修得する。特に、これらの疾息における、生理活性物質の意義については、より

深い知識と高度な研究方法論を修得し、これらの分野の研究を推進できる国際的にも活躍できる自立可能

な研究者を養成する。

@授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要

循環器・腎臓・消化器疾患の病態生還を理解するとともに、生理活性物質についての病態での意義を理
解する。また、生理活性物質についての種々の分析法や機能解析手法を体験し、修得する。さらに、循環
器・腎臓・消化器疾患モデル動物の作成と解析および実験的治療についての演習を行う。

また、高血圧および心血管疾患モデル動物の作成と解析および実験的治療についての演習を行う。

授業内容

1回目 循環器の構造と機能を理解した上で、循環器疾患の病態生理を演習で理解する。(北村)

2回目 生理活性物質の循環器疾息における病態生理学的役割を実習で習得する。(北キナ)

3回目 循環器疾息のモデノレ動物での病態生理学と生理活性物質に関する演習・実習を行う。(北村)

4回目 循環器疾息のモデノレ動物での病態生理学を基盤にヒトの循環器疾患の病態を演習で習得する。

(北村)

5回目 腎臓の構造と機能を理解した上で、腎疾患の病態生理を演習で理解する。(北村)

日回目 生理活性物質の腎疾患における病態生理学的役割を実習で習得する。(北村)

7回目 腎疾息のモデル動物での病態生理学と生理活性物質に関する演習・実習を行う。(北村)

8回目 腎疾息のモデル動物での病態生理学を基盤にヒトの腎疾息の病態を演習で習得する。(北村)

9回目 消化管の構造と機能を理解した上で、消化管疾患の病態生理を演習で理解する。(北村)

10回目 生理活性物質の消化管疾息における病態生理学的役割を実習で習得する。(北村)

11回目 消化管疾患のモデル動物での病態生理学と生理活性物質に関する演習・実習を行う。(北)

12回目 消化管疾患のモデル動物での病態生理学を基盤にヒトの消化管疾息の病態を演習で習得する。

(北)

13回目 血圧・循環調節機構を理解した上で、高血圧の病態生理を演習で理解する。(北)

14回目 高血圧のモデル動物での病態生理学と生理活性物質に関する演習・実習を行う。(北)

15回目 高血圧のモデル動物での病態生理学を基盤にヒトの高血圧症の病態を演習で習得する。(北)

φ到達目標

循環器・腎臓・消化器疾患に関する体系的な知識や高度な研究方法論を修得し、病態を解明し、新たな

診断法や治療法につながる研究が出来る自立可能な研究者を養成する。

@教科書及び参考図書

演習中、担当者が資料を配付する。

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 病態修復学演習

担当教員名 下回和哉、北中明、永田賢治

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
争授業のねらい

消化器、血液疾患の発症機構解明、および病態に応じた治療法開発に関して理解する。

-授業計画

(オムニバス方式/全15回)
概要

消化器疾患、造血器疾患のうち、特に腫蕩、感染症、免疫学的機序により発症する疾風に焦点を絞り、
発症機構を研究し、発症機構に則した治療法に関する理解を深める。

授業内容
l回目 がんの病因について学習する。(下回)
2回目 がん診断の考え方、主要症候について学習する。(下回)
3回目 がんの画像診断、集学的治療について学習する。(下回)
4回目 食道がん・胃がんの診断、治療、予後について学習する。(下回)
5回目 大腸がん・肝臓がんの診断、治療、予後について学習する。(下回)
6回目 輸血・細胞治療に関する理論について学習する①。(北中)
7回目 輸血・細胞治療に関する理論について学習する②。(北中)
B凹目 肝硬変の原因、症候、治療について学習する。(北中)
9回目 ウイノレス肝炎の疫学、治療法について学習する。(北中)
10回目 自己免疫性肝炎の疫学、症候、治療法について学習する。(北中)
11回目 クローン病の診断、治療法について学習する。(永田)
12回目 f賞揚性大腸炎の診断、治療法について学習する。(永田)
13回目 消化器がんの内視鏡的治療について学習する。(永田)
14回目 輸血治療、輸血検査について学習する。(永田)
15回目 造血幹細胞移植について学習する。(永田)

-到達目標

消化器、造血器疾患を中心とした疾病の発症機構、治療法が、分子レベルで説明できる。

-教科書及び参考図書

教科書

講義録消化器病学上西紀夫・田中雅夫・菅野健太郎・滝川一編阻DICALVIEW 
講義録血液・造血器疾息学小津敬也・直江知樹・坂田洋一編 MEDICALVIEW 

参考図書

入門腫湯内科学 「入門腫湯内科学」編集委員会編篠原出版社

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

+成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

一一77ーー



授業科目名 神経・呼吸器・内分泌代謝学演習

担当教員名 十校内厚次、中里雅光

単位数 2単位 | 配当年次 11 ~2年次

φ授業のねらい

神経・呼吸・内分泌代謝疾忠の病態解明・発症機序解明のために必要な生化学的、分子生物学的な手法

に関する演習を行う。病態に応じた新規治療法の開発、動物を用いた実験方法と得られた実験結果をヒト

への応用に結びつける臨床研究に関する演習を行う。

φ授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要

神経・呼吸器・内分泌代謝疾忠の病因、病態、疾患の発症機序を、生化学的・分子生物学的に解析する

ための測定法とその原理について演習を行う。

また、神経・呼吸・内分泌代謝疾思の病態に応じた新規治療法の開発に向けて、基礎的実験の成果を臨床

応用に結びつける臨床研究の手法について学習する。

授業内容

l回目 組織観察用のスライド作製の基礎について学ぶ。(十枝内)

2回目 光学顕微鏡と蛍光顕微鏡の基礎について学ぶ。(十校内)

3回目 形態観察用の染色技術とその原理について学ぶ。(十校内)

4回目 免疫染色技術と原理について学ぶ。(十校内)

5回目 抗原抗体反応を用いた蛋白定量法およびその原理について学ぶ。(十枝内)

6回目 培養細胞および組織を用いた内分泌実験の基礎について学ぶ。(十枝内)

7回目 遺伝子の抽出法およびPCRによる定量法とその原理について学ぶ。(十枝内)

8回目 逆行性、順行性トレーサーを用いた神経標識と細胞単離の基礎について学ぶ。(十枝内)

9回目 動物への薬剤投与の基礎について学ぶ。(十校内)

10回目 動物を用いた行動薬理学的実験法とその解析法について学ぶ。(十校内)

11回目 治療薬および診断マーカー開発に向けたシーズの探索について学ぶ。(中里)

12回目 シーズの探索から治療薬承認までの行程について学ぶ。(中里)

13回目 ヒト病態を再現するための動物実験構築法について学ぶ。(中里)

14回目 臨床応用を目指した動物実験データの読み取り方について学ぶ。(中里)

15回目 臨床試験データの読み取り方について学ぶ。(中里)

争到達目標

神経・呼吸器・内分泌代謝疾患の病態の理解とその研究手法の会得

争教科書及び参考図書

演習中、適宜参考図書を提示する。

+成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

+成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 ワイルス発癌病態解析学演習

担当教員名 岡山 昭彦

単位数 2単位 |配当年次 11 ~2年次
+授業のねらい

ウイノレス感染により惹起される腫湯について、基礎的知識を得るとともに、研究方法について、ヒト T
リンパ向性ウイ/レス 1型 (HTLV-1)感染症を例に取り、習得する。

@授業計画

(全 15回)

概要

ウイルス発癌について文献、インターネットなどを用いた資料収集探索を行い、指導教員との議論を通

じて、疫学、これまで判明している発癌機序、予防や治療法などの理解を深める。ヒト Tリンパ向性ウイ

ルス 1型 (HTLV-1)を例にとってウイルス発癌機序解明の研究方法論について、血清学的方法、生化学的

方法、分子生物学的方法、統計学的方法、ヒト検体を扱う際の倫理的問題について知識の習得を行い、教

官の指導のもと基礎的実験を行う。

授業内容

l回目 一般的な発癌の仕組みについて学習する。

2回目 発癌にいたる感染症について学習する。

3回目 ヒト Tリンパ向性ウイルス 1型 (HTLV-1)感染について学習する。

4回目 ヒト Tリンパ向性ウイノレス 1型 (HTLV-l)と白血病発症について学習する。

5回目 ヒト Tリンパ向性ウイルス 1型 (HTLV-1)と免疫異常について学習する。

6回目 ヒト T!Jンパ向性ウイルス 1型 (HTLV-1)の血清学的診断法について学習する。

7回目 ヒト Tリンパ向性ウイルス 1型 (HTLV-1)の遺伝子診断について学習する。

8回目 発癌ウイルスの基礎的研究法について学習する。

9回目 ウイノレスの分離培養について学習する。

10回目 ウイノレス感染症の疫学的解析手法について倫理的問題をふくめ学習する。

11回目 ヒト T!Jンパ向性ウイルス 1型 (HTLV-1)感染を実例に疫学的演習を行う。

12回目 ヒト Tリンパ向性ウイルス 1型 (HTLV-1)の血清学的検査について演習を行う。

13回目 ヒト Tリンパ向性ウイルス 1型 (HTLV-1)のPCR法について演習を行う。

14回目 ヒト Tリンパ向性ウイルス 1型 (HTLV-1)の細胞培養について演習を行う。

15回目 ウイノレス発癌についてまとめる。

-到達目標

ウイノレスによる腫蕩化のメカニズムについて理解するとともにその研究方法を習得する。

-教科書及び参考図書

参考図書(教科書は指定しない)

Fields Virology (Fifth ed)Lippincott， 2007. 
医科ウイルス学(第3版)南江堂， 2009. 
HTLV-1と疾息 (第1版)文光堂， 2007 

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 H干疾息病態制御演習

担当教員名 林克裕

単位数 2単位 | 配当年次 11~2年次

@授業のねらい

C型肝炎ウイルス (HCV)による肝疾患が、日常生活及び社会生活にどのような影響を及ぼすかを理
解させ、どのようなメカニズムで肝細胞障害が進展するかを、 HCVの特異因子(抗体価、ウイルス負荷
、遺伝型、 quaslspeCles、コア遺伝子領域の突然変異)などウイノレス側の面から学習する。また、 HCV
感染の高侵淫地区の住民検診の追跡調査から、宿主側の要因についても学習する。ヒトを対象とした疫学
研究について、研究の倫理的側面についての演習を行う。

-授業計画

(全15図)
概要
以下の 1~5 までの演習を通し、 HCVに関連する肝細胞傷害のメカニズムや新築の開発について理解

を深める。
1. C型肝炎ウイルス (HCV)による肝疾息の基本的理解のための学習
2目 HCV遺伝子解析演習

3.形態学を用いたHCVに関連する疾患の病態解析演習
4. HCVによる肝疾患の病態進行と宿主免疫に関する解析演習
5. ヒトを対象とした疫学研究(コホート研究)

5. HCV治療薬の開発

授業内容
l回目 HCVの特徴について学ぶ。
2回目 診断法、治療法、臨床像、治療法、今後の問題点について学ぶ。
3回目 肝障害のメカニズムについて学ぶ。
4回目 コア遺伝子領域の突然変異(アミノ酸解析)について学ぶ①。
5回目 コア遺伝子領域の突然変異(アミノ酸解析)について学ぶ②。
6回目 免疫組織化学について学ぶ。
7回目 電子顕微鏡解析について学ぶ。
8回目 HLA、SNPについて学ぶ。
9回目 研究者倫理についての学習①

10回目 研究者倫理についての学習②
11回目 ノ、ーバード大学の eラーニングシステムを使った演習

12回目 コホート研究で得られたデーターを用いた解析演習 (Statview及びSPSS)

13回目 初代培養肝細胞に抗ウイルス剤(インターフエロンやリパピリン)を投与し、細胞内で変化す
る蛋白質を解析し、その抗ウイノレス作用メカニズムを理解する①。

14回目 初代培養肝細胞に抗ウイルス剤(インターフエロンやリパピリン)を投与し、細胞内で変化す
る蛋白質を解析し、その抗ウイノレス作用メカニズムを理解する②。

15回目 HCVを産生するレプリコン細胞を用いて、未知の抗ワイノレス剤を見出す。

+到達目標

基礎医学研究に必須の様々な研究手法を習熟し、それを活用して細胞小器官の機能を理解する。

φ教科書及び参考書

演習の中で適宜提示する。

争成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 腹蕩機能制御外科学演習

担当教員名 大内田次郎、近藤千博

単位数 2単位 I配当年次 11~2年次
φ授業のねらい

人体における消化器の外科的疾患の病態と治療につき理解する。これに基づき、個々の疾息の病態解析、

治療の原理、治療法と予後の関係につき演習する。また、研究手法に関しては、臨床試験の基礎を理解す

る。

-授業計画
(オムニバス方式/全 15回)

概要
肝胞膜疾患の病態(胆道炎、閉塞性黄痘、肝予備能、勝目重湯等)に対する研究法の基礎を学び、肝胆E草

疾息に対する外科治療について理解し、それぞれの治療の基礎を適応、実際の治療法、合併症、予後の観
点から検討する。さらに肝胆勝疾息に対する新手法開発に関する実際の研究法の基礎について演習する。

授業内容
1回目 胆道炎の原因、病態生理、診断について学習する。(大内回)
2回目 閉塞性黄症の原因、病態生理、診断について学習する。(大内田)
3回目 肝予備能の種々の評価法の特徴、有用性につき学習する。(大内田)
4回目 勝腫蕩につき分類、病態、診断とその実際について学習する。(大内田)
5回目 肝胆隣疾患の病態に関して、実際のデータをもとに研究法の基礎を修得し、演習する。(大内田)
5回目 原発性肝癌の外科治療の原理、適応、実際の治療法、合併症、予後について学び、実際のデータ

から検討する。(近藤)
7回目 転移性肝癌の外科治療の原理、適応、実際の治療法、合併症、予後について学び、実際のデータ

か胆ら検道討癌すのる。(近藤)
8回目 外科治療の原理、適応、実際の治療法、合併症、予後について学び、実際のデータ

から検討する。(近藤)
9回目 胞道炎に対する外科治療の原理、適応、実際の治療法、合併症、予後について学び、実際の

データから検討する。(近藤)
10回目 勝臓癌の外科治療の原理、適応、実際の治療法、合併症、予後について学び、実際のデータから l

検討する蕩。の(近藤)
11回目 肝腫 診断における新しい画像診断手法とその応用について修得し、実際のデータをもとに

研究法の基礎を演習する。(大内田)
12回目 胆嚢癌の診断における新しい函像診断手法とその応用について修得し、実際のデータをもとに | 

研究法の基礎を演習する。(大内田)
13回目 胞管癌の診断における新しい画像診断手法とその応用について修得し、実際のデータをもとに

研究法の基礎を演習する。(大内田)
14回目 勝癌の診断における新しい函像診断手法とその応用について修得し、実際のデータをもとに

研究法の基礎を演習する。(大内田)
15回目 H草嚢胞性腫湯の診断における新しい画像診断手法とその応用について修得し、実際のデータを

もとに研究法の基礎を演習する。(大内田)

+到 達 目 標

人体における消化器外科的疾患の病態と治療について理解したうえで、これに関する研究を行えるよう

になる。

@教科書及び参考図書

参考図書(教科書は指定しない)

Sabiston Textbook of Surgery， 19th ed， 2012， Townsend CM， Saunders 

Schwartz's Principles of Surgery 9th ed， 2009， Schwartz， McGraw.Hill 

Greenfield、sSurgery: Scienti日cPrinciples and practice， 5th ed， 2010， Mulholland MW他

標準外科学， 第 12版， 2010，北島正樹，医学書院

新外科学体系金 30巻，和田達雄，中山書庖

Blu血 gart'sSurgery of the Liver， Biliary Tract & Pancreas， 5th ed.， 2012， W目R.Jarnagin他

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 病態制御外科学演習

担当教員名 中村都英、長演博幸、富田雅樹

単位数 2単位 |配当年次 11 ~2年次
争授業のねらい

循環器外科疾息の病態生理を理解させ、循環制御のメカニズムを学ぶ。また、癒治療としての癌細胞の

アポトーシスの誘導や癌拒絶誘導法のメカニズムを理解させる。さらに分子生物的手法による早期診断

法、およびRT-PCTR法による微小転移診断の構築と予後予測因子等について演習する。

争授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要

循環器外科疾患の病態生理及び、補助循環の基礎、補助循環の分類と方法・適応・循環動態を理解さ

せる。また、補助循環によって変化する血行動態的変化、癌性胸膜炎を有する肺癌治療としての細胞の

アポトーシスの誘導、呼吸器悪性疾息の CEAを中心とする腫湯マーカーの意義とその解釈を演習する。

授業内容

l回目 心臓及び大動脈の形態を理解する。(中村)

2回目 心臓及び大動脈の循環生理における役割を理解する。(中村)

3回目 循環制御のメカニズムを理解する。(中村)

4回目 心臓及び大動脈の疾息を理解する。(中村)

5回目 心臓及び大動脈の疾愚に対する治療(内科的及び外科的治療)を理解する。(中村)

6回目 心臓及び大動脈の外科治療の基本を理解する。(中村)

7回目 未来の外科治療についての新しい技術を生み出す。(中村)

B回目 補助循環の基礎について学ぶ(長演)

9回目 補助循環の分類と方法について学ぶ。(長演)

10回目 補助循環の適応とその循環動態を理解する。(長演)

11回目 補助循環によって変化する血行動態的変化について演習する。(長演)

12回目 未来の補助循環についての新しい技術を生み出す。(長潰)

13回目 呼吸器悪性疾患の CEAを中心とする腫蕩マーカーの意義とその解釈を理解する。(宮回)

14回目 癌性胸膜炎を有する肺癌治療としての細胞のアポトーシスの誘導について理解する。(富回)

15回目 分子生物的手法による早期診断法、および RT-PCTR法による微小転移診断と予後予測因子

を理解する。(富田)

- 到 達 目 標

1) 循環器外科疾患の病態生理を理解できる。

2) 循環制御のメカニズム、補助循環の基礎、適応、血行動態的効果を理解できる。

3) 癌細胞のアポトーシスの誘導および癌拒絶誘導法のメカニズムを理解できる。

4) 腫湯マーカーの意義や解釈、微小転移の診断、癌の分子生物的早期診断法および分子標的治療に

ついて理解できる。

争教科書及び参考図書

参考図書(教科書は指定しない)

標準外科学， 第 13版，加藤治文編医学書院， 20日年

呼吸器外科学(改定4版、 1987)正岡昭著南江堂

Cardiac Surgery Kirklin/Barratt-Boyes 車濡 Elsevir 

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

+成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 悪性1重蕩泌尿器科学演習

担当教員名 資本敏行、月野 i告畠

単位数 2単位 |配当年次 11 ~2年次
-授業のねらい

泌尿器悪性腫蕩の特徴を理解する。特に浸潤転移に関わる因子として、最も知られている病理組織学的

因子、細胞周期関連因子などの癌抑制遺伝子等の遺伝子変化も複雑に関わっていることを理解する。

-授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要

泌尿器科腫湯は腎・尿路と男性生殖器に発生する悪性臆蕩であり、その特徴を理解する。泌尿器癌発生

に関わる因子について学び、その遺伝子変異による蛋白の機能以上による発癌機序について理解する。

授業内容

l回目 泌尿器科慈性腫療が発生する、腎・尿路、男性生殖器の発生と解剖について学ぶ。(賀本)

2回目 泌尿器悪性腫蕩の疫学的事項、即ち催息率、死亡率、危険因子について学ぶ。(賀本)

3回目 泌尿器悪性腫蕩各論:高1)腎癌 についてのその特徴、治療法、予後因子について学ぶ。(賀本)

4回目 泌尿器惑性腫蕩各論 腎細胞癌 についてのその特徴、治療法、予後因子について学ぶ。

(賀本)

5回目 泌尿器悪性腫蕩各論尿路上皮癌 についてのその特徴、治療法、予後因子について学ぶ。

(賀本)

6回目 泌尿器惑性腫蕩各論 前立腺癌 についてのその特徴、治療法、予後因子について学ぶ。

(賀本)

7回目 泌尿器悪性腫蕩各論:精巣癌 についてのその特徴、治療法、予後因子について学ぶ。(賀本)

8回目 癌抑制遺伝子とその異常による発癌機構について学ぶ。(月里子)

9回目 発癌関連遺伝子の一塩基多型 (SNP)の意義を学び、その検出方法 (PCR-即LP法)を修得する。

(月野)

10回目 遺伝子多型と発癌、予後などの関連から、遺伝的リスク因子の考え方を学ぶ。(月野)

11回目 腎細胞癌に対する分子標的薬の標的因子と、その特徴について学ぶ。(賀本)

12回目 尿路上皮癌の多発性の機序(播種、領域欠如)について学ぶ。(賀本)

13回目 アンドログンとアンドログンレセプターについて学ぶ。(月野)

14回目 前立腺癌に対するアンドログン除去療法の実際と、去勢抵抗性獲得の機序について学ぶ。

(月野)

15回目 精巣腫蕩(膝細胞臆蕩)が複合型組織となる機序、腫蕩マーカーの意義について学ぶ。(賀本)

+jrJ達目標

泌尿器科悪性腫蕩の病態、特性を理解する。

φ教科書及び参考図書

参考図書(教科書は指定しない)

「ベッドサイド泌尿器科学第4版」 (吉田修監修、南江堂 2013年)

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 神経腫蕩学演習

担当教員名 竹島秀雄、上原久生、横上聖貴

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
+授業のねらい

中枢神経系に発生する腫療の発癌メカニズムの解明と新たな治療法を開発する目的で、分子生物学的手

法を用いて演習を行う。

@授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要

脳H重蕩における遺伝子異常を様々な腫蕩で明らかにし、それが恵者の予後にどのように関連しているか
を演習する。また、エヒ。ジェネティックな変化が治療に及ぼす影響を明らかにする。
遺伝性脳腫蕩の分子生物学的メカニズムに関して演習する。下垂体腺腫の発生メカニズムを分子生物学

的に理解する。培養細胞をもちいて、析癌す幹る細演胞習のを培行養うや。様々な刺激による分化誘導法を理解する。
また、 PCRを用いて遺伝子発現を解

授業内容
l回目 グリオーマの遺伝子異常に関して学習する。(竹島)
2回目 グリオーマの臨床と疫学に関して学習する。(竹島)
3回目 グリオーマのエヒ。ジェネティックな異常に関して学習する。(竹島)
4回目 遺伝子異常と患者の予後に関する学習する。(竹島)
5回目 グリオーマのシグナル伝達系と分子標的療法の可能性について学習する。(竹島)
6回目 機能性下垂体腺腫の臨床像と治療を学習する(上原)
7回目 非機能性下垂体腺腫の臨床像と治療を学習する(上原)
B回目 下垂体腺腫の病理学的特徴について学習する。(上原)
9回目 下垂体腺腫の遺伝子異常について学習する。(上原)
10回目 下垂体腺腫のシグナル伝達系と分子標的療法の可能性について学習する。(上原)
11回目 脳臆蕩の培養細胞を扱う上での注意点に関して学習する。(横上)
12回目 PCRを用いた遺伝子解析法に関して学習する。(上原)
13回目 脳目重湯癌幹細胞の単離と継代法について学習する。(上原)
14回目 培養細胞を薬剤で刺激し、その形態変化やcellcycleに及ぼす影響の解析法について学習する。

(上原)
15回目 細胞の浸潤能や接着能の評価に関する方法を学習する。(上原)

+到達目標

』白腫蕩における分子生物学的変化を様々な方法で解析できる。

エヒ園ジェネティックな変化が発がんにもたらす機序を分子生物学的に理解する。

培養細胞を用いた操作が可能となる。

@教科書及び参考図書

参考図書(教科書は指定しない)

WHO classification of tumours of the central nervous system. Louis DN， Ohgaki H， Weistler 

OD， Cavenee K Eds.， 4th Edition， International Agency for Research on Cancer. Lyon， 2007 

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目:名 小児科学演習

担当教員名 布井博幸、盛武浩、津田浩武

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
@授業のねらい

小児の各臓器の発生と、起こりやすい疾息の病態を理解する。これに基づき、個々の疾患の病態解析法
、治療の原理、治療法と予後について演習する。また、研究に関しては、倫理的指針を理解した上で、
統計学や分子生物学的アプローチを実習する。

@授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要

小児感染症免疫疾患(小児神経および小児腎疾忠を含む)、小児循環器疾患、小児血液疾患、小児代謝

内分泌疾息の考え方と病態を理解し、その臨床的あるいは分子生物学的アプローチと実際の研究方法につ

いて学習する。

授業内容

1回目 小児科総論.小児感染症免疫疾患の考え方と病態を理解し、その臨床的あるいは分子生物学的
アプローチと実際の研究方法について学ぶ。(布井)

2回目 小児感染症について学ぶ。(布井)
3回目 先天性免疫不全症について学ぶ。(布井)
4回目 小児遺伝学について学ぶ。(布弁)
5回目 心臓の発生 小児循環器疾患の考え方と病態を理解し、その臨床的あるいは分子生物学的アプ

ローチと実際の研究方法について学ぶ。(布井)
6回目 先天性心疾患と不整脈について学ぶ。(盛武)
7回目 小児血液疾患 小児血液疾息の考え方と病態を理解し、臨床的あるいは分子生物学的アプロー

チと実際の研究方法について学ぶ。(盛武)
8回目 小児白血病について学ぶ。(盛武)
9回目 小児悪性腫蕩について学ぶ。(布井)
10回目 小児内分泌:小児代謝内分泌疾患の考え方と病態を理解し、その臨床的あるいは分子生物学的

アプローチと実際の研究方法について学ぶ。(津田)
11回目 小児先天性代謝疾息について学ぶ。(津田)
12回目 小児腎疾息小児腎の発生から、先天性後天性疾息について学ぶ。(津田)
13回目 小児神経:小児神経の発生から、先天性後天性疾患について学ぶ。(布井)
14回目 小児神経感染症:小児神経感染症について、感染免疫の面から学ぶ。(布井)
15回目 細胞培養・遺伝子操作細胞培養・遺伝子操作について実習する。(布井)

争到 達 目 標

小児に起こりやすい疾患について、倫理的指針に基づいて、病態解析とその研究方法を理解し、実践す

る。

争教科書及び参考書

参考書

Nelson Textbook of Pediatrics. Robert M. Kliegman MD著. Saunders(2011) 

争成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

+成績評価方法

受講生と教員の聞で議論し、レポートの提出にて受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 周産期脳障害の発症と予防演習

担当教員名 鮫島浩、金子政時、児玉由紀、古川誠志

単位数 2単位 |配当年次 Il~2年次
φ授業のねらい

周産期脳障害の原因として、低酸素虚血性脳障害、胎児発育発達に関連する脳障害、胎児炎症反応に関

連する脳障害があり、それらの発生機序の解明と予後不良因子の検討法について、臨床研究の現状、動物

実験の方法を含めて理解させる。新たな治療法に関する前方視的研究方法、倫理問題について理解させる。

+授業計画

(オムニバス方式/全15回)
概要

周産期脳障害は、低酸素症、炎症、未熟性、発育障害、先天異常などがコア病態として知られており、
加えて、種々の要因が複雑に関連していることが報告されている。フィーノレド研究と基礎研究から、その
実態と予防方法に関する研究手法を学ぶロ

授業内容

l回目 子宮内の発育障害と新生児脳障害、発達障害に関する研究手法を学ぶ。(鮫島)
2回目 発育障害と臓器障害、内分泌疾患、行動障害に関する基礎的研究と臨床研究を行うための基本的

考え方を学習する。(鮫島)
3回目 発達期脳障害の予防、治療に関する研究の構築方法を学ぶ。(鮫島)
4回目 子宮内感染症、早産と脳障害に関する演習を行う①。(金子)
5回目 子宮内感染症、早産と脳障害に関する演習を行う②。(金子)
6回目 サイトカインの関与、その循環や代謝への影響について、臨床研究と動物実験を用いた研究

として病態解析を行うための演習を行う①。(金子)
7回目 サイトカインの関与、その循環や代謝への影響について、臨床研究と動物実験を用いた研究

として病態解析を行うための演習を行う②。(金子)
8回目 子宮内の胎児の炎症反応と脳障害関して、臨床研究と動物実験を用いた研究を、これまでの先行

論文をもとに学習する①。(児玉)
9回目 子宮内の胎児の炎症反応と脳障害関して、臨床研究と動物実験を用いた研究を、これまでの先行

論文をもとに学習する②。(児玉)
10回目 臨床研究と動物実験を用いた研究として病態解析を行うための演習を行う①。(児玉)
11回目 臨床研究と動物実験を用いた研究として病態解析を行うための演習を行う②。(児玉)
12回目 子宮内の胎児の炎症反応と脳障害、それに影響を及ぼす自律神経系の活動性に関する演習を行う

①。(古)11) 
13回目 子宮内の胎児の炎症反応と脳障害、それに影響を及ぼす自律神経系の活動性に関する演習を行う

②。(古)11) 
14回目 臨床研究と動物実験を用いた研究として病態解析を行うための演習を行う①。(古川1) 
15回目 臨床研究と動物実験を用いた研究として病態解析を行うための演習を行う②。(古川1) 

争 到 達 目 標

1.周産期のフィーノレド研究に関する方法論、長所と欠点、統計学的手法を理解す7る。

2.低酸素、発育障害に伴う発達障害、その両者の関連について現状を理解する。

3.子宮内感染症、胎児炎症反応に関連する脳障害について理解する。

4目不明点を解明するための方法論として、生理学的実験モデル、組織学的実験モデル、内分泌的検討

やサイトカインなどの検討を行うための動物実験の方法などを理解する。

5目臨床研究の倫理的問題の解決法を理解する

+教科書及び参考図書

参考図書(教科書は指定しない)

Newエッセンシヤ/レ産科学婦人科学 医歯薬出版

Wi 11 iams Obstetrics， McGraw-Hi11 Medical 

Neurology of the nwoborn， W.B. Saunders 

争成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 神経・運動器・脊椎病態学演習

担当教員名 帖佐悦男

単位数 2単位 |配当年次 11 ~2年次
-授業のねらい

運動器(骨・軟骨、滑膜、筋、神経等)の構造や生理を理解させ、運動器の病態解析法につき学習させ

る。

@授業計画

(全 15回)

概要

バイオメカエタス解析、画像解析、組織学、生化学および分子生物学的な種々の基本的実験手技の修得

を指導する。また、基礎研究を進めるために必要な研究デザインの立案、研究計画書の作成、倫理的問題、

医学統計等の方法論の修得するための演習を行う。

授業内容

1回目 神経・運動器・脊椎の基礎となる解剖学について学習する。

2回目 神経・運動器・脊椎の基礎となる運動生理学について学習する。

3回目 神経・運動器・脊椎の基礎となる診断学について学習する。

4回目 代表的神経疾患の概要について学習する。

5回目 代表的運動器疾患の概要について学習する。

日回目 代表的脊椎疾患の概要について学習するー。

7回目 バイオメカニクス解析の基礎について学習する。

日回目 画像解析の基礎について学習する。

9回目 組織学、生化学および分子生物学的な種々の基本手技について学習する。

10回目 研究デザインの立案、解析法について学習する。

11回目 研究デザインの倫理的問題、医学統計について学習する。

12回目 脊機脊髄疾患の病態について学習する。

13回目 脊椎脊髄疾息の運動解析について学習する。

14回目 脊機脊髄疾息の生化学的手法について学習する。

15回目 運動器疾患の病態解明に関しその特徴に応じた手法について理解する。

-到達目標

神経・運動器・脊椎の基礎的知識を習得し、疾病の病態に対する研究手法を修得し実践する。

@教科書及び参考図書

参考図書

NEIVエyセンシヤル整形外科学 星野雄一・吉川秀樹・翼手藤知行編 医歯楽出版

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 皮膚科学演習

担当教員名 天野正宏

単位数 2単位 | 配当年次 11~2年次

φ授業のねらい

皮膚疾息は多岐にわたり様々な病態を呈する。それらの病態生理について理解し、発症機序に対する広

範な知識と基本的な研究手法を理解させる。

-授業計画

(全 15回)

概要

医科学研究者として皮膚の正常な機能と構造、主な疾患の病因、病態に関する知識を習得し、理解を深

めることを目的とする。

授業内容

l回目 皮膚の構造、機能について教示する。特に角化と角質層、ケラチノサイト聞の接着、基底膜領域、

メラニンについて理解する。

2回目 皮膚の免疫防御機構についてその基礎知識を理解する。

3回目 皮脂の分泌、発汗など排池機構、吸収機能について理解する。

4回目 皮膚アレルギー検査法特に貼布試験、プロック試験、皮内試験について解説し、その応用につい

て習得する。

5回目 微生物検査法(検体採取法、苛性カリ直接鏡検法、細菌・真菌の培養法)を習得する。

6回目 皮膚の症候学(原発疹、続発疹)を提示し、その意味するところを理解する。

7回目 湿疹・皮膚炎群についてその病態と原因、検査法について理解する。

8回目 苓麻疹・紅斑症についてその多様な病態と原因検査、治療法について教示する。

9回目 血管炎、紫斑、血流障害の皮膚症状、全身的疾忠との関わりを理解する。

10回目 薬疹についてその病態を理解させ、治療法について教示する。

11回目 水癌症、膿癌症の成り立ちと、その診断法、治療法を理解する。

12回目 炎症性角化症(特に乾癖、扇平苔癖)の原因、病態について理解させ、最新の治療法について

教示する。

13回目 皮膚の腫蕩(母斑、慈性腰湯)は多彩であり、その診断は病理組織学によるところが大きい。

その組織学的な病態の理解を通じて治療法を教示する。

14回目 体の表面にある皮膚は真菌、細菌、ウイルスなど多様な病原微生物に曝されている。それら

皮膚の感染症の病態と予防、治療について理解する。

15回目 皮膚は内臓疾忠の鏡であることを理解させ、全身疾息と皮膚症状との関連性について理解する。

+到達目標

発疹学、皮膚病理組織学から各種皮膚疾患の診断・治療学、さらに病態について解析手法を学ぶ。

@教科書及び参考図書

参考図書(教科書は演習中に提示する)

Rook's textbook of Der血 atology，8th ed. Cha血 pionRH他(eds.)London， Wiley'Blackwell (2010). 

Cutaneous Medicine andSurgery， Arndt KA他(eds.)Philadelphia， WB Saunders (199ω 

Weedon' s Skin Pathjology， 3" ed， Weedon 0， {I也(eds.)Churchill Livingstone， London(2010) 

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 聴覚生理・病態学演習

担当教員名 東野哲也、松田圭ー、鳥原康治

単 位数 2単位 | 配当年次 Il~2年次

@授業のねらい

聴器の機能解剖学と聴覚電気生理学的研究法の基礎について演習を行う。

@授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要
側頭骨に内蔵された機能的構造物(嫡牛・前庭・顔面神経)の機能解剖を学び、側頭骨標本を顕微鏡で

観察する。種々の難聴病態について側頭骨CTおよびMR1臨床画像を用いた演習を行う。
聴、性脳幹反応 (ABR)・耳音響放射・蛸電図の測定法と評価法を理解し、他覚的聴力検査法について

実践的に学ぶ。新生児~成人のABR・耳音響放射・腕電図の測定実習および臨床例の反応波形に基づい
た難聴診断演習を行う。また、実験動物から記録される蛸牛電位について演習する。

授業内容
l回目 側頭骨に内蔵された機能的構造物(中耳・内耳全般)の機能解剖、病態を学ぶ。(東野)
2回目 嫡牛を中心に機能解剖、難穂、病態を学ぶ。(東里子)
3回目 蜘牛を中心に側頭骨標本を顕微鏡で観察する。(烏原)
4回目 前庭を中心に機能解剖、平衡機能失調病態を学ぶ。(東野)
5回目 前庭を中心に側頭骨標本を顕微鏡で観察する。(鳥原)
日回目 顔面神経を中心に機能解剖、麻療病態を学ぶ。(東野)
7回目 顔面神経を中心に相IJ頭骨標本を顕微鏡で観察する。(烏原)
B回目 聴性脳幹反応 (ABR) ・耳音響放射・楠電図の担~定法と評価法を理解する。(東野)
9回目 新生児~成人のABR・耳音響放射・嫡電図の測定実習を行う。(鳥原)
10回目 臨床例のABR・耳音響放射・嫡電図の反応波形に基づいた難聴診断演習を行う。(東野)
11回目 実験動物から嫡牛電位を測定する方法を学ぶ。(松田)
12回目 実験動物から蛸牛電位を測定する手技を習得する。(松田)
13回目 実験動物から鍋牛電イ立を測定する①。(松田)
14回目 実験動物から蛸牛電位を測定する②。(松田)
15回目 実験動物へ薬剤を投与して嫡牛電位を測定する。(松田)

争到達目標

聴器の機能解剖および聴覚生理の基礎を習得する。

φ教科書及び参考図書

教科書については、演習の中で適宜資料を配付する。

参考図書

耳科学アトラス 形態と計測値:シュプリンガー・ジャパン

ヒト側頭骨病患標本作製法と形態学アトラス メジカル・ビュー社

形態耳科学:中外医学社

日本人の聴器病理 臨床とのかかわり・メジカノレ・ビ、ュー社

頭頚部の臨床画像診断学南江堂

バイオ実験イラストレイテッド①分子生物学実験の基礎 秀潤社

神経耳科学:金芳社

Pathology of the EAR: Lea & Febiger 
Head and Nech Imaging， A Teaching File : Wolters Kluwer Health 

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の閑で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 顎口腔再建学演習

担当教員名 永田順子

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
@授業のねらい

顎口腔領域の機能として、構音、I!ll.n爵、嚇下、呼吸などがあげられる。また、阻鴫において味覚機能や
唾液分泌などの機能も重要である。これらの機能のメカニズムを詳細に理解し、その病態と全身疾患との
相互関連についても学習する。また、これらの機能快復を目的として、現在、さまざまな再建術や再生医
療が臨床応用されつつある。したがって、これらの最新の治療法についての長所や短所について検討を加
え、その問題点を解決する方法などについて演習を行う。

@授業計画

(全 15回)

概要

顎口腔領域の機能として、構音、阻腐、暗記下、呼吸などがあげられ、こうした機能の障害は顎口腔領域
の形態的特徴や身体的，精神・心理顎的問題と相互に関連している。顎顔面の発生、形態的な成長・発育
、機能的発達について理解し、顎口腔の機能障害と治療補助装置や外科的治療法による機能快復の病態に
関して学ぶ。また、機能快復に関する観察研究および治療法の違いを検討する実験的介入研究などを通し
て、研究に関する基本的な思考・技術などを習得するための演習を行う。

授業内容

l回目 顎顔面の胎生期から成人までの形態的な成長とその障害について学ぶ。

2回目 顎顔面の形態的な成長と機能的な発達の相互関連とその障害について学ぶ。

3回目 阻日爵・嚇下機能の病態について学ぶ。

4回目 各種摂食補助装置による機能快復について文献的考察と臨床演習を行う。

5回目 鼻咽腔閉鎖機能および構音機能障害の病態について学ぶ。

6回目 各種構音補助装置による機能快復について文献的考察と臨床演習を行う。

7回目 味覚計、唾液分泌、口臭の問題と口腔・精神・全身疾思との関連について学ぶ。

8回目 味覚、唾液分泌、口臭の治療とその効果について文献的考察と臨床演習を行う。

9回目 顎関節症・睡眠障害・顎口腔異常機能の病態について学ぶ。

10回目 口腔装置による顎関節・睡眠・顎口腔異常機能の快復について文献的考察と臨床演習を行う。

11回目 口腔粘膜・歯周疾底の病態について病理組織学的検討を含めて学ぶ。

12回目 口腔粘膜・歯周疾息の治療による機能快復について文献的考察と臨床演習を行う。

13回目 歯周症・口腔粘膜疾息の基礎および全身疾患との関連について学ぶ。

14回目 顎口腔機能の外科的再建術の基礎と顎口腔機能に及ぼす影響について学ぶ。
15回目 医科がん治療における周術期口腔機能管理の概要と効果について学ぶ。

争到達目標

1 )顎口腔機能障害の病態を理解する。

2)保存的治療法の概要とその治療効果の検証に必要な知識と技術を習得する。

3)外科的治療法の概要とその治療効果の検証に必要な知識と技術を習得する。

争教科書及び参考図書

参考図書

口腔外科専門医マニュアノレ 日本口腔外科学会編 (医歯薬出版)

口腔外科学第3版(医歯薬出版)

+成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科修士課程の規程に依る。

争成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 眼科学演習

担当教員名 直井信久、中馬秀樹

単位数 2単位 |配当年次 Il~2年次
+授業のねらい

眼科疾患の診断治療を通して基本的な眼科的知識、技術を修得し、限科領域での高度医療や臨床医学研

究を行うための基礎を修得させる。

争授業計商

(オムニバス方式/全 15回)

概要
眼科学における網膜硝子体疾患、ぶどう膜炎、角膜結膜疾息の基本的な眼科的知識を学ぶ。
また、眼科学における神経眼科学、小児眼科学、涙道学の臨床を学び、関連した臨床医学研究を行うた

めの基礎を修得する。

授業内容
1回目 網膜疾患の病態と治療について学ぶ。(布井)
2回目 感染性眼疾息の治療法について学ぶ。(布井)
3回目 強膜の病気について学ぶ。(布井)
4回目 眼険の悪性臆蕩の分類と治療について学ぶ。(布井)
5回目 ぶどう膜炎の診断と治療について学ぶ。(布井)
6回目 屈折について検査法を学ぶ。(布井)
7回目 眼症状、詐病、失明原因について学ぶ。(布井)
B回目 角膜の手術について学ぶ。(布井)
9回目 ものをみるしくみについて学ぶ。(中馬)
10回目 眼を動かすしくみについて学ぶ。(中馬)
11回目 視神経の病気について学ぶ。(中馬)
12回目 緑内障について学ぶ。(中馬)
13回目 子供の眼の発達と病気について学ぶ。(中馬)
14回目 眼球運動の疾患について学ぶ。(中馬)
15回目 高次視機能障害について学ぶ。(中馬)

+到 達 目 標

眼に関する解剖、生理、病理の基礎的な知識を得る事を目標とする。演習では発表一編を仕上げる事も

目標とする。

@教科書及び参考図書

教科書

眼疾患説明の仕方と解説改訂 3版直井{言久著

参考図書

視能司i練士セルフアセスメント 視能訓練士国家試験問題集第6版丸尾敏夫、久保田伸枝編

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

+成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 画像診断学演習

担当教員名 矢野貴徳、長町茂樹、西井龍一

単位数 2単位 |配当年次 11 ~2年次
φ授業のねらい

函像診断学のそれぞれの手段の原理および実地応用、必要な解剖学、生理学的事項等について理解させ

る。これに基づき身体の部位別、方法論別に病態の解析、画像化の原理、利点および問題点などについて

演習する。また、研究方法について病理材料との対比、研究に関する倫理的指針を理解させる。

φ授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要

画像診断の手法は多岐にわたっており、それらを用いた治療手技 (IVR:interventional radiology) 

も急速に進歩している。まずそれぞれの手法の原理や特性を知ることで、それらの適応や応用法に関して

理解を深める。また、病理学的な特徴が画像所見としていかに評価しうるかを理解し、様々な病態におけ

る画像所見に関する理解を深める。

授業内容

l回目 放射線診断学の基礎について学ぶ。(西井)

2回目 CTの原理、最新の装置および撮像法、画像の特性、臨床応用などについて学ぶ。(西井)

3回目 MRIの原理、撮像法、検査時の注意点、画像の特性、臨床応用などについて学ぶ。(矢野)

4回目 核医学的検査の原理、撮像法、検査時の注意点、画像の特性、臨床応用などについて学ぶ。

(長町)

5回目 IVRの基本的な手技、様々な病態に対するその応用について学ぶ。(矢野)

6回目 脳血管障害の画像診断に関して、 CTおよびMRIを中心とした演習を行う。(西井)

7回目 脳腫蕩の画像診断に関して、 CTおよびMRIを中心とした演習を行う。(西井)

日回目 様々な脳疾患の画像診断に関して、 CTおよびMRIを中心とした演習を行う。(西井)

9回目 脊髄・脊椎疾患の函像診断に関して、 CTおよびMRIを中心とした演習を行う。(矢野)

10回目 頭頚部の函像診断に関して、 CTおよびMRIを中心とした演習を行う。(西井)

11回目 胸部の画像診断に関して、 CTを中心とした演習を行う。(西井)

12回目 上腹部(肝臓，胆嚢， ij草臓など)の画像診断に関して、 CTおよびMRIを中心とした演習を行う。

(西井)

13回目 泌尿生殖器の薗像診断に関して、 CTおよびMRIを中心とした演習を行う。(西井)

14回目 核医学的検査を用いた画像診断の臨床応用に関する演習を行う (PET以外)0 (長町)

15回目 核医学的検査を用いた画像診断の臨床応用に関する演習を行う (PET)0 (長町)

φ到達目標

画像診断全般において原理，臨床応用および研究方法について，その概要を理解する目

φ教科書及び参考図書

分野が多岐にわたるため、教科書は指定しない。必要に応じて、論文やレピューを用いて知識を深める。

基礎的な参考図書としては以下のものが挙げられる。

標準放射線医学(医学書院)

放射線医学(シリーズ全9冊，金芳堂)

スクワイヤ放射線診断学(羊土社)

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 血管平滑筋反応学演習

担当教員名 恒吉勇男

単 位数 2単位 | 配当年次 Il~2年次

φ授業のねらい

循環動態に与える血管平滑筋の反応性を検討するロ血管の収縮のメカニズムを知り、薬物の作用機序お

よび効果を検討する。

-授業計画

(全15回)

概要

1)血管作動性薬物やホルモンの分泌と循環動態との関連性

2)血管弛緩性および収縮性ホノレモンの血管平滑筋に与える影響および各因子聞の相互作用

について、臨床研究および基礎実験を通して検討する。

ラット血管平滑筋を用いて、各種薬物の血管に与える影響について等尺性張カ測定法を用いて検討す

る。

授業内容

l回目 血管の構造について学習する。

2回目 血管の収縮メカニズムについて学習する。

3回目 血管の拡張メカニズムについて学習する。

4回目 血管収縮薬の作用機序について学習する。

5回目 血管拡張薬の作用機序について学習する。

6回目 血管作動性ホノレモンについて学習する。

7回目 血管平滑筋の作用について学習する。

B回目 血管内皮の作用について学習する。

9回目 濯流液の作成方法について学習する。

10回目 等尺性張力測定法について学習する。

11回目 ラット腸管脈動脈ならびに大動脈の摘出標本を作製する。

12回目 収縮実験について学習する。

13回目 ショ yク病態の血管反応性について学習する。

14回目 パソプレシンの生体反応性について学習する。

15回目 ヒト血管に関する血管反応性について学習する。

@到達目標

血管平滑筋の処理、実験手技の修得、データの解析、理論の構築、新薬の開発

@教科書及び参考図書

参考図書(教科書は指定しない)

心血管作動薬編集土田英昭 克誠堂出版

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

争成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 急性病態解析学演習

担当教員名 落合秀信

単位数 2単位 | 配当年次 11~2年次

-授業のねらい

急性病態、特に重度外傷(広範囲熱傷を含む)や脳血管障害、重症感染症を対象に、病態を分子レベノレ

から理解し、新たな病態の解明や治療法の開発等に必要となる知識や実験・開発技術を習熟させる。

@授業計画

(全 15回)

概要

大きな侵襲を及ぼす病態(重症外傷、脳血管障害、重症感染症、大量出血など)が生体に加わった際に

生じる生体内での生理学的、生化学的、そして免疫学的変化について理解する。それとともに、これらの

変化を制御している生体機構について細胞レベルで理解を深める。尚、適宜、講義に関連する原著論文等

を用いて知識の理解を深める。具体的には、

①重度外傷、広範囲熱傷、脳血管障害、重症感染症などが生体に加わったさいの病態生理をマクロな観

点と分子生物学的観点から理解させる。

②重度外傷、広範囲熱傷、脳血管障害、重症感染症などの病態の解明と治療法の開発に関する研究に必

要な生理学的、そして分子生物学的アプローチ法について演留する。

③医学統計とその応用に関する演習を行う。

@研究を総括し、論文作成等についての演習を行う

授業内容

l回目.生体に大きな侵襲を及ぼす疾患についての一般的事項について学ぶ。

2回目 侵襲に対する生体の一般的な反応について学ぶ。

3回目 侵襲に対する細胞レベルでの変化について学ぶ。

4回目 大量出血、ショックにおける生体の制御機構について学ぶ。

5回目 重症外傷ならびに重症熱傷に対する生体の防御機構について学ぶ。

6回目:重症感染症における生体の防御機構について免疫学的側面を中心に学ぶ。

7回目:組織代謝や酸素運搬方法などの解明に必要な実験手法の概要について学ぶ。

8回目:アポトーシス制御機構の概要について学ぶ。

9回目:アポトーシスに陥っている細胞の検出法について、原理や手法について学ぶ。

10回目:遺伝子解析方法について、原理や手法について学ぶ。

11回目:免疫学的実験手法について、原理を含めて学ぶ。

12回自 動物実験法について倫理的側面も含め概論を学ぶ。

13回目 実験モデノレ作成のためのknockoutmouse作成について学ぶ。

14回目 実験結果解析に必要な統計学的手法を修得する。

15回目 インパクトのある論文作成方法について学ぶ。

.~J 達目標

急性病態の解明と新たな治療法の開発に必要となる科学的思考と分子生物学的手技等を身につける。

@教科書及び参考図書

参考図書(教科書は演習の中で提示する)

Mattox KL， Moore EE， Feliciano DV: TRAUMA， 7th edition， McGraw Hil1 

Irwin RS， Rippe JM: Intensive Care Medicine， Lippincott Williams and Wilkins 

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 神経生理学演習

担当教員名 石田康

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
φ授業のねらい

各脳部位はそれぞれ固有な機能を分担し高次脳機能を構成するとともに、その個体行動様式への影響性

にも、違いが見られる。そのため、神経科学の基礎的研究には、分野を問わず、個体行動様式の変化に関

する観察能力が強く要求される。本演習では，神経生理学的研究を通じて神経科学領域に関する知識や研

究方法に習熟する。

争授業計画

(全15図)

概要

種々の精神神経疾息のモデル動物の作成およびそれらの行動様式の観察を行うとともに、脳内マイクロ
ダイアリーシス法その他を用いた神経薬理学的研究を演習として行う。脳内生理活性物質の変動を追跡
し、行動様式の変化との関連性を考察する能力を身に付ける。

授業内容

I回目 神経科学領域の研究を行うにあたっての倫理的問題対処法について学習する。
2回目 神経科学領域で行う行動観察法について学習する。
3回目 神経科学領域で行う組織学的研究法について学習する。
4回目 神経科学領域で行う薬理学的研究法について学習する。
5回目 神経科学領域で行う研究に必要な統計解析法について学習する。
6回目 パーキンソン病の病態について学習する。
7回目 ノ4ーキンソン病モデル動物の作成法について学習する。
8回目 パーキンソン病モデノレ動物を用いた行動薬理学的研究について学習する。
9回目 慢性疹痛の病態について学習する。
10回目 慢性疹痛モデル動物の作成法について学習する。
11回目 慢性疹痛モデル動物を用いた行動薬理学的研究について学習する。
12回目 統合失調症の病態について学習する。
13回目 統合失調症モデノレ動物の作成法について学習する。
14回目 統合失調症モデル動物を用いた行動薬理学的研究について学習する。
15回目 受講生による学習成果報告会

+到 達 目 標

神経生理学に関する基本的な知識を習得し，それを関連分野の研究に適応できる能力を身につける。

+教科書及び参考図書

参考図書(教科書は指定しない)

脳から始めるこころの理解ーその時、脳では何が起きているのか安部博史・古川聡・野中博意

著福村出版

争成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 薬物動態学演習

担当教員名 有森和彦

単位数 2単イ立 |配当年次 11~2年次
+授業のねらい

薬物の作用機序を理解し、薬物治療の向上や有害作用を回避する能力を養う。製剤学的観点からは、高

分子を用いた製剤やエマノレション化技術などにより薬物動態を制御し、作用発現部位に選択的かつ高濃度

に到達させるしくみについての演習を行う。また、薬物動態学的観点からは、生体に投与された薬物の動

きを、吸収、分布、代謝、排f世過程から理解させ、病態に応じた投与方法についての演習を行う。

@授業計画

(全15回)
概要

医療において、薬物治療は大きなウエイトを占めており、薬物動態の知識は重要である。生体に投与
された薬物の動きを、吸収、分布、代謝、排池過程から考えることにより適切な投与方法を理解させる
。

授業内容
I回目 薬物の体内での動き(吸収、分布、代謝、排池)の概念①
2回目 薬物の体内での動き(吸収、分布、代謝、排池)の概念②
3回目 薬物の体内での動き(吸収、分布、代謝、排池)の概念③
4回目 病態時の薬物動態①
5回目 病態時の薬物動態②
6回目 薬物動態の個人差に関わる因子①
7回目 薬物動態の個人差に関わる因子②
B回目 薬物代謝酵素の遺伝子多型①
9回目 薬物代謝酵素の遺伝子多型②
10回目 トランスポーターの機能①
11回目 トランスポーターの機能②
12回目 薬物、食品、晴好品を含めた薬物動態影響因子
13回目 ドラ yグデリパリーシステム
14回目 薬物速度論演習①
15回目 薬物速度論演習②

争到達目標

1.薬物を投与後の体内での動きを吸収、分布、代謝、排池過程から理解できる。

2病態時における薬物動態の変化を理解できる。

3.薬物動態の個人差に関わる因子を理解できる。

4策効や副作用と関連のある遺伝子多型を理解できる。

5.薬物動態に関わるトランスポーターの機能を理解できる。

6.薬物、食品等の相互作用の概念を理解できる。

7医薬品開発におけるドラッグデリパリーシステムの有用性を理解できる。

争教科書及び参考図書

演習中は独自に作成したプリントを使用

参考図書

1)臨床薬物動態学(改訂4版)、加藤隆一著、 2012年、南江堂

2)DDS製剤の開発・評価と実用化手法、 2013年、技術情報協会

争成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

+成績評価方法

受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 実験動物学演習

担当教員名 篠原明男、越本知大

単位数 2単位 |担当年次 Il~2年次
-授業のねらい

実験動物学の概論を理解した上で、モデ、ノレ動物探索のリソースとしての里子生由来醤歯類の特性評価と維

持に必要な知識と技術を各論的に理解し修得する。

+授業計画

(オムニバス方式/全 15閉)

概要

本学フロンティア科学実験総合センターで維持する野生由来小型晴乳類バイオリソースを核として、実

験動物集団としての近交系化、アウトブレッド化などの基礎的手法と集団維持補助技術としての生殖工学

技術、系統分類学的評価方法、モデル動物化や特異的遺伝子探索などのための生化学的、生理学的その他

動物実験に必須の手法を各論として系統立てて学ぶ。

授業内容

l回目 実験動物学の概稔と野生動物の捕獲と飼育に必要な行政手続き等について学ぶ。(篠原)

2回目 小型実験動物の取り扱いと基本的手技について修得する。(篠原)

3回目 前回の内容を踏まえ、野生醤歯類の取り扱いと基本手技について修得する。(篠原)

4回目 一般の小型実験動物コロニーの維持管理理論を学び、具体的な方法について修得する。(篠原)

5回目 野生由来実験動物リソースの維持管理方法について一般の実験動物と比較しながら修得する。

(篠原)

6回目 実験動物の維持管理と開発に応用される生殖工学手技のうち、精子の凍結保存について学ぶ。

(越本)

7回目 実験動物の維持管理と開発に応用される生殖工学手技の基礎として匹の採取法について

学ぶ。(越本)

8回目 実験動物の維持管理と開発に応用される生殖工学手技のうち、体外受精について学ぶ。(越本)

9回目 実験動物の維持管理と開発に応用される生殖工学手技のうち、受精卵移植法について学ぶ。

(越本)

10回目 野生醤歯類の実験動物化に関する基礎技術として、野外での捕獲法について学ぶ。(越本)

11回目 野生醤歯類の実験動物化に関する基礎技術としての分類学的同定手技について学ぶ。(越本)

12回目 野生語歯類の実験動物化に関する基礎技術としての標本作成法について学ぶ。(越本)

13回目 野生醤歯類の実験動物化に活用できる DNAマーカーを用いた分子系統解析について学ぶ。

(越本)

14回目 野生醤歯類の実験動物化に活用できる生化学的解析手法とその応用例について学ぶ。(越本)

15回目 新規実験動物の特性評価法としての行動解析法と代謝解析法について学ぶ。(越本)

争到 達 目 標

動物実験の実施に必要な基礎情報を修得し、野生小型晴乳類類バイオリソースの特性評価、新規病態

モデル動物の探索およびその系統維持に関する研究活動が可能な知識と技術を修得する。

+教科書及び参考図書

参考図書(教科書は指定しない)

現代実験動物学朝倉喜庖 ISBN978-254-46029-2

実験動物学の原理学窓社 ISBN978-4-87362ー712-0

+成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程による。

+成績評価方法

受講生と教員の問で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 動物比較生体構造学演習

担当教員名 保田昌宏

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
@授業のねらい

それぞれの動物種における生体機構特徴を理解する。さらに、各種臓器標本の作製方法や組織染色法に
ついて習得する。

-授業計画

(全 15回)

概要

動物の生体機構を比較し解析することで、それぞれの動物種における特徴を理解する。さらに、各種臓

器標本の作製方法や組織染色法について習得する。

授業内容

l回目 反物動物の生体機構の特徴1 骨、筋肉、神経、リンパ組織について学ぶ。

2回目 反綿動物の生体機構の特徴2 内臓器について学ぶ。

3回目 食肉類の生体機構の特徴1 骨、筋肉、神経、リンパ組織について学ぶ。

4回目 食肉類の生体機構の特徴2 内臓器について学ぶ。

5回目 他の動物の生体機構の特徴について学ぶ。

6回目 臓器標本の作製と実際について学ぶ。

7回目 骨標本の作製法について学ぶ。

B回目 透明標本の作製法について学ぶ。

9回目 内臓器や軟骨プラステネーショ ν標本の作製法について学ぶ。

10回目 肉眼標本作製技術の応用について学ぶ。

11回目 組J織標本を作製と一般染色(ヘマトキシリンエオジン染色)について学ぶ。

12回目 特殊染色の種類と実際について学ぶ。

13回目 酵素染色の種類と実際について学ぶ。

14回目 免疫組織化学染色法について学ぶ。

15回目 in situ hybridization法について学ぶ。

争 到 達 目 標

演習内容について，動物の生体機構についてその特徴を理解できること。

-教科書及び参考図書

参考図書(教科書は指定しない)

カラーアトラス獣医解剖学 カラーアトラス獣医解剖学編集委員会/監訳 チクサン出版

獣医組織学 日本獣医解剖学会編学窓社

+成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

+成績評価方法

受講生と教員の閑で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 動物神経生理学演習

担当教員名 村上昇、中原桂子、片山哲郎

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
争授業のねらい

動物の本能的要素に関わる生殖機構、生体時計機構あるいは摂食機構の局在するそれぞれの神経核に焦

点を当て、それらに対する外因性・内因性調節についての実験方法/実験技術を習得させる。次いで習得

した技術をもとに個々の学生の研究課題に沿った実験を進め、データの取り方や解析方法、考察の仕方な

どを演習する。

@授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要

演習の流れとして、実験の立案→実験に必要な技術取得→実験結果の取り方→考察とまとめと言う一連

の流れに沿って動物神経生理学の研究について学ぶ

授業内容

l回目 摂食、運動、代謝の神経生理学の基礎を修得し、研究計画を立案する①。(村上)

2回目 摂食、運動、代謝の神経生理学の基礎を修得し、研究計画を立案する②。(村上)

3回目 生体時計、生物リズムの基礎を修得し、研究計画を立案する①。(中原)

4回目 生体時計、生物リズムの基礎を修得し、研究計画を立案する②。(中原)

5回目 中枢と末梢のクロストークの神経生理学の基礎を修得し、研究計画を立案する。(片山)

6回目 摂食、運動、代謝の研究に必要な測定法および関連手術法を修得する。(村上)

7回目 生体リズムの研究に必要な測定法および神経培養法を修得する。(中原)

8回目 中枢と末梢のクロストークの神経生理学の研究に必要な各種ホノレモン測定法を修得する①。

(片山)

9回目 中枢と末梢のクロストークの神経生理学の研究に必要な各種ホルモン測定法を修得する②。

(片山)

10回目 摂食、運動、代謝の研究に必要なデータの統計解析法を修得する。(村上)

11回目 生体リズムの研究に必要なデータのリズム周期解析法を修得する。(中原)

12回目 ホノレモン測定データの表現法を修得する。(片山)

13回目 摂食、運動、代謝の実験結果の考察の方法を習得する。(村上)

14回目 生体時計、生物リズムの実験結果の考察の方法を習得する。(中原)

15回目 中枢と末梢のクロストークの実験結果の考察の方法を習得する。(片山)

+jJJ達目標

演習を通して得られた知識や技術を応用して，動物神経生理学研究の立案，データ取得と解析が行える

ようになる。さらに関連分野の研究について討論が行えるようになる。

@教科書及び参考図書

参考図書(教科書は指定しない)

獣医生理学高橋迫雄監訳文永堂

標準生理学本郷利憲他編集医学書院

バーン・レピィ生理学坂東武彦監訳西村書府

医科生理学展望松田幸次郎他共訳丸善

オックスフォード生理学植村慶一監訳丸善

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

-99ー



授業科目名 内分泌ホルモンの生理・生化学演習

担当教員名 中原桂子、村上昇

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
-授業のねらい

近年発見された新規ペプチドを材料に、その生理作用を解明するために用いた様々な研究手法(細胞

培養技術、免疫組織学的技術、遺伝子解析技術)を紹介しながら取得させ、さらに、マイクロアレー解

析や PCRを使つての遺伝解析技術を習得させ、これらの取得した技術をもとに個々の学生の研究課題に

沿った実験を進め、データの取り方や解析方法、考察の仕方などを演習する。

+授業計画

(オムェパス方式/全 15回)

概要

「実験の立案」→「実験に必要な技術取得J→「実験結果の取り方」→「考察とまとめ」と言う一連の

流れに沿って内分泌ホノレモンの生理学的・生化学的研究について学ぶ。

授業内容

1回目 グレリンの基礎(組織分布、分泌機構、分泌制御など)を修得し、研究計画を立案する①。

(中原)

2回目 グレリンの基礎(組織分布、分泌機構、分泌制御など)を修得し、研究計画を立案する②。

(中原)

3回目 ニューロメジン U，Sの基礎(組織分布、分泌機構、分泌制御など)を修得し、研究計画を立案

する①。(村上)

4回目 ニュ}ロメジン U，Sの基礎(組織分布、分泌、機構、分泌制御など)を修得し、研究計画を立案

する②。(村上)

5回目 グレリンやニューロメジン U，Sの研究に必要な細胞培養技術を修得する。(中原)

6回目 グレリンやニューロメジン U，Sの研究に必要な免疫組織学的技術を修得する。(中原)

7回目 グレリンやニューロメジン U，Sの研究に必要なマイクロアレー解析技術を修得する。(中原)

B回目 グレリンやニューロメジン U，Sの研究に必要な動物の慢性的血液採取法を修得する①。(村上)

9回目 グレリンやニューロメジン U，Sの研究に必要な動物の慢性的血液採取法を修得する②。(村上)

10回目 内分泌の研究に必要な遺伝子解析結果の分析方法を修得する①。(中原)

11回目 内分泌の研究に必要な遺伝子解析結果の分析方法を修得する②。(中原)

12回目 データの表現方法について修得する①。(村上)

13回目 データの表現方法について修得する②。(村上)

14回目 グレリンの分泌実験結果の考察およびまとめの方法を修得する。(中原)

15回目 ニューロメジン U，Sの実験結果の考察およびまとめの方法を修得する。(村上)

@ 到 達 目 標

演習を通して得られた知識や技術を応用してs 分子内分泌生理学研究の立案データ取得と解析が行え l
るようになる。さらに関連分野の研究について討論が行えるようになる。

+教科書及び参考図書

参考図書(教科書は指定しない)

標準生理学本郷利憲他編集 医学書院

パーン・レピィ生理学坂東武彦監訳西村書底

医科生理学展望松田幸次郎他共訳丸善

オックスフォード生理学植村慶一監訳丸善

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科修士課程の規程に依る。

+成績評価方法

受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 生体内水分子輸送学演習

担当教員名 池田 正浩

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
争授業のねらい

医学を科学に発展させたクロード・ベノレナーノレは、「内部環境 (Milieu int岳rieur) の固定性」と呼

ばれる考え方を提唱し、この内部環境の固定性を担保する最も重要なものが細胞外液であると説明し i

た。本演習では、細胞外液の組成や量を維持する上で重要な水チ仰レ分子であ的アポリンタンパ|

ク質分子を題材として、水分子輸送を実際に測定することを通して、その輸送の仕組みを理解する。さ

らにアクアポロンタンパク質分子の変異体を用いて、それらの輸送能についても調べ、変異がもたらす

疾患発生メカニズムについても考察する。

+授業計画

(全 15回)

概要

タンパク質やそれをコードする遺伝子の発現を解析する分子細胞生物学的解析技術を理解し、それに基

づいて、機能解析や疾患との関連性についての実験を実施し、アクアポリン分子についての理解を深める。

適宜、参考論文なども読みあわせる。

授業内容

l回目 遺伝子の発現を解析する分子細胞生物学的解析技術を理解する。

2回目 タンパク質を解析する分子細胞生物学的解析技術を理解する。

3回目 アクアポリンの概要について、参考図書を通して学ぶ。

4回目 アクアポリンの機能を解析する技術につわて、参考図書を通して学ぶ。

5回目 アクアポロンの遺伝子発現量を解析する(リアノレタイム PCR法)。

6回目 アクアポリンのタンパク質発現量を解析する (Westernblot法)。

7回目 アクアポリンのタンパク質発現量を解析する(蛍光免疫組織化学)。

8回目 アクアポリンの機能を生理学的手法を用いて解析する(細胞の体積測定法)。

9回目 アクアポリンの機能を薬理学的手法を用いて解析する(アクアポリンの阻害剤などを用いて)。

10回目 疾患と関連するアクアポリンを発現させる解析手法を学ぶ。

11回目 疾患と関連するアクアポリンの発現量を解析する(タンパク質レベル)。

12回目 疾患と関連するアクアポリンの機能を生理学的手法を用いて解析する。

13回目 疾息と関連するアクアポリンの機能を薬理学的手法を用いて解析する。

14回目 機能解析結果を統計学的に解析する。

15回目 実験データについてまとめ、考察し、レポートを作成する。

+?SJ達目標

演習を通して、アクアポリンに関する研究に必要な実験技術、科学的思考法、素養などを身につける。さらに物

質輸送体の変異がもたらす疾患発生メカニズムについて、分子の言葉で説明できるようになる。

@教科書及び参考図書

教員からの配布資料(原著論文など)

教科書

佐々木成編水とアクアポリンの生物学(中山書底)

参考図書

Eric Beitz eds. Handbook of Experimental Pharmacology 190: Aquaporins (Springer) 

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

自主性、積極性、教員と不断にディスカッションしたかどうかを重視する。

受講生と教員との間での議論から、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 比較病理学演習

担当教員名 山口 良一、平井卓哉

単位数 2単イ立 | 配当年次 11~2年次

+授業のねらい

ヒトと動物の感染症や腫蕩の病理学的共通点・相違点、病理発生を学習する。また、日;本と海外(特に
アジア)の豚呼吸器複合病、豚繁殖・呼吸障害症候群などの疾病を比較検討する。

-授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要

ヒトと動物の感染症(ウイルス性疾息、細菌性疾患、真菌性疾患、寄生虫性疾患)および腫療を形態学

的、超微形態学的、分子病理学的観点より講述し、解説する。腫湯の悪性皮に関連する因子を学ぶ。また、

豚呼吸器複合病、豚離乳後全身消耗性症候群、豚繁殖・呼吸障害症候群などの豚病について病原ウイルス

株、病原性、病変の質と程度、二次感染因子の影響などについて理解を深める。

授業内容

l回目 伝染力、感染様式、内因感染と外因感染、日和見感染、院内感染、病態、一次感染と二次感染、

局所感染と全身感染、急性感染と持続感染について学ぶ。(山口)

2回目 感染症の成立要因、感染様式、経気道感染、経口感染、経皮感染、経胎盤感染、血液感染につ

いて学ぶ。(山口)

3回目 宿主の自然抵抗性と病原体の侵入(皮膚、気道・呼吸器系、消化管、尿路、生殖器)、体内伝播

について学ぶ。(山口)

4回目 プリオン、ウイノレス(形態、増殖)、ウイJレスによる細胞傷害の機序(細胞変性効果、ウイノレス

に対する免疫反応、形質転換)、ウイノレスに対する宿主の防御機構について学ぶ。(山口)

5回目 細菌、細菌による組織損傷の機序(定着性、細菌の組織侵襲性、毒性産生性①内毒素、②外

毒素、③スーパー抗原)、細菌に対する宿主の防御機構について学ぶ。(山口)

6回目 真菌、真菌の形態と真菌による組織損傷の機序、真菌に対する宿主の防御機構について学ぶ。

(山口)

7回目 害生虫、寄生虫の種類と特徴、寄生虫による組織損傷の機序、容生虫に対する宿主の防御機構

について学ぶ。(山口)

日回目 上皮性腫湯の悪性度に関する因子について学ぶ。(平井)

日間目 非上皮性腫揚の悪性度に関する因子について学ぶ。(平井)

10回目 豚繁殖・呼吸障害症候群の呼吸器病変や繁殖障害について学ぶ。(平井)

11回目 豚繁殖・呼吸障害症候群のウイルス株や病態について学ぶ。(平井)

12回目 豚呼吸器複合病の原因やその病態について学ぶ。(平井)

13回回 目軍隊乳後全身消耗性症候群のリンパ組織病変や他臓器病変について学ぶ。(平井)

14回目 子豚の消化器疾病の原因とその病態について学ぶ。(平井)

15回目 子豚の発育不良の原因とその病態について学ぶ。(平井)

+$11達目標

授業内容について、良く理解でき、考察できること。

-教科書及び参考図書

演習の中で適宜提示する。

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 産業動物衛生学演習

担当教員名 末吉益雄

単位数 2単位 |配当年次 11 ~2年次
争授業のねらい

集約的飼育環境におかれている産業動物では、一旦、伝染性の病原微生物が群飼育内に侵入すると急速

に水平伝播し、莫大な被害となる事例が多い。そのため、予防学を基本とし、発生の早期発見・早期診断、

初動防疫が必要である。また、食肉製品の安全性を確保するためには、宿主である産業動物が無症状でも、

食中毒原因病原体保菌動物を摘発するなど、動物飼育現場での衛生対策が不可欠である。本科目では、動

物の飼養衛生管理、病原・病理学的診断およびその対策について演習を行う。

争授業計画

(全 15図)

概要

産業動物の環境衛生、飼養衛生、各種疾病について最新の知見や現在の防除法について解説し、産業動

物の生産性限害要因の解明に向け、独創的な仮説を証明するための手法について理解を深める。

授業内容

l回目 牛の病理解剖l検査法について学ぶ。

2回目 豚の病理解剖検査法について学ぶ。

3回目 鶏の病理解剖検査法について学ぶ。

4回目 病理組織標本作製法のホルマロン固定、パラフィン包埋について学ぶ。

5回目 病理組織標本作製法の薄切について学ぶ。

日回目 病理組織標本作製法の HE染色法、ギムザ染色法について学ぶ。

7回目 光学生物顕微鏡観察法についてについて学ぶ。

B回目 病理組織標本鏡検法について学ぶ。

9回目 原虫検査法のショ糖浮遊法と観察法について学ぶ。

10回目 原虫検査法の抗酸染色法と観察法について学ぶ。

11回目 大腸菌の検査法について学ぶ。

12回目 サノレモネラの検査法について学ぶ。

13回目 ウェJレシュ商の検査法について学ぶ。

14回目 細菌の病原遺伝子 (PCR)検出法について学ぶ。

15回目 口頭およびポスター発表

+到達目標

授業内容について、良く理解でき、考察できること。

+教科書及び参考図書

演習中に資料を配付する。

参考図書

獣医解剖学、動物病理学総論、動物病理学各論、獣医衛生学、獣医微生物学、動物の感染症、染色法

のすべて、病理組織表の作製法

争成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

争成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。

一一 103ーー



授業科目名 獣医病原細菌学演習

担当教員名 後藤義孝

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
+授業のねらい

大学院学生に感染症におけるさまざまな病態を深く理解させるとともに感染症のさまざまな分野にお

ける科学的諸問題を解決するための能力を開発することを目的とする。ここでは抗酸菌はじめいくつかの

細菌を素材として取り上げ、動物宿主にみられる自然抵抗性ならびに獲得抵抗性の機序に焦点をあて、い

まや必須となった分子遺伝学的手法をはじめ最新技術によって解明された感染防御に関わる分子機構に

ついて最新の知見を習得する。

争授業計画

(オムニパス方式/全15回)
概要

病原細菌が保有するさまざまな病原因子と感染症に対する宿主の防御システムについての理解を深
めるとともに，病原細菌を用いた研究を行うための各種の実験技術を修得させ，それらを利用したさま
ざまな実験から得られるデータ解析とデータの意義や解釈について演習を行う。

授業内容
l回目 病原細菌とは何かについて学ぶ。(後藤)
2回目 病原細菌のもつ病原性について、特に分子生物学的解析法について学ぶ。(後藤)
3回目 病原細菌を取り扱う際の注意点、基本操作、バイオハザードについて学ぶ。(後藤)
4回目 病原細菌の制御方法(滅菌法、消毒法)について学ぶ。(後藤)
5回目 病原細菌による感染症成立のメカニズムについて学ぶ。(後藤)
6回目 病原性に関る細菌側因子の検出方法について学ぶ。(後藤)
7回目 マウスモデノレを用いた感染による宿主の応答性について学ぶ。
B回目 感染による組織障害とそれに関る宿主側因子について学ぶ。(後藤)
9回目 組織障害に関る宿主側因子を分子生物学的に検出、定量する方法について学ぶ。(
10回目 感染防御機構を免疫学的に検出、定量する方法について学ぶ。(
11回目 病原細菌に対する宿主の感染防御機構について学ぶ。(
12回目 ワクチンの原理、ワクチンによる感染制御法について学ぶ。(
13回目 実験動物の特性を利用した感染実験の理論と実験手技について学ぶ。(
14回目 遺伝子改変動物(実験動物)を用いた感染実験の手法について学ぶ。(
15回目 実験データの解析方法、意義や解釈とまとめ方について学ぶ。(後藤)

争到達目標

授業内容について，良く理解でき，考察できること。

-教科書及び参考図書

教科書

動物の感染症第 3版(近代出版社)

参考図書

Tizard I R et a1. Veterinary Immunology 7'" ed. (Saunders) 

Murray P R et al Manual of Clinical Microbiology 9th ed. (ASM press) 

その他適宜演習に関連する原著論文等を用いる

争成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

争成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
」一一一
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授業科目名 食品由来感染症学演習

担当教員名 ニ津尚明、山崎渉

単位数 2単位 |配当年次 11 ~2年次
@授業のねらい

食品由来感染症の早期診断、治療、防疫、制御法などを実践に即しながら習得させ、公衆衛生分野の現

場でそれらを遂行することができる技術者(食品衛生監視員等)の養成を目指す。

@授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要

食品由来感染症発生時の疫学的手法を用いた原因の探査・追及およひe行政機関における感染症対策につ

いて理解するとともに、食品由来感染症の検査・診断の流れ、迅速診断技術、アウトブレイクの危機管理

について習得する。

授業内容

l回目 食品由来感染症の原因となる病原体について学ぶ。(三津)

2回目 食品由来感染症発生時の行政対応について学ぶ。(三津)

3回目 アクティブサーベイランスとパッシブサーベイランスについて学ぶ。(三津)

4回目 食品由来感染症発生時の疫学調査について学ぶ。 (三津)

5回目 マスターテーブノレの作成と解析による食品由来感染症の原因の探査・追及について学ぶ。(三津)

6回目 食品由来感染症の予防措置と消毒法について学ぶ。(三津)

7回目 食品由来感染症の検査・診断法の流れについて学ぶ。 (山崎)

B回目 食品由来感染症の微生物学的診断技術について学ぶ。 (山崎)

日回目 食品由来感染症の遺伝子診断技術について学ぶ。 (山崎)

10回目 腸管出血性大腸菌を原因とする集団発生事例に対する適切な対応について学ぶ。 (山崎)

11回目 ノロウイノレスを原因とする集団発生事例に対する適切な対応について学ぶ。 (山崎)

12回目 Diffused outbreakの発生事例に対する適切な対応について学ぶ。 (山崎)

13回目 原因不明の感染症の発生事例に対する適切な対応について学ぶ。 (三津)

14回目 食中毒統計について学ぶ。 (三津)

15回目 アウトブレイクの危機管理について学ぶ。 (山崎)

+j1J達目標

授業内容について，良く理解でき，考察できること。

-教科書及び参考図書

獣医公衆衛生学第三版(文永堂出版)

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 獣医循環器画像診断学演習

担当教員名 日高勇一

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
争授業のねらい

循環器における各種画像診断の役割、有用性を総合的に理解するとともに、循環器画像診断の中心的役

骨lを担う心エコー検査に関して基本的な走査技術、読影法及び画像検査を駆使した心血管インターベンシ

ヨンの知識と技術を習得させる。

@授業計画

(全 15回)

概要

犬、猫、牛の循環器における各種画像診断の役割、有用性を総合的に理解するとともに、循環器画像診

断の中心的役割を担う心エコー検査に関して基本的な走査技術、読影法を、演習を通して習得させる。ま

た、画像検査を駆使した心血管インターペンションの知識と技術を習得させる。

授業内容

l回目 画像診断のための心臓解剖学の習得①
2回目 画像診断のための心臓解剖学の習得②
3回目 犬・猫・牛の心電図・心音図の習得①
4回目 犬・猶・牛の心電図・心音図の習得②
5回目 犬の胸部X線検査・読影法の習得
4回目 猫の胸部X線検査・読影法の習得
5回目 牛の胸部X線検査・読影法の習得
6回目 犬の心臓超音波検査・読影法の習得
7回目 猫の心臓超音波検査・読影法の習得
B回目 牛の心臓超音波検査・読影法の習得
9回目 心臓カテーテノレ法・血管造影法の習得①
10回目 心臓カテーテノレ法・血管造影法の習得②
11回目 心血管インターペンションの習得①
12回目 心血管インターベンションの習得②
13回目 心血管インターベンションの習得③
14回目 心臓特殊検査 (RI，CT等)の演習①
15回目 心臓特殊検査 (RI，CT等)の演習②

+~J 遠目標
循環器領域における総合商像診断の体系を動物毎に学び、各検査法の臨床的意義を理解する。また現在、

心形官民・機能の評価に極めて優れる心エコー法の検査および読影技術を身につける。

争教科書及び参考書

演習中に紹介する。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 獣医心血管系腫蕩学演習

担当教員名 日向勇一

単 位数 2単位 | 配当年次 11 ~2年次

+授業のねらい

獣医領域では犬において比較的多く認められる血管肉腫や大動脈小体腫蕩は、確定診断、治療ともに困

難である。本演習ではこれら心・血管系腫湯の自然発生例を利用して、病理学的側面からその診断法、 1台

療法について演習を行う。さらに、新規診断法ならびに治療法の開発に向けた研究手法を演習する。

@授業計画

(全 15回)

概要

心臓や血管をはじめとする循環器にも腫蕩が発生し、病理学的に必ずしも悪性でない場合においても循

環器の機能を阻害する。とくに犬では大動脈小体腫蕩や血管肉臆といった心臓血管系腫蕩が発生しやすい

動物である。本演習ではこれらの疫学、病理学、臨床病理学、治療について理解を深め、最新の学術論文

等により知識を積み重ねる。

授業内容

1回目 各動物種における心臓腫蕩の種類と特徴について学ぶ。

2回目 各動物種における血管臆蕩の種類と特徴について学ぶ。

3回目 犬の心臓腫軍事の病理について学ぶ。

4回目 犬の心臓腫湯の臨床病理について学ぶ。

5回目 犬の心臓腫湯の病態生理について学ぶ。

6回目 犬の心臓腫療の診断法について学ぶ。

7回目 犬の心臓腫療の治療法について学ぶ。

B回目 犬の血管腫軍事の病理について学ぶ。

9回目 犬の血管腫蕩の臨床病理について学ぶ。

10回目 犬の血管腫療の病態生理について学ぶ。

11回目 犬の血管腫湯の診断法について学ぶ。

12回目 犬の血管腫蕩の治療法について学ぶ。

13回目 犬の心臓血管系腫蕩の合併症について学ぶ。

14回目 犬の心臓血管系腫蕩症例に対する麻酔法について学ぶ。

15回目 犬の心臓血管系腫湯の細胞生物学的解析に必要な研究手法を学ぶ。

争到達目標

演習を通して得られた知識や技術を臨床現場で即応用できること、また、診断法や治療法の開発に向け

たアイデアとその研究手法について議論が行えるようになる。

φ教科書及び参考図書

教科書

獣医腫蕩学テキスト(日本獣医がん学会認定医認定委員会監修)

参考図書

Sma11 Anima1 Clinical Oncology (Withrow & Vail ed， Saunders) 

Tumors in Domestic Animals (Meuten ed， Iowa State Press) 

争成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

+成績評価方法

受講生と教員の閑で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 動物臨床栄養学演習

担当教員名 片本宏、阿野仁志

単位数 2単位 |配当年次 11 ~2年次
@授業のねらい

栄養素の欠乏または過剰が原因となる動物の疾患や家畜の生産性に及ぼす影響、食餌が関与する疾患に
ついて理解させ、その病態生理、診断および治療法について学習させる。さらに栄養学的評価に必要な分
祈法を習熟させ、得られたデータの解析法、それら疾患の予防・治療効果の評価法を習得させる。

-授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要

微量栄養素と家畜の生産性、周産期における代謝性疾患、栄養学的診断法、代謝プロファイルテストの

解釈等について理解させる。また、アレ/レギー・免疫疾患の病態生理、血清生化学検査、アレノレギー・免

疫疾息の診断について理解させる。

授業内容

I回目 微量栄養素と家畜の生産性について学ぶ。(片本)

2回目 代謝プロファイノレテストについて学ぶ。(片本)

3回目 周産期における代謝性疾思について学ぶ。(片本)

4回目 牛脂肪嬢死症の病態生理について学ぶ。(片本)

5回目 産肉成績とビタミン類の関わりについて学ぶ。(片本)

6回目 アレノレギー免疫疾患の病態生理について学ぶ。(阿野)

7回目 脂溶性ビタミンの定量について学ぶ。(片本)

B回目 血清脂質、日ポ蛋白の定量について学ぶ。(片本)

9回目 血清生化学検査について学ぶ。(阿野)

10回目 栄養学的診断法について学ぶ。(片本)

11回目 データの統計学的処理について学ぶ。(片本)

12回目 代謝プロファイノレテストの解釈について学ぶ。(片本)

13回目 乳牛の代謝プロファイノレテストについて学ぶ。(片本)

14回目 繁殖和牛の代謝プロファイノレテストについて学ぶ。(片本)

15回目 アレノレギー免疫疾愚の診断について学ぶ。(阿野)

+到達目標

演習を通して得られた知識や技術を応用して、動物臨床栄養学に関する研究の立案、データの収集およ

び解析できる能力を身につける。さらに関連分野の研究について討論が行えるようになる。

争教科書及び参考図書

教科書

獣医内科学(改訂版)、日本獣医内科学アカデミー編、文永堂出版、 2012年

参考図書

生産獣医療を目指して・テキストシリーズ③生産獣医療システム肉牛編、全国家畜畜産物衛生指導

協会企画、農山漁村文化協会、 2000年

生産獣医療を目指して・テキストシ日ーズ⑤生産獣医療システム乳牛編 3、全国家畜畜産物衛生指

導協会企画、農山漁村文化協会、 2001年

+成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

+成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 獣医繁殖内分泌学演習

担当教員名 大津健司

単位数 2単位 |配当年次 Il~2年次

-授業のねらい

動物は分娩前後で劇的な栄養・血液代謝の転換を経験する。乳牛では乾乳前期から移行期にかけてのボ
ディコンディションの変動、乳牛・肉牛・種雌豚・雌馬では分娩から産祷期における子宮修復、卵巣機能
がその後の繁殖成績に影響する。それらの繁殖内分泌学的変動の解釈について演習する。

+授業計画

(全15回)

概要

動物、特に産業動物の生殖に関係する解剖と機能を理解した後に微量生理活性物質であるホノレモンの血

中動態を性成熟前後および性成熟後の周期性との関連で理解を深める。と同時にホルモン濃度測定法の理

論と実際を習得する。さらに、受胎、妊娠診断、分娩等の一連の繁殖事象の流れについて理解を進める。

これらの知識を基礎として、各種の繁殖障害および分娩前後における異常ならびに群全体を管理する上で

習得すべき繁殖内分泌について議論を重ねることで理解を深めていく。

授業内容
1回目 獣医繁殖生理学(1)動物生殖器の構造と機能について学ぶ。
2回目 獣医繁殖生理学(2)生殖内分泌について学ぶ。
3回目 獣医繁殖生理学(3)雌性動物の繁殖生理について学ぶ。
4回目 獣医繁殖生理学(4)雄性動物の繁殖生理について学ぶ。
5回目 繁殖内分泌実験法性ホルモンの負荷試験、血液中動態について学ぶ。
6回目 繁殖行動と受胎、妊娠認識、分娩(1)繁殖行動の解釈について学ぶ。
7回目 繁殖行動と受胎、妊娠認識、分娩(2)早期妊娠診断について学ぶ。
B回目 繁殖行動と受胎、妊娠認識、分娩(3)分娩管理について学ぶ。
9回目 繁殖障害(1)雌性動物の繁殖障害について学ぶ。
10回目 繁殖障害(2)雄性動物の繁殖障害について学ぶ。
11回目 妊娠中の異常(母体)について学ぶ。
12回目 妊娠中の異常(胎子)について学ぶ。
13回目 分娩時の異常について学ぶ。
14回目 分娩後の異常について学ぶ。
15回目 獣医繁殖内分泌と繁殖管理法について学ぶ。

@到 達 目 標

演習を通して得られた知識や技術を応用して、獣医繁殖内分泌学研究の立案、データ取得と解析が行え

るようになる。さらに関連分野の研究について討論が行えるようになる。

+教科書及び参考図書

教科書

獣医繁殖学第4版(中尾敏彦ら編)文永堂出版

参考書

獣医繁殖学マニュアノレ第 2版(獣医繁殖学教育協議会編)文永堂出版

雌牛の繁殖障害カラーアトラス(獣医繁殖学教育協議会 編)チクサン出版社

争成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 放射線基礎獣医学演習

担当教員名 浅沼武敏、佐藤裕之

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
φ授業のねらい

医学・獣医学において放射線治療の拡充は重要な課題である。特に固形腫蕩において低線量でのアポト

ーシス誘導は治療成績の向上に必須である。分子生物学を応用した放射線への生体応答の機能解明と画像

診断学を応用した非侵襲的な評価法について演習を行う。

@授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要

① 固形腫蕩に対する放射線治療の主たる目的となるアポトーシス誘導および放射線抵抗性低酸素領

域に対する抗癌剤や放射線増感剤との併用効果について理解させる。(1-10回)

② 放射線診断機器を利用した腫湯治療成績の評価や低酸素領域可視化などの非侵襲的評価法につい

て理解させる。 (11-15回)

授業内容

l回目 アポトーシスを中心とした細胞内シグナノレトランスダクションについて学ぶ。(浅沼)

2回目 ATM等の放射線関連細胞内情報伝達系と細胞周期について学ぶ。(浅沼)

3回目 』重湯における放射線抵抗性と低酸素領域の関連について学ぶ。(浅沼)

4回目 腹蕩における低酸素領域の画像描出法について学ぶ。(浅沼)

5回目 温熱療法による抗腫療効果について物理学的側面とアポトーシス誘導について学ぶ。(浅沼)

6回目 抗癌剤と放射線増感剤のメカニズムについて学ぶ。(浅沼)

7回目 抗癌剤と放射線増感舟lによる invitroでの評価法について学ぶ。(浅沼)

日回目 放射線治療研究のためのモデル動物について学ぶ。(浅沼)

9回目 抗癌剤と放射線増感剤によるモデノレ動物での評価法について学ぶ。(浅沼)

10回目 抗癌剤と放射線増感弗lによる獣医症例について学ぶ。(浅沼)

11回目 画像診断機器の基礎理論について学ぶ。(佐藤)

12回目 獣医領域での画像診断機器の臨床応用について学ぶ。(佐藤)

13回目 CTを利用した各種神経疾息の画像診断および評価法について学ぶ。(佐藤)

14回目 MRIを利用した各種神経疾患の画像診断および評価法について学ぶ。(佐藤)

15回目 目出脊髄液を利用した中枢神経系の障害の評価について学ぶ。(佐藤)

+ 到 達 目 標

授業内容について，良く理解でき，考察できること。

+教科書及び参考図書

教科書

放射線生物学、日本放射線技術学会/監修、オームネ土 (ISBN4【 274-13243-9)

参考図書

放射線生物学概論、吉井義一/著、北海道大学図書刊行会

放射線基礎医学、菅原努/監修、金芳堂

争成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

争成績評価方法

受詳生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。



授業科目名 獣医神経疾患診断学演習

担当教員名 佐藤裕之、浅沼武敏

単位数 2単位 |配当年次 11 ~2年次
-授業のねらい

中枢神経疾患における組織障害あるいは機能障害の非(低)侵襲的評価法についての演習とする。画像

診断機器やその他の機器を用いた実例の提示などを通して、研究活動における機器利用について演習を行

い、必要な知識や技術の習得を目指す。

@授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要

①中枢神経疾思により引き起こされる組織あるいは細胞レベルの変化をどのようにして非(低)侵襲的

に評価するかを学び、様々な機器の利用方法を理解させる。

②画像工学の基礎に基づき、神経疾忠における分子イメージングの応用や fMRIによる痛覚応答の可視

化について理解させる。

授業内容

l回目 神経疾患の診断法(神経学的検査く視診、触診、姿勢反応、脳神経検査>)について学ぶ。

(佐藤)

2回目 神経疾患の診断法(神経学的検査く脊髄反射、脊髄機能の評価>)について学ぶ。(佐藤)

3回目 各画像診断の原理、適応疾患、診断法について学ぶ。(佐藤)

4回目 脳脊髄液検査の原理、適応疾患、診断法について学ぶ。(佐藤)

5回目 各画像診断の撮影手技・撮影機器の基本操作について学ぶ。(佐藤)

6回目 各画像診断の読影技術について学ぶ。(佐藤)

7回目 月白脊髄液検査の解析および解釈について学ぶ。(佐藤)

B回目 遺伝学的検査の原理、適応疾患、診断法について学ぶ。(佐藤)

9回目 神経疾患診断学を応用した実症例の診断について学ぶ(総合演習1)0(佐藤)

10回目 神経疾患診断学を応用した実症例の診断について学ぶ(総合演習 2)0 (佐藤)

11回目 画像工学の基礎と応用について学ぶ。(浅沼)

12回目 拡散強調函像法を利用した分子イメージング、のための組織動態について学ぶ①。(浅沼)

13回目 拡散強調函像法を利用した分子イメージングのための組織動態について学ぶ②。(浅沼)

14回目 脳における痛覚の応答と可視化のための検出法について学ぶ①。(浅沼)

15回目 脳における痛覚の応答と可視化のための検出法について学ぶ②。(浅沼)

+ifJJ達目標

授業内容について，良く理解でき，考察できること。

@教科書及び参考図書

教科書

別途配布資料を準備する。

参考書

イヌとネコの臨床神経病学、 RodneyS. Bagley~著、徳力幹彦/監修、ファームプレス

Veterinary Neuroanatomy and Clinical Neurology、deLahunta Glass~著、 Saunders

放射線基礎医学、菅原努/監修、金芳堂

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。



授業科目名 獣医寄生虫学演習

担当教員名 野中成晃

単位数 2単位 |配当年次 Il~2年次
-授業のねらい

寄生虫と生態系，および寄生虫伝播と人間の活動との関連について習熟させ，寄生虫病対策あるいは感染予

防に関連する基礎実験技術、野外調査技術およびデータの収集・解析技術を習得させる。

@授業計画

(全 15回)

概要

寄生虫の伝播は，その寄生虫の持つ宿主特異性，生活環の複雑性(中間宿主やベクターの必要性)，あるいは

宿主の活動様式に左右され，流行地域の生態系や人間の活動と密接に関連する。本演習では，寄生虫と生態

系，および寄生虫伝播と人間の活動との関連について習熟させ，寄生虫病対策あるいは感染予防に関連する基

礎実験技術、野外調査技術およびデータの収集・解析技術を習得させる。

授業内容

1回目 原虫の生物学について学ぶ。

2回目 嬬虫の生物学について学ぶ。

3回目 節足動物の生物学について学ぶ。

4回目 寄生虫の各発育段階の感染実験法について学ぶ①。

5回目 寄生虫の各発育段階の感染実験法について学ぶ②。

6回目 寄生虫の各発育段階の感染実験法について学ぶ③。

7回目 寄生虫学的診断法について学ぶ。

8回目 分子生物学的診断法について学ぶ。

9回目 サンプリング方法について学ぶ。

10回目 データ解析方法について学ぶ。

11回目 節足動物媒介性寄生虫病について学ぶ。

12回目 野生動物の寄生虫病について学ぶ①。

13回目 野生動物の寄生虫病について学ぶ②。

14回目 家畜の寄生虫病について学ぶ①。

15回目 家畜の寄生虫病について学ぶ②。

争到達目標

演習を通して得られた知識や技術を応用して，獣医寄生虫病疫学研究の立案，データ取得と解析が行えるよう

になる。さらに関連分野の研究について討論が行えるようになる。

争教科書及び参考図書

教科書

最新家音寄生虫病学 (ISBN978-4-254-46027-8，朝倉書底)

参考図書

図説獣医寄生虫学(メディカグローブ)，改訂獣医寄生虫学・寄生虫病学 1，2 (講談社)

新版獣医臨床寄生虫学(小動物編，産業動物編) (文永堂)

獣医寄生虫検査マニュアノレ(文永堂)

図説獣医衛生動物学(講談社)

家畜臨床寄生虫アトラス(チクサン出版)

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規穫に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。



授業科目名 獣医機能生化学演習

担当教員名 西野光一郎

単位数 2単位 |配当年次 Il~2年次
-授業のねらい

動物再生医療研究に必要な周辺技術(遺伝子工学技術、細胞培養技術、 iPS細胞樹立培養技術、幹細胞

の分化誘導技術)の基本原理の理解の基に未分化・分化・発生・形態形成に関与する様々な生理現象、ゲ

ノム、遺伝子発現、転写因子、細胞内相互作用の解析と多能性幹細胞との関連性を理解し、再生医療にお

ける幹細胞の応用について考察する。

@授業計画

(全 15回)

概要

多能性幹細胞 (ES細胞、 iPS細胞)および体性幹細胞の未分化・分化・発生・形態形成を解析する細胞

生物学的手法の理解のもとに幹細胞のもつ様々な生理現象、ゲノム、遺伝子発現、転写因子、細胞内相互

作用を解析し、幹細胞の理解を深め、再生医療応用について検討する。尚、適宜、演習に関連する原著論

文等を用いて知識の理解を深める。

授業内容

l回目 形態観察の基礎となる光学顕微鏡の基本操作について学ぶ。

2回目 ゲノム解析の基礎と応用について学ぶ。

3回目 遺伝子発現解析の基礎について学ぶ。

4回目 高度な遺伝子発現解析(insitu，マイクロアレイ、 RNA-seq)について学ぶ。

5回目 エヒ。ジェネティクス解析の基礎について学ぶ。

6回目 高度なエヒ。ジェネティクス解析(infiniumassay、Bis-seq)について学ぶ。

7回目 蛋白質解析の基礎について学ぶ。

8回目 遺伝子工学技術の基礎と応用について学ぶ。

日回目 細胞培養の基礎について学ぶ。

10回目 聞葉系幹細胞の採取・単離・培養・保存について学ぶ。

11回目 遺伝子組換え細胞の作成法について学ぶ。

12回目 iPS細胞も基礎について学ぶ。

13回目 iPS細胞に用いられる遺伝子工学技術について学ぶ。

14回目 再生医療の現状・問題点・応用について学ぶ。

15回目 動物再生医療における現状・問題点・応用について学ぶ。

+illJJ達目標

演習を通して、再生医療研究に必要な知識と技術の習得および研究立案能力や実験データの解釈能力、

疑問点の自己解決能力を身につける。

@教科書及び参考図書

参考図書(教科書は指定しない)

Developmental Biology 9th edition (Sco仕F.Gilbe目、 SinauerAssociate Inc目)

細胞の分子生物学(TheCell) (教育社)

グオート基礎生化学(朝倉書庖)

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。



授業科目名 獣医麻酔学演習

担当教員名 永延清和

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
-授業のねらい

各種動物の麻酔法・鎮痛法の理解を深めるため、麻酔の基本的な事項と動物ごとの特徴について学習す

る。そして、動物の安全かつ有効な麻酔・鎮痛法の発展に向け、現在の動物の麻酔法の問題点を解決する

ための手法を考えさせる。

φ授業計画

(全 15回)

概要

麻酔の基本的な事項と動物ごとの特徴について学習し、動物の安全かつ有効な麻酔・鎮痛法の発展に向

け、現在の動物の麻酔法の問題点を解決するための手法を考る。

授業内容

l回目 動物の麻酔について学ぶ。

2回目 動物の麻酔に使用する薬物について学ぶー抗コロン策、鎮静作用・精神安定作用のある薬物

3回目 動物の麻酔に使用する薬物について学ぶー鎮痛作用のある薬物、静脈内麻酔薬

4回目 動物の麻酔に使用する薬物について学ぶー吸入麻酔楽、筋弛弛緩薬

5回目 麻酔器、呼吸回路、人工呼吸器について学ぶ。

6回目 動物の全身麻酔の管理について学ぶ①。

7回目 動物の全身麻酔の管理について学ぶ②。

8回目 動物の全身麻酔の管理について学ぶ③。

9回目 動物の局所麻酔について学ぶ。

10回目 動物の疹痛管理について学ぶ。

11回目 動物の心肺蘇生について学ぶ。

12回目 動物の安楽死について学ぶ。

13回目 動物種ごとの麻酔の特徴について学ぶ 犬、猫

14回目 動物種ごとの麻酔の特徴について学ぶ一反物類、馬

15回目 動物種ごとの麻酔の特徴について学ぶーげっ歯類、鳥

+?BrJ達目標

演習の内容について，良く理解でき，考察できること。またそれらの知識や経験を利用し、動物の麻酔

研究の立案や、研究展開が出来るようになること。さらに関連分野の研究についての討論が行なえること。

争教科書及び参考図書

演習中に適宜資料を配付する

参考図書

τ'ranquilli et al eds. Lumb & Jones' Veterinary Anesthesia and Analgesia， 4ed. Wiley-Blackwell， 

2007. ISBN-lQ: 0781754712， ISBN-13: 978・0781754712

獣医臨床麻酔学佐々木ら編学窓社 2006. ISBN 978-4-87362-133-3 3061 

+成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 獣医肝胆道系疾息病態制御演習

担当教員名 鳥巣至道

単位数 2単イ立 |配当年次 11~2年次
-授業のねらい

獣医領域における肝胆道系疾患は、非常に多岐にわたっており、また病態がはっきりしていない疾患が

数多く認められる。犬や猫で認められる先天性の門脈体循環シャントや胆嚢粘液のう腹は、人ではほとん

ど認められない疾患であるが、獣医領域ではそれほど珍しい疾患ではない。そこで、これらの疾患の病態

を解明することにより、医学領域における希少疾息の病態の解明や医学領域での最新知見を獣医学領域に

応用することを目指している。

φ授業計箇

(全日間)

概要

実際に肝胆道系疾患に擢息した臨床例を中心に、検査方法や検査データの解釈方法の演習を行い、実際

の治療法を理解させる。

授業内容

l回目 先天性門脈体循環シャントの病態生理、検査データの解釈、外科手術法、内科管理法について

学ぶ①。

2回目 先天性門脈体循環シャントの病態生理、検査データの解釈、外科手術法、内科管理法について

学ぶ②。

3回目 胆嚢粘液嚢目重とs!l.泥症の病態生理、検査データの解釈、外科手術法、内科管理法について

学ぶ①。

4回目 胆嚢粘液嚢目重と胞泥症の病態生理、検査データの解釈、外科手術法、内科管理法について

学ぶ②。

5回目 肝臓腫蕩の病態発生と超音波診断法について学ぶ①。

6回目 肝臓腫蕩の病態発生と超音波診断法について学ぶ②。

7回目 各種肝胆道系疾患の合併症について学ぶ。

B回目 先天性門脈体循環シャントの病在民生理、検査データの解釈、外科手術法、内科管理法について

学ぶ①。

9回目 先天性門脈体循環シャントの病態生理、検査データの解釈、外科手術法、内科管理法について

学ぶ②。

10回目 胆嚢粘液嚢目重と胞泥症の病態生理、検査データの解釈、外科手術法、内科管理法について

学ぶ①。

11回目 胆嚢粘液嚢1重と胆泥症の病態生理、検査データの解釈、外科手術法、内科管理法について

学ぶ。②

12回目 肝臓臆蕩の病態発生と超音波診断法について学ぶ①。

13回目 肝臓臆湯の病態発生と超音波診断法について学ぶ②。

14回目 各種肝胆道系疾患の合併症について学ぶ。

15回目 その他の動物種の肝胆道系疾患について学ぶ。

@到達目標

各動物種における肝胆道系疾患を良く理解し、医学領域の知識を獣医学領域に幅広く応用できるような

知識や技術を身につけること。さらに関連分野の研究についての討論が行なえること。

@教科書及び参考図書

演習中に資料を配付する。

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

+成績評価方法

受講生と教員の問で議論することで、受講生の理解度を評価する。



授業科目名 獣医伝染病学演習

担当教員名 来峰潤ニ、関口 敏

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
-授業のねらい

獣医微生物感染による伝染病を、微生物学または免疫学的手法を使って診断するとともに、発症の経路、

機序に関する研究の基礎を演習する。さらに、サーベイランスなどの疫学的手法を用いた調査研究に関す

る演習や伝染病に対する疾病コントローノレの戦略的思考をトレーニングするo

@授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要

発症機序や産業動物・伴侶動物の伝染病、伝染病に対する宿主防御免疫のしくみについて理解させる。

また、伝染病の分子生物学的診断法と免疫学的診断法、感染症疫学の基礎と応用、伝染病のリスク分析に

ついて理解させる。

授業内容

l回目 伝染病の成立について学ぶ。(乗峰)

2回目 発症機序について学ぶ。(乗峰)

3回目 伝染病の分子生物学的診断法について学ぶ。(乗峰)

4回目 伝染病の免疫学的診断法について学ぶ。(乗峰)

5回目 自然免疫について学ぶ。(乗峰)

6回目 獲得免疫(体液性免疫)について学ぶ。(乗峰)

7回目 獲得免疫(細胞性免疫)について学ぶ。(乗峰)

8回目 伝染病に対する宿主防御免疫のしくみについて学ぶ。(乗峰)

9回目 産業動物の伝染病について学ぶ。(関口)

10回目 伴侶動物の伝染病について学ぶ。(関口)

11回目 感染症疫学の基礎について学ぶ。(関口)

12閉目 感染症疫学の応用について学ぶ。(関口)

13回目 伝染病のリスク分析について学ぶ①。(関口)

14回目 伝染病のリスク分析について学ぶ②(関口)。

15回目 伝染病のリスク分析について学ぶ③。(関口)

φ到達目標

この演習によって、動物の伝染病の成立、発症機序に対する理解を深め、獣医伝染病の研究の立案、得

られた結果の解析、論理的な考察ができるようになる。

φ教科書及び参考図書

参考図書

動物の感染症(近代出版)、獣医疫学(近代出版)、感染症カラーアトラス(文永堂)、獣医微生物学

(文永堂)、獣医衛生学(文永堂)、獣医公衆衛生学(文永堂)、 Janeway'sImmunobiology 8th ed 

(KennethM町 hy)など関連図書。

その他の書籍等は随時紹介する。

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の獣医伝染病に対する理解度を評価する。
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授業科目名 |生命科学研究

担当教員名 I (下記のとおり)

単位数 I8単位 |担当年次 Il~2年次

・授業のねらい

担当教員の指導の下で、研究テーマの設定に必要な文献調査を行い、研究計函を策定し、その研究計画

に即した実験・研究を行い、修士論文を作成する。

@授業計画

研究テーマの設定に必要な文献調査と研究遂行計画の策定、研究に必要な実験装置・機材・資料等の準

備、実験技術、データ解析、成果の学会等での発表、学位論文の作成、論文審査会での発表等について、

指導を行う。

(菱川善隆)

ミトコンドリアによる細胞制御機構の研究指導を行う。

(湾口朗)

胃酸分泌機構に関する組織科学的研究指導を行う。

(高宮考悟)

高次脳神経機能ー特に学習・記憶 における神経可塑性の分子機能に関する研究指導を行う。

(丸山異杉)

蛋白質、酵素、酵素阻害剤等による組織改変を含む生体制御とその病態生理に関する研究指導を行う。

(佐藤克明)

免疫応答における樹状細胞機能の役割に関する研究指導を行う。

(森下和広)

がん及び各種疾患のゲノム解析、生体情報制御、転写調節及び幹細胞研究指導を行う。

(剣持直哉)

遺伝情報発現システムのゲノム科学・分子遺伝学的解析指導を行う。

(西頭英起)

細胞のストレス応答と疾患の分子メカニズム指導を行う。

(武谷立)

細胞骨格による生体の恒常性維持機構に関する研究指導を行う。

(徐岩)

生命現象の解明とその応用技術の開発を目指した新規分子の創製に関する研究指導を行う。

(伊達紫)

エネルギー恒常性維持の破綻に関するメカニズムの研究指導を行う。

(加藤丈司)

生理活性物質の探索及び分子レベルの機能解析と疾患病態に関する研究指導を行う。

(浅田祐士郎)

循環器・血液疾患の発生病理、病理診断学に関する研究指導を行う。

(片岡寛章)

がん細胞の悪性形質、特に浸潤・転移現象の分子機構に関する研究指導を行う。

病原細菌と常在細菌及び細菌のゲノム解析に関する研究指導を行う。

(黒田嘉紀)

疫学手法を使用した予防医学、産業保健に関する研究指導を行う。

(丸山治彦)

寄生虫の生物学的特性に関する研究指導を行う。

(荒木賢二)
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電子カルテに蓄積された医療情報の活用に関する研究指導を行う。

(湯川修弘)

水緩微生物を指標とした溺死診断への応用を目指した宮崎県内各水域の細菌の分布の調査指導を行う。

(池田哲也)

急性及び慢性疹痛の発生機序とその制御に関する研究指導を行う。

(林克裕)

肝疾患に関する研究指導を行う。

(北村和維)

循環器・腎臓・高血圧・消化器疾患と生理活性物質に関する研究指導を行う。

(下回和哉)

血液学、消化器学、臆蕩学に関する研究指導を行う。

(中里雅光)

タンパクとペプチドの精製・構造解析決定とその機能解析に関する研究指導を行う。

(岡山昭彦)

ヒトにおける感染症および免疫学の研究指導を行う。

(石田康)

モノアミン神経その他、種々の脳内神経系に関する神経科学研究指導を行う。

(布井博幸)

小児難治性疾患の免疫遺伝学的研究(基礎的研究)および小児血液腫湯疾患の分子メカニズムに関する

研究指導を行う。

(近藤千博)

肝胆牒および消化管の外科関連疾患の病態と治療に関する研究指導を行う。

(中村都英)

ステンドグラフトの長期予後に関する臨床研究指導を行う。

(天野正宏)

皮膚科学における各種病態に関する研究指導を行う。

(帖佐悦男)

運動器:整形外科(骨・筋肉・関節・神経・靭帯など)の運動器・脊椎疾息の病態解明と診断・治療法

の開発や疾息の疫学に関する研究指導を行う。

(賀本敏行)

泌尿器疾患の病態解明と治療法の開発に関する研究指導を行う。

(直井信久)

視覚電気生理学、グノム解析に関する研究指導を行う。

(東野哲也)

難聴病態に関する臨床的および基礎的研究、聴覚診断法の開発に関する研究指導を行う。

(鮫島浩)

胎児生理と病態に関する研究指導を行う。

(長町茂樹)

放射線同位元素を用いた診断と治療に関する研究指導を行う。

(恒吉勇男)

麻酔、集中治療、落痛機序に関する研究指導を行う。

(竹島秀雄)

脳腫蕩の遺伝子解析指導を行う。

(永田順子)

顎口E空機能、顎口腔病態、顎口腔再建に関する研究指導を行う。

(落合秀信)

侵襲に対する生体反応に関する臨床的研究指導を行う。

(有森和彦)

医薬品の有効性・安全性に関する基礎的・臨床的研究

(越本知大)
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ヒトの病態を代替するモデル動物の開発と維持に関する研究指導を行う。

(保田昌宏)

動物の生体機構に関する研究指導を行う。

(村上昇)

動物の生殖、摂食および生体時計の調節に関する研究指導を行う。

I (中原桂子)

鳥類や晴乳動物の生体リズムに関する研究指導を行う。

(片山哲郎)

下垂体の機能制御におけるインヒピン・アクチピンの働きに関する研究指導を行う。

(池田正治)

アクアポリンに関する研究、腎疾息のバイオマーカーに関する研究、急性腎障害および多臓器不全に関

する研究、動物の遺伝病に関する研究指導を行う。

(山口良二)

比較病理学に関する研究指導を行う。

(平井卓哉)

動物の呼吸器病に関する研究指導を行う。

(末吉益雄)

産業動物の疾病予防学に関する研究指導を行う。

(後藤義孝)

細菌感染症に対する家畜の防御機構に関する研究指導を行う。

インフノレエンザウイノレスの場殖機構に関する研究指導を行う。

(三津尚明)

家畜および食品由来病原微生物の制御に関する研究指導を行う。

(山崎渉)

人獣共通感染症の危機管理ならびに診断法に関する研究指導を行う。

(日高勇一)

動物のがん治療に関する研究指導を行う。

(片本宏)

栄養・代謝性疾患の診断・治療に関する研究指導を行う。

(大津健司)

獣医周産期学に関する研究指導を行う。

(浅沼武敏)

生体応答の可視化数値化に関する研究指導を行う。

(佐藤裕之)

画像診断装置と脳脊髄液の解析を利用した動物の神経疾患の診断および治療に関する研究指導を行う。

(野中成晃)

寄生虫症の病態、診断、疫学に関する研究指導を行う。

(西野光一郎)

人工多能性幹細胞(i PS細胞)を用いた動物再生医療に関する研究指導を行う。

(永延清和)

臨床獣医学に関する新規治療法ならびに診断法の開発指導を行う。

(鳥巣至道)

獣医消化器疾忠に関する研究指導を行う。

(乗峰潤三)

獣医伝染病病原体に対する免疫防御の機序に関する研究及び重要家畜伝染病に対する監視システムや

防疫対策の開発に関する研究指導を行う。

(関口敏)

重要家畜伝染病の防疫戦略に関する研究指導を行う。
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争到達目標

研究計画を策定し、その研究計画の下に実験や理論を展開して研究論文を仕上げていく。

争成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

+成績評価方法

学生と教員の間で日常的に議論することで、研究計画、準備、データ整理、発表等の理解度を評価する。
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コース別研究科目

高度医療関連技師養成コース





授業科目名 神経・運動器・脊椎臨床医学演習

担当教員名 帖佐悦男、鳥取部光司、関本朝久、演国治朗

単位数 2単位 |配当年次 Tl ~2年次
-授業のねらい

神経・運動器・脊椎の形態学的・生理学的特性に関する基礎的知識を習得させたうえで、疾病によりも

たされる障害が、日常生活および社会生活にどのような障害をもたらすかを理解させ、それに対する対処

法を学習させる。リハビリテーション・スポーツ・健康運動関連資格のための自己研績となるようにする。

-授業計画
(オムェパス方式/全15回)

概要
バイオメカニクス解析、函像解析、組織学、生化学および分子生物学的な種々の基本的実験手技の修得

を指導する。また、臨床に直結した研究を進めるために必要な研究デザインの立案、研究計画書の作成、
データ収集、倫理的問題、医学統計等の方法論の修得するための演習を行う。

授業内容

l回目 神経・運動器・脊椎の基礎となる解剖学について学習する。(帖佐)

2回目 神経・運動器・脊椎の基礎となる運動生理学について学習する。(帖佐)

3回目 神経・運動器・脊推の基礎となる診断学について学習する。(帖佐)

4回目 重要な臨床疾息について基礎的概要を学習する。(帖佐)

5回目 研究デザインの立案、解析法、倫理的問題、医学統計等の方法論を修得する。(帖佐)

6回目 バイオメカニクス、生化学的手法を用いて病態について理解する。(帖佐)

7回目 運動解析の代表の一つである三次元動作解析について学習する。(鳥取部)

B回目 運動解析の代表の一つである有限要素法について学習する。(鳥取部)

9回目 障害者の運動器を中心とした特徴について学習する。(鳥取部)

10回目 障害者の疾患およびリハピリテーションについて学習する。(鳥取部)

11回目 脊機脊髄疾患の疫学研究の概要について学習する。(帖佐)

12回目 脊椎脊髄疾息の診断・治療の概要について学習する。(帖佐)

13回目 脊椎脊髄疾息の運動解析について学習する。(帖佐)

14回目 遺伝子解析法の基礎と実際について学習する。(関本)

15回目 関節炎モデルや組織培養など、組織学、免疫生化学手法について学習する。(演回)

φ到達目標

神経・運動器・脊椎の基礎的知識を習得し、疾病の病態に対する研究手法を修得し実践する。

@教科書及び参考図書

参考図書

NEWエッセンシヤノレ 整形外科学 星野雄一・吉川秀樹・資藤知行編 医歯薬出版

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

+成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 眼科疾患学演習

担当教員名 直井信久、中馬秀樹

単位数 2単位 |配当年次 Il~2年次
@授業のねらい

眼科疾患の診断治療を通して基本的な眼科的知識、技術を修得し、眼科領域での高度医療や臨床医学

研究を行うための基礎を修得させる。

+授業計画

(オムニパス方式/全 15回)

概要
眼科学における網膜硝子体疾患、ぶどう膜炎、角膜結膜疾愚の臨床を学び、関連した各種手術、手技に

関する演習を行う。また、眼科学における神経眼科学、小児眼科学、涙道学の臨床を学び、関連した各種
手術、手技に関する演習を行う。

授業内容
1回目 網膜疾患の病態と治療について学ぶ。(直井)
2回目 感染性眼疾患の治療法について学ぶ。(直井)
3回目 強膜の病気について学ぶ。(直井)
4回目 眼険の悪性腫蕩の分類と治療について学ぶ。(直井)
5回目 ぶどう膜炎の診断と治療について学ぶ。(直井)
6回目 屈折について検査法を学ぶ。(直井)
7回目 限症状、詐病、失明原因について学ぶ。(直井)
8回目 角膜の手術について学ぶ。(直井)
9回目 ものをみるしくみについて学ぶ。(中馬)
10回目 日良を動かすしくみについて学ぶ。(中馬)
11回目 視神経の病気について学ぶ。(中馬)
12回目 緑内障について学ぶ。(中馬)
13回目 子供の眼の発達と病気について学ぶ。(中馬)
14回目 眼球運動の疾愚について学ぶ。(中馬)
15回目 高次視機能障害について学ぶ。(中馬)

+iIiJ達目標

視能訓練士として各種疾患の検査手技が円滑にでき、その意味を理解できるレベルに到達する事を目標

とする。演習では論文一編を仕上げる事も目標とする。

-教科書及び参考図書

教科書

眼疾嵐説明の仕方と解説改訂 3版直井信久著

参考図書

視能訓練士セルフアセスメント 視能訓練士国家試験問題集第 6版丸尾敏夫、久保田{申枝編

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の問で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 神経耳科学的検査法とリハビリテーション

担当教員名 東野哲也、松田 圭一、烏原康治

単位数 2単位 |配当年次 11~2年次
+授業のねらい

難聴、に対する聴覚障害者・児の難聴病態を理解した上で，補聴器や人工聴覚器(人工内耳・人工中耳・

骨導インプラントなど)を用いた聴覚リハビリの実際を演習的に学ぶ。

@授業計画
(オムニバス方式/全15回)

概要
側頭骨標本をマクロ・ミクロレベノレで観察し、 iJl!1頭骨に内蔵された構造物(嫡牛・前庭・顔面神経)の機能解剖を

理解し、難聴・めまい・顔面神経麻揮を来す疾患の病態と治療法、検査法について実践的に理解する。また、補聴器
を用いた聴覚リハピリの理論を実践的に学ぶ。さらに、人工聴覚器の原理を学び、術前評価、適応判定、手術法につ
いて理解する。
授業内容

l回目 側頭骨標本をマクロ・ミクロレベルで観察し、構造物(嫡牛)の機能解剖を理解する。
(東野)

2回目 側頭骨標本をマクロ・ミクロレベルで観察し、構造物(前庭)の機能解剖を理解する。
(東野)

3回目 側頭骨標本をマクロ・ミクロレベルで観察し、構造物(顔面神経)の機能解剖を理解する。
(東野)

4回目 難聴を来す疾患の病態と治療法について理解する。 L烏原)
5回目 めまいを来す疾息の病態と治療法について理解する。(鳥原)
6回目 顔面神経麻癒を来す疾患の病態と治療法について理解する。(烏原)
7回目 難聴に対する検査法について実践的に理解する(松田)
B回目 めまいに対する検査法について実践的に理解する(松田)
9回目 顔面神経麻捧に対する検査法について実践的に理解する(松田)
10回目 補聴器の仕組み、種類、適応を理解する。(松田)
11回目 補聴器を用いた聴覚リハビリの理論を理解する。(松田)
12回目 フィッティングを中心とした補聴器による聴覚リハビリの理論を実践的に学ぶ。(松田)
13回目 人工聴覚器の原理を学び、術前評価、適応判定について理解する。(東野)
14回目 人工聴覚器の手術法について理解する。(東野)
15回目 人工聴覚器の術後管理、リハビリについて理解する。(東野)

φ到達目標

神経耳科学的疾息の病態およびその評価法・治療法・リハピリテーションの基本を理解する。

φ教科書及び参考図書

教科書については指定しない。

参考図書

図説耳鼻咽喉科 1 補聴器の選択と評価:メジカノレビュー社

耳科学アトラス 形態と計測値:シュプリンガー・ジャパン

頭頚部の臨床函像診断学南江堂

神経耳科学:金芳社

Cochlear implants ， Principle & Practices :Wolters Kluwer Health 
Head and Nech Imaging， A Teaching File : Wolters Kluwer Health 

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

φ成績評価方法

受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 顎口腔機能病態学演習

担当教員名 永田順子

単位数 2単位 |配当年次 11 ~2年次
+授業のねらい

顎口腔領域は消化器、呼吸器、および感覚器として多様な機能に関与している。その多様な機能を理解

し、顎口腔機能の評価に関わる技術と解析法を理解・習得するとともに、それらと口腔病変や顎顔面形態

および全身との関連性を学習する。 I

@授業計画

(全 15回)

概要

顎口腔領域は消化器呼吸器および感覚器ーであり そこ叫る機能異常や疾息は身体的 l 
精神・心理顎的問題と相互に関連している。こうした特徴を踏まえ、顎口腔機能の基礎について理解し、
その検査、解析、診断法を学び、臨床演習を通して解析技術の習得を図るとともに、それらと口腔病変や
顎顔面形態および心身の健康が相互に関連するメカニズムについて原著論文等を用いて理解を深める。ま
た、機能障害に関する観察研究および実験的介入研究の概要を学び、研究に関する基本的な思考・技術な
どを習得する。

授業内容

l回目 下顎位と顎運動の基礎および顎顔面形態・口腔疾患との関連について学ぶ。

2回目 顎運動解析装置の基本操作と解析法について学ぶ。

3回目 顎運動の記録・解析法について臨床演習を行う。

4回目 阻鴫筋筋活動の基礎と顎顔面形態および筋線維の組織学的特徴との関連について学ぶ。

5回目 阻E爵筋筋電図の記録・解析法について臨床演習を行う。

6回目 q且鴨能率・唆合力の検査・解析法について学ぶ。

7回目 睡眠時無呼吸症候群と睡眠時随伴症および顎顔面形態・口腔疾息との関連について学ぶ。

8回目 陵眠ポリグラフ検査装置の基本操作について学ぶ。

9回目 睡眠ポリグラフ検査装置の記録・解析法について臨床演習を行う。

10回目 睡眠時ブラキシズムの記録・解析法について臨床演習を行う。

11回目 鼻咽腔閉鎖機能と構音機能および顎顔面形態・口腔疾息との関連について学ぶ。

12回目 鼻咽腔閉鎖機能と構音機能の記録・解析法について臨床演習を行う。

13回目 歯周症・口腔粘膜疾患の基礎および口腔・全身疾息との関連について学ぶ。

14回目 研究論文の収集と読解および研究計画・遂行における倫理的配慮を含めた基本的事項を学ぶ。

15回目 研究計画の立案について演習を行う。

争 到 達 目 標

1 )顎顔面領域研究に必須の顎口腔機能病態学の基礎を理解し、検査、解析・診断法の技術を習得する。

2)研究に関する倫理的配慮、を含めた基本的な思考・技術などを習得する。

@教科書及び参考図書

顎関節症 日本顎関節学会編(永末書底)

Contemporary Orthodontics， 5e (Mosby) 

Orofacia1 Pain: Guide1ines for Assessment， Diagnosis， and Management (Quintessence) 
眠障害国際分類第 2版ー診断とコードの手引(医学書院)

陸眠学 日本睡眠学会繍(朝倉書府)

現代心療内科学(永井書庖)

心身症診断・治療ガイドライン(協和企商)

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る

φ成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 血液浄化療法学演習・実習

担当教員名 北村和雄、佐藤祐一

単 位数 2単位 | 配当年次 11~2年次

+授業のねらい

血液浄化療法を実施するための循環器・腎臓病等の病態生理を理解し、血液浄化療法部の現場において

最先端の透析療法の理論と技術を習得する。

争授業計画

(オムニバス方式/全 15回)

概要

高度な血液浄化療法を実施するための循環器・腎臓疾患等の病態生理を理解するとともに、血液透析の

原理・理論を習得する。さらに、血液浄化療法部の現場において最先端の透析療法の理論と技術の習得す

るための演習を行う。

血液浄化療法(特に血液透析療法)の有用性と問題点を理解し、患者指導も行える学習を行い、現場で
の演習につなげる。

授業内容

l回目 循環器の構造と機能を理解した上で、循環器疾患の病態生理を演習で理解する。(北村)

2回目 腎臓の構造と機能を理解した上で、腎疾息の病態生理を演習で理解する。(北村)

3回目 血液透析療法の原理と理論を演習で理解する。(北村)

4回目 血液透析療法部の現場で技術を習得するための演習を行う。(北中す)

5回目 腎不全と血液透析療法の適応と治療開始の時期について演習で理解する。(北村)

6回目 各種のアフェレーシス治療について原理と理論を演習で理解する。(北村)

7回目 血液浄化療法部の現場で、各種アフェレーシスの技術を習得するための演習を行う。(北村)

B回目 透析システム(水処理法、透析液の品質管理、感染対策など)を知るための演習を行う。

(北村)

9回目 透析及びアフェレーシス関連機器を知るための演習を行う。(佐藤)

10回目 透析療法、アフェレ}シス療法の問題点と安全管理について実習で学ぶ。(佐藤)

11回目 血液透析療法の有用性とその評価について演習で理解する。(佐藤)

12回目 長期透析療法の問題点と今後必要な改良点について演習で理解する。(佐藤)

13回目 透析患者に必要な食事指導、生活指導について学習し、現場での演習を行う。(佐藤)

14回目 血液透析療法以外の腎不全治療について理解し、演習・実習を行う。(佐藤)

15回目 血液浄化療法の効率評価法や治療評価法について考察し、実習で学ぶ。(佐藤)

+ 到 達 目 標

血液浄化療法・腎臓疾患・循環器疾息に関する体系的な知識や高度な研究方法論を修得し、病態を解明

し、新たな診断法や治療法に繋がる研究が出来る自立可能な研究者を養成する。

@教科書及び参考図書

参考図書

専門医のための腎臓病学第2版 2009年医学書院

臨床透析ハンドブック 第4版 2009年 メデイカルサイエンスインターナショナノレ

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

+成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 病理診断学演習

担当教員名 浅田祐士郎

単位数 2単位 |配当年次 11 ~2年次
@授業のねらい

病理診断における病理検体の取り扱いから組織標本・細胞診標本の作製方法を学習し、病理標本作製の
プロセスを理解する。病理標本の見方の基礎と疾病についての基本的な知識を学び、標本観察の理解を深
める。また免疫組織染色やInsitu hybridizationi去、電子顕微鏡観察の基本的な原理と手法を学び、病
理診断における意義と有用性を理解する。

+授業計画

(全15回)
概要

病理診断の精度管理とバイオハザードについて基礎的内容を学習する。これらを基盤として、個々の学
生の研究課題に沿った研究計画を立案し遂行させ、研究データの取得と解析、その意義の解釈についての
演習を行う。

授業内容
l回目 病理検体の取り扱い方・固定・切り出しについて学ぶ。
2回目 組織標本の作製方法について学ぶ。
3回目 細胞診標本の作製方法について学ぶ。
4回目 組織標本・細胞診標本の染色法について学ぶ。
5回目 特殊染色の選択と方法について学ぶ。
6回目 免疫組織染色の方法について学ぶ。
7回目 組織標本の基本的な見方について学ぶ。
B回目 細胞診標本の基本的な見方について学ぶ。
9回目 術中迅速診断の方法について学ぶ。
10回目 分子生物学的手法 (Insitu hybridization法 など)について学ぶ。
11回目 電子顕微鏡標本の作製方法について学ぶ。
12回目 電子顕微鏡標本の観察方法について学ぶ。
13回目 病理診断の報告書のあり方について学ぶ。
14回目 病理診断の精度管理のあり方について学ぶ。
15回目 病理におけるバイオハザードについて学ぶ。

+到達目標

病理組織標本及び細胞診標本の作製方法と基本的な染色法を理解する。組織標本と細胞診の観察方法の

基礎を習得する。

争教科書及び参考図書

参考図書

外科病理マニュアノレ，文光堂， 2008

細胞診の基礎から実践へ，文光堂，2013

争成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

争成績評価方法

受講生と教員の問で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 目重蕩形態学演習・実習

担当教員名 片岡寛章

単位数 2単位 |配当年次 Il~2年次
@授業のねらい

種々の麗蕩性病変、特に悪性腫蕩(がん)について、それらの形態学的特徴について、実際の病変組織

標本を用いた光学顕微鏡的観察により理解を深め、変化の分子基盤や特有の遺伝子異常についても学ぶ。

争授業計画

(全15回)

概要

悪性皮・予後の推定に有用な形態的特徴、蛋白質発現パターン、遺伝子発現パターンについて、最新の

文献を用いて学習する。

授業内容

l回目 臆療と悪性腹蕩(がん)の概念、腫話事発生機構と疫学について学ぶ。

2回目 がん細胞の形態学的特徴ついて学ぶ。

3回目 がん細胞が獲得する悪性形質ついて学ぶ。

4回目 種々の腫蕩病変の観察:代表的ながんについて、実際の病理組織標本を観察する①。

5回目 種々の目重蕩病変の観察:代表的ながんについて、実際の病理組織標本を観察する②。

6回目 種々の腹蕩病変の観察:代表的ながんについて、実際の病理組織標本を観察する③。

7回目 がんのgradingおよびstaging:消化器がん、乳がんを題材にして学ぶ①。

B回目 がんのgradingおよびstaging:消化器がん、乳がんを題材にして学ぶ②。

9回目 がんの形態学的診断の実際とがん取扱い規約に準じた報告法ついて学ぶ。

10回目 文献調査の実際ついて学ぶ。

11回目 研究に必要な試料の収集と人体材料を用いる場合の倫理的側面の基礎的理解:疫学研究、臨床

研究、遺伝子解析研究における倫理指針ついて学ぶ。

12回目 がんの悪性度・予後を予測する形態学的指標と遺伝子・蛋白質発現パターンついて学ぶ①。

13周囲 がんの悪性度・予後を予測する形態学的指標と遺伝子・蛋白質発現パターンついて学ぶ②。

14回目 免疫組織化学を用いた臨床病理学的研究のための基本手技ついて学ぶ①。

15回目 免疫組織化学を用いた臨床病理学的研究のための基本手技ついて学ぶ②。

争到達目標

目重蕩細形態学領域の研究に必要な基本的姿勢と知識を身につける

@教科書及び参考図書

「がん取扱い規約J(諸臓器のがんに対応して出版されている) [金原出版〕

ロビンス基礎病理学(訳 豊園伸哉、高橋雅英) [丸善〕

.成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

+成績評価方法

受講生と教員の問で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 専門技術学研究

担当教員名 (下記のとおり)

単位数 B単位 |配当年次 11~2年次
φ授業のねらい

担当教員の指導の下で研究テーマに則した技術修得の上、研究計画を策定し、その研究計画に即した実

験・研究を行い、修士論文を作成する。

-授業計画

担当教員の指導の下で研究テーマに則した技術修得の上、研究テーマの設定に必要な文献調査と研究遂

行計画の策定、その計画に基づいて研究を展開し、成果の学会等での発表、学位論文の作成、論文審査会

での発表等について指導を行う。

(帖佐悦男)

整形外科(運動器)疾患における函像解析・バイオメカニクス整形外科疾息における新しい治療法・診

断法の開発、ノックアウトマウスを用いたロコモティブシンドローム(ロコモ)の病原病態解明に関する

研究指導を行う。

(直井信久)

網膜硝子体疾息の診断と治療および網膜変性疾息庖者のゲノム解析と臨床視覚電気生理学に関する研

究指導を行う。

(東野哲也)

聴覚リハビリテーションに関する研究、人工聴覚器の臨床効果に関する研究指導を行う。

(永田順子)

顎口腔運動および顎口腔領域の機能回復を目的とした再建や再生医療に関する研究指導を行う。

(北村和雄)

循環器病学、腎臓病学、消化器病学と探索医療に関する研究指導を行う。

(浅田祐士郎)

循環器・血液疾息の発生病理、病理診断に関する研究指導を行う。

(片岡寛章)

がんの悪性度に関する臨床病理学的研究指導を行う。

.~J 達目標

研究計画を策定し、その研究計画の下に実験や理論を展開して研究論文を仕上げていく。

-成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

学生と教員の聞で日常的に議論することで、研究計画、準備、データ整理、発表等の理解度を評価する。
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コース別研究科目

生命倫理コ一歩イネーターコース





授業科目:名 生命倫理コーディネーター基礎演習

担当教員名 板井孝一郎

単位数 2単位 | 配当年次 | 1~2 年次
+授業のねらい

臨床研究における倫理ガパナンスに関する基礎知識、ならびに臨床現場における倫理支援を担いうる人

材として求められるコーディネーション能力、特に先端研究や臨床研究に対応できる能力、及び倫理的・

法的・社会的に臨床現場の倫理的課題に対応できる能力を習得するために、国内外の生命・医療倫理領域

の基礎文献等を精査・精読し、生命倫理領域のコンサノレテーションをめぐる基礎理論に関する演習を行う。

φ授業計画

(全 15回)

概要

医学と倫理の基本原則と歴史的背景、臨床倫理の諸問題を学習し、倫理コンサノレテーションに求められ

る基本能力(コア・コンピテンシー)を修得する。また、倫理審査委員会の構成・役割・申請手順につい

ても学習する。

授業内容

1回目 なぜ医学において倫理性が関われるのかについて学ぶ。

「ヒポクラテスの誓い」の限界

2回目 研究倫理のルーツ:ニユノレンベルグ綱領について学ぶ。

研究倫理の基本章典:ヘノレシンキ宣言

3回目 国際医科学機構評議会(CIOMS)について学ぶ。

ベノレモント・レポート

4回目 息者の自己決定権について学ぶ。

5回目 インフォームド・コンセント (IC)の取得方法について学ぶ。

「個別同意」と「包括同意」の相違

6回目 意思決定能力がない人・小児に対する留意について学ぶ。

7回目 終末期医療における「安楽死Jr尊厳死」について学ぶ。

8回目 倫理的アセスメント・スキル ethicalassessment skillsを修得する。

道徳的コンフリクトを認識し議論する能力 ability to recognize and discuss moral conflicts 

9回目 操作的スキル operationalskillsを修得する。

症例を記録し、カンファレンスを促進する能力 abilityto facilitate meetings， record cases 

10回目 対人関係のスキル interpersonalskillsを修得する。

能動的傾聴 activelistening 

11回目 アドボカシー・スキル advocacyskills修得する。

12回目 「治験審査委員会(IRB)J r研究倫理委員会(REC)J r臨床倫理委員会(CEC)Jの相違について学ぶ。

13回目 倫理審査委員会でのプレゼンテーションについて学ぶ。

14回目 利益相反 (COI)について学ぶ。

15回目 臨床倫理相談の対応方法について学ぶ。

(急性期・亜急性期・慢性期、あるは診療科特性に応じた倫理コンサルテーションのポイント)

+到達目標

生命倫理及び基礎医学に関する基礎文献を精査することで基礎知識を修得した上で、具体的事例に基

づき専門的な倫理学的方法論、倫理的推論のプロセス、並びに倫理コンサルテーションのスキルを修得

することを目標とする。

+教科書及び参考図書

参考図書

浅井隆、医学研究.実施と報告における必須事項、アトムス、 2011.

Linda Farber Post， Handbook for Heal th Care Ethics Commi ttees， Johns Hopkins Univ Press， 2006 

Paul J. Ford， Complex Ethics Consultations: Cases that Haunt Us， Cambridge University Press， 

2008. 

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

@成績評価方法

受講生と教員の問で議論することで、受講生の理解度を評価する。



授業科目名 疫学倫理コーディネーター基礎演習

担当教員名 黒田嘉紀

単 位数 2単位 |配当年次 1~2年次

+授業のねらい

倫理的配慮は臨床研究ばかりでなく、疫学研究にも必要とされている。疫学研究は、個人を対象にしな

いため個人情報は扱わないが、資料の収集やその結果の発表時には倫理的配慮が必要となる。ここでは疫

学調査を計画し、実施し、評価する各プロセスにおける倫理的問題は検討し、「疫学研究の倫理指針」等

に基づいてその対策を演習し、コーディネーターとしての基礎知識を身につける。

+授業計画

(全 15回)

概要

疫学研究は臨床研究と異なり個人を対象とせず集団を対象にする学問で、直接個人情報を扱うことはな

い。しかし試料および資料の収集には、十分な説明と同意が必要であり、倫理的配慮、が臨床研究と同様に

求められる。この演習は倫理的配慮のもと疫学研究を計画し、実施し、解析・評価できる能力を身につけ

る事を目的としている。具体的には以下の如く行う。

授業内容

l回目 疫学研究概論について学ぶ①。

2回目 疫学研究概論について学ぶ②。

3回目 疫学研究の倫理指針の取り扱いについて学ぶ。

3回目 既存データ使用時の倫理的配慮について学ぶ。

4回目 アンケート調査(無記名)時の倫理的配慮について学ぶ。

5回目 アンケート調査(記名)時の倫理的配慮について学ぶ。

6回目 生体材料を使用した疫学研究の倫理的配慮について学ぶ。

7回目 分子疫学研究上の倫理的配慮について学ぶ。

8回目 個人情報の取り扱い方、及び破棄方法について学ぶ。

9回目 研究発表、論文発表時の倫理的配慮、について学ぶ。

10回目 疫学研究と利益相反について学ぶ。

11回目 目的外使用における倫理的配慮について学ぶ。

12回目 不調lの事態発生に対する準備と対策について学ぶ。

13回目 研究参加同意の取得方法と倫理的配慮について学ぶ。

14回目 実際のデータを使用した倫理的配慮の検討を行う。

15回目 まとめ

+到達目標

疫学研究を行う上で、考慮すべき倫理的配慮を習得し、実際の研究時に考慮できる能力を身につける。

+教科書及び参考図書

参考図書

臨床研究のための倫理審査ハンドブック(丸善出版)

医学研究(シリーズ生命倫理学)(丸善出版)

IRBハンドブ‘ック(中山書庇)

@成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

争成績評価方法

受講生と教員の聞で議論すること、およびレポート等で受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 生殖倫理コーディネーター基礎演習

担当教員名 鮫島浩

単位数 2単位 |配当年次 1~2 年次

争授業のねらい

本コースでは、まず生殖医学、産科学、遺伝カウンセリングに関する基礎知識を修得する。その上で、

この領域に関する生命倫理に精通したコーディネーターを育成する。生殖医学に関する遺伝的要因、周産

期医療の中の未熟性など、最新の法律、学会指針、生命倫理における研究テーマを中心に演習を行う。

φ授業計画

(全 15回)

概要

生殖医療、周産期医療、新生児医療に関する倫理的問題の現状を理解し、それを解決するための手段、

コーチング、カウンセリングについての基礎的方法を学習する。

授業内容

l回目 生殖医学、産科学、周産期医学に関する基礎知識の概論を学習する。
2回目 新生児医学を中心に、周産期医学に関する基礎知識を学習する。
3回目 新生児医療に関する遺伝的要因、未熟性との関連などについて演習する①。
4回目 新生児医療に関する遺伝的要因、未熟性との関連などについて演習する②。
5回目 出生前診断に関する基礎知識を学習する①。
6回目 出生前診断に関する基礎知識を学習する②。
7回目 周産期医療に関する遺伝的要因と、その出生前診断に関連する遺伝カウンセリングなどについて

学び、実習する①。
B回目 周産期医療に関する遺伝的要因と、その出生前診断に関連する遺伝カウンセリングなどについて

学び、実習する②。
9回目 遺伝カウンセリングに関する基礎知識を習得する①。
10回目 遺伝カウンセリングに関する基礎知識を習得する②。
11回目 カウンセリング、コーチングに関して複数回、ローノレプレイを行い、実務を学習する。その時の

問題点をもとに、カウンセリング、コーチングの改善に努める①。
12回目 カウンセリング、コーチングに関して複数回、ローノレプレイを行い、実務を学習する。その時の

問題点をもとに、カウンセリング、コーチングの改善に努める②。
13回目 カウンセリング、コーチングに関して複数回、ロ-/レプレイを行い、実務を学習する。その時の

問題点をもとに、カウンセリング、コーチングの改善に努める③。

14回目 カウンセリング、コーチングに関して複数回、ロールプレイを行い、実務を学習する。その時の
問題点をもとに、カウンセリング、コーチングの改善に努める④。

15回目 カウンセリング、コーチングに関して複数回、ロールプレイを行い、実務を学習する。その日寺の
問題点をもとに、カウンセリング、コーチングの改善に努める⑤。

φ到達目標

1.産科学と生殖倫理、遺伝カウンセリングに関する現状と不明点とを理解する。

2.生殖医学、不妊症と生殖倫理に関する現状と不明点とを理解する。

3.新生児医学と生殖倫理、遺伝カウンセリングに関する現状と不明点とを理解する。

4.遺伝カウンセリングの現状、倫理との関連性などを理解する。

@教科書及び参考図書

参考図書

生殖医療をめぐるバイオエシックス 鈴森薫訳 MedicalViews社 2009年

遺伝カウンセリングを倫理する 長崎遺伝倫理研究会編診断と治療社初日5年

バイオポリティックス 中公新書 2006年

臨床倫理学ー臨床医学における倫理的決定のための実践的なアプローチ 新興医学出版社 2006 

+成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

+成績評価方法

受講生と教員の間で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 医療サービスサイエンス基礎演習

担当教員名 荒木賢二

単位数 2単位 配当年次 1~2年次

争授業のねらい

医療サーピスサイエンスを基礎に、実際の診療現場で、自ら課題を発見し、課題を解決するための基礎

的な能力を高める。

争授業計画

(全 15回)

概要

教育用電子カルテを用いて、膨大な診療情報の中から、思者個々の課題を発見し、対応を自ら考えるこ

とを繰り返し、知識の般化を図り、基礎的な課題解決能力を高める演習を行う。テーマとして、倫理面で

の課題を含める。

授業内容

1回目 医療サービスサイエンス人材と情報活用-MSSの概要と MSS人材のコンピテンシーについて

学ぶ。

2回目 医療サーピスイノベーション概説ー医療サーピスイノベーションについて概要を学ぶ。

3回目 医療情報システムとクリニカ/レパス-MSSを実践するための夕日ニカノレパスについて学ぶ。

4回目 医療統計概説 医療統計を通じて、科学リテラシーを学ぶ。

5回目 医療情報システムの実践的活用 lー医療情報に関して、職種に応じた知識を学ぶ。

6回目 医療情報システムの実践的活用 2 医療情報に関して、職種に応じた知識を学ぶ。

7回目 医療情報システムの実践的活用 3 医療情報に関して、職種に応じた知識を学ぶ。

B回目 医療情報システムと経営分析ー症例経営分析について学ぶ。

日回目 電子カルテ活用法 1および演習一教育用電子カルテの操作について学ぶ。

10回目 電子カルテ活用法2および演習ーテーマの説明と演習の進め方について学ぶ。

11回目 電子カルテ活用法3および演習ーテーマに沿った演習を行う。

12回目 電子カルテ活用法4および演習ーミニ発表会を行う。

13回目 グループディスカッション l一演習で与えられた課題の発表と議論を行う。

14回目 グ、ノレープテpイスカッション 2 これまで学んだことについて、発表と議論を行う。

15回目 グループディスカッション 3 総合的な討議を行う。

+ 到 達 目 標

実際の診療現場で、自ら課題を発見し、課題を解決するための基礎的な能力を高める。

-教科書及び参考図書

参考図書

サービスサイエンス一新時代を拓くイノベーション経営を目指して北陸先端科学技術大学院大学

MOTコース編集委員会

サービスサイエンス・イノベーション LLP、 亀岡秋男

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

争成績評価方法

受講生と教員の聞で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 動物福祉コーディネーター基礎演習

担当教員名 ニ海尚明

単位数 2単位 | 配当年次 | 1~2年次
φ授業のねらい

「動物の愛護及び管理に関する法律」においては、動物が命あるものであること、人と動物の共生に配

慮することに加え、飼い主の責任が強く植われている。この飼い主の責任とは、飼育している動物への責

任と、社会への責任の 2つを指している。共に暮らしている動物に対する福祉、即ち心身の健康管理、快

適な環境及び QOLの確保をどのようにすればよいのか、そして、その動物たちが及ぼす人や他の動物、社

会への影響について議論を重ね、人と動物とが共生できる社会について考える。

φ授業計画

(全 15回)

概要

動物を取り巻く社会環境や動物福祉論について学び、共に暮らしている動物に対する福祉、Jlpち心身の

健康管理、快適な環境及びQOLの確保をどのようにすればよいのかについて考える。

授業内容

l回目 動物を取り巻く社会環境について学ぶ。

2回目 ヒューマンーアニマ/レ・ボンドについて学ぶ。

3回目 動物福祉論について学ぶ。

4回目 動物福祉とコンパニオンアニマルについて学ぶ。

5回目 ベットロスについて学ぶ。

6回目 動物介在活動について学ぶ。

7回目 動物介在療法について学ぶ。

8回目 動物介在教育について学ぶ。

9回目 動物福祉と産業動物について学ぶ。

10回目 「命」をいただいて「命」を活かすことについて学ぶ。

11回目 動物福祉と家畜伝染病(口蹄疫)について学ぶ。

12回目 動物福祉教育について学ぶ。

13回目 動物の愛護及び管理に関する法律について学ぶ。

14回目 動物福祉の現状と今後について学ぶ。

15回目 総括

.~J 達目標

授業内容について，良く理解でき，考察できること。

φ教科書及び参考図書

参考図書

アニマルウェノレフェア(東大出版会)

コンパニオンアニマノレの死(学窓社)

人と動物との関係学(インターズー)

ベット六法第(誠文堂新光社)

アニマノレアシステッドセラピー(インターズー)

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

+成績評価方法

受講生と教員の問で議論することで、受講生の理解度を評価する。
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授業科目名 生命倫理コーディネーター研究

担当教員名 板井孝一郎

単位数 B単位 | 阻当年次 11 ~2年次

争授業のねらい

担当教員指導の下で研究課題に即した文献精査・精読ならびに臨床研究等を行い、生命倫理領域におけ

る倫理コンサノレテーション遂行に際しての倫理的課題に関する修士論文を作成する。

+授業計画

臨床研究における倫理ガバナンス、臨床現場における倫理コンサノレテーション体制、倫理的推論の基礎

理論に関する研究

く研究遂行に際しての基本的背景>

生命科学研究、実験動物利用や新薬開発、治験や医師主導型臨床研究における「研究倫理」、また、

終末期医療における延命治療の差し控え・中止や遺伝子診断をめぐる倫理的問題などの「臨床倫理jの

重要性が高まってきている。日本圏内においても倫理的問題に関する様々なガイドラインが厚生労働省

や日本医師会をはじめ種々の学会レベルでも提示されるようになっているが、それらを一読しただけで

は、法的・倫理的トレ}ニングを一定程度受けていないと抽象的すぎてよくわからないという事態が生

じている。

く研究方法>

臨床倫理サポートに関連する先行研究の多くが、単なる実態調査(現状とニーズの有無の把握)に留

まっている中、 2001年よりスタートした UKClinical Ethics Networkの構築にあたって、それをどの

ような課題意識のもと、臨床現場にどのような問題があるかという具体的観点に根差して実践的に考察

された文献として、英国の NHSTrustによる臨床倫理支援活動に関する報告 (SlowtherA， et al， I 
Clinical Ethics Support in the UK: A review of the current position and likely development， 

the r、luffieldTrust， 2001)が高く評価できる。また、米国 ASBHによる大統領特別委員会報告書 (ASBH，

Core Competencies for Health Care Ethics Consultation :The Report of American Society for 

Bioethics and Humanities， SHHY-SBC Task Force on Standards for Bioethics Consultation， 

Glenview，Iし 1998. 11-23.)、および英国の CoreCompetencies for Clinical Ethics Committeesと

題する UKClinical Ethics Networkによる報告書において提示されたコア・コンピテンシーである以

下の r3つのカテゴリー」を、それぞれの大学院生の課題意識に即しながら深く考察を加える方法を、

各自で構築するよう指導を実施する。

①核となるスキノレ (CoreSki 11 s) :倫理問題を見極める技能、問題処理能力、及びコミュニケーショ

ン・スキノレ

②核となる知識 (CoreKnowledge) 道徳的推論および倫理理論、臨床現場への精通、保健医療制度、

関連法規③人絡性 (PersonalCharacter)・寛容さ、忍耐、思いやり、正直さ、勇気、思慮深さ、謙

虚さ

上記に関わる基本的先行研究・文献の精査・精読に加え、記述的・観察的研究をデザインし、アンケ

ート調査・半構成的インタビュー等の質的研究を、可能な範囲で、欧米諸国との国際比較調査も交えな

がら研究論文を作成していく。

+jJJ達目標

研究計画を策定し、その研究計画の下に実験や理論を展開して研究論文を仕上げていく。

φ成績評価基準

大学院医学獣医学総合研究科規程に依る。

-成績評価方法

学生と教員の間で日常的に議論することで、研究計画、準備、データ整理、発表等の理解度を評価する。
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